


　「文化人材バンク学校出前講座～おかやま子どもみらい塾〜」事業は、子どもたちが文化に親しみ、文化
への関心をもつきっかけづくりとするための事業です。岡山県からの委託を受けた公益社団法人岡山県文化
連盟が企画運営を行い、学校出前講座を実施することで、文化活動の裾野拡大と将来の地域文化の担い手育
成に努めています。
　学校出前講座の伝統文化部門（箏曲、和太鼓、陶芸など）では、延べ19分野、延べ118校の利用が、一般
芸術文化部門（合唱、吹奏楽、話し方など）では、延べ12分野、延べ55校の利用がありました。
　なお、事業実施にあたり、格別のご支援をいただきました公益財団法人福武教育文化振興財団様に深甚な
る感謝の意を捧げます。

倉敷市立倉敷支援学校（選択・現代舞踊） 岡山市立竹枝小学校（合奏）玉野市立鉾立小学校（水墨画）

岡山市立開成小学校（陶芸） 美作市立勝田中学校（三味線）岡山市立大元小学校（映像）

岡山市立御津小学校（写真） 美作市立作東中学校（吹奏楽・トロンボーン）赤磐市立山陽西小学校（和太鼓）

総社市立総社中学校（浮世絵） 倉敷市立連島南小学校（日本画）岡山市立妹尾小学校（合唱）

岡山市立操南中学校（吹奏楽・クラリネット） 岡山市立上南中学校（話し方）井原市立大江小学校（狂言）
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
22

鏡
野

町
立

目
　

標
日

本
の

楽
器

に
直

接
触

れ
る

こ
と

で
、

日
本

古
来

の
音

楽
に

興
味

を
も

た
せ

る
。

授
業

の
な

か
で

、
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
共

感
す

る
場

に
し

、
思

い
や

意
図

を
も

つ
こ

と
で

表
現

力
を

高
め

た
い

。
大

野
小

学
校

講
　

師
定

森
　

智
子

、
中

尾
　

美
鈴

対
象

者
4

年
生

30
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
22

日
 （

水
）

10
：

30
～

12
：

10
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

演
奏

鑑
賞

　
　

　
・

楽
器

の
説

明
、

演
奏

方
法

の
説

明
　

　
　

・
演

奏
体

験
と

発
表

　
　

　
・

箏
の

片
付

け
方

の
説

明

成
　

果
初

め
て

箏
を

見
た

り
音

を
聞

い
た

り
す

る
児

童
が

多
く

、
と

て
も

興
味

を
持

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
箏

の
音

色
の

美
し

さ
を

感
じ

て
曲

を
味

わ
っ

て
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

演
奏

体
験

を
通

し
て

表
現

す
る

気
持

ち
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

23
久

米
南

町
立

目
　

標
日

本
の

音
楽

の
よ

さ
や

楽
器

の
響

き
の

美
し

さ
を

味
わ

い
な

が
ら

聞
い

た
り

、
楽

器
の

音
色

を
生

か
し

て
演

奏
し

た
り

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
誕

生
寺

小
学

校
講

　
師

三
上

　
澄

之
対

象
者

4・
5

年
生

10
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
14

日
（

火
）

9：
35

～
11

：
25

内
　

容
①

和
楽

器
の

話
　

　
　

②
わ

ら
べ

う
た

の
演

奏
体

験
成

　
果

普
段

触
れ

る
こ

と
の

な
い

箏
を

実
際

に
体

験
し

て
、

興
味

を
も

ち
、

箏
の

楽
し

さ
、

箏
の

演
奏

の
楽

し
さ

を
感

じ
た

児
童

が
多

か
っ

た
。

ま
た

、
音

色
を

味
わ

う
児

童
も

多
く

、
和

楽
器

へ
の

関
心

が
高

ま
っ

た
。

【
箏

曲
・

尺
八

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
県

立
目

　
標

和
楽

器
の

鑑
賞

を
行

い
、

実
際

に
演

奏
し

て
い

る
姿

を
見

た
り

、
音

を
聞

い
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

伝
統

的
な

楽
器

の
良

さ
に

触
れ

、
和

楽
器

に
親

し
み

を
も

つ
。

岡
山

支
援

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
三

上
　

澄
之

、
三

上
　

歌
藍

　
　

　［
尺

八
］

井
藤

　
侃

山
　

対
象

者
小

・
中

・
高

等
部

69
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
22

日
（

水
）

9：
00

～
11

：
50

、
13

：
30

～
14

：
20

内
　

容
・

箏
と

尺
八

の
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
楽

器
の

紹
介

、
演

奏
体

験

成
　

果
心

地
よ

い
音

に
包

ま
れ

、
ど

の
生

徒
も

穏
や

か
な

気
持

ち
で

聞
き

入
っ

て
お

り
、

日
本

の
伝

統
的

な
楽

器
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

特
に

、
合

奏
を

体
験

し
た

生
徒

た
ち

は
、

こ
の

日
に

向
け

て
練

習
を

重
ね

て
お

り
合

奏
後

に
は

達
成

感
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

2
岡

山
市

立
目

　
標

日
本

の
伝

統
音

楽
の

良
さ

を
味

わ
い

、
楽

し
む

。
楽

器
に

触
れ

、
音

を
出

す
こ

と
で

和
楽

器
を

身
近

に
感

じ
る

。
岡

山
後

楽
館

中
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

小
山

　
東

洋
子

　
　

　［
尺

八
］

黒
住

　
泰

山
対

象
者

1
年

生
64

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

5
日

（
火

）
13

：
25

～
15

：
15

内
　

容
・

講
師

演
奏

の
鑑

賞
（「

春
の

海
」「

さ
く

ら
舞

曲
」）

　
　

　
・

楽
器

説
明

　
　

　
・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

箏
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

を
講

師
と

合
奏

体
験

）
成

　
果

生
徒

は
邦

楽
に

関
心

を
も

ち
、

授
業

に
臨

む
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
箏

に
触

れ
、

音
を

出
す

こ
と

の
楽

し
さ

を
体

験
で

き
た

。
3

岡
山

市
立

目
　

標
日

本
古

来
の

楽
器

で
あ

る
箏

、
尺

八
の

体
験

を
す

る
こ

と
で

、
和

の
音

色
に

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
。

箕
島

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

荒
川

　
智

子
　

　
　［

尺
八

］
佐

藤
　

秧
山

対
象

者
6

年
生

59
名

日
　

時
令

和
6

年
11

月
29

日
（

金
）

13
：

30
～

15
：

35
内

　
容

・
箏

、
尺

八
の

演
奏

を
聞

く
　

　
　

・
2

～
3

人
組

に
な

り
、

箏
の

演
奏

を
体

験
す

る
　

　
　

・
尺

八
を

実
際

に
吹

い
て

み
る

成
　

果
箏

、
尺

八
の

音
色

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

、
興

味
・

関
心

を
も

っ
て

体
験

活
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

4
岡

山
市

立
目

　
標

古
く

か
ら

伝
わ

る
日

本
の

伝
統

楽
器

の
音

色
や

曲
を

聞
い

た
り

、
演

奏
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
音

楽
へ

の
興

味
・

関
心

を
高

め
る

。
雄

神
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
児

仁
井

　
直

美
　

　
　［

尺
八

］
黒

住
　

素
山

対
象

者
4

年
生

12
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
16

日
（

木
）

10
：

30
～

12
：

00
内

　
容

・
箏

、
尺

八
の

曲
を

鑑
賞

を
す

る
　

　
　

・
箏

、
尺

八
の

演
奏

体
験

を
す

る
　

　
　

・
全

員
で

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
合

奏
成

　
果

事
前

に
音

楽
の

授
業

で
箏

や
尺

八
に

つ
い

て
知

っ
て

い
た

が
、

生
の

演
奏

を
聞

き
、

体
験

す
る

こ
と

で
表

現
の

仕
方

や
日

本
の

音
楽

、
楽

器
に

興
味

や
関

心
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

。
5

岡
山

市
立

目
　

標
箏

や
尺

八
の

楽
器

演
奏

を
目

の
前

で
聞

く
こ

と
に

よ
り

、
音

色
や

旋
律

の
美

し
さ

を
味

わ
い

、
日

本
の

音
楽

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

宇
野

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

狩
野

　
章

定
、

菅
田

　
章

喜
　

　
　［

尺
八

］
塩

治
　

尺
山

、
藤

原
　

匠
山

対
象

者
5

年
生

12
1

名
　

日
　

時
令

和
7

年
1

月
17

日
（

金
）

8：
55

～
12

：
35

内
　

容
・

箏
、

尺
八

の
楽

器
の

説
明

　
　

　
・

楽
器

体
験

　
　

　
・

鑑
賞

「
春

の
海

」
な

ど
成

　
果

生
演

奏
を

間
近

で
聞

く
こ

と
で

、音
色

の
美

し
さ

や
響

き
、演

奏
者

の
息

づ
か

い
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

初
め

て
楽

器
に

触
れ

る
児

童
も

お
り

、講
師

の
丁

寧
な

指
導

の
お

か
げ

で
、興

味
や

達
成

感
、充

実
感

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
22

鏡
野

町
立

目
　

標
日

本
の

楽
器

に
直

接
触

れ
る

こ
と

で
、

日
本

古
来

の
音

楽
に

興
味

を
も

た
せ

る
。

授
業

の
な

か
で

、
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
共

感
す

る
場

に
し

、
思

い
や

意
図

を
も

つ
こ

と
で

表
現

力
を

高
め

た
い

。
大

野
小

学
校

講
　

師
定

森
　

智
子

、
中

尾
　

美
鈴

対
象

者
4

年
生

30
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
22

日
 （

水
）

10
：

30
～

12
：

10
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

演
奏

鑑
賞

　
　

　
・

楽
器

の
説

明
、

演
奏

方
法

の
説

明
　

　
　

・
演

奏
体

験
と

発
表

　
　

　
・

箏
の

片
付

け
方

の
説

明

成
　

果
初

め
て

箏
を

見
た

り
音

を
聞

い
た

り
す

る
児

童
が

多
く

、
と

て
も

興
味

を
持

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
箏

の
音

色
の

美
し

さ
を

感
じ

て
曲

を
味

わ
っ

て
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

演
奏

体
験

を
通

し
て

表
現

す
る

気
持

ち
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

23
久

米
南

町
立

目
　

標
日

本
の

音
楽

の
よ

さ
や

楽
器

の
響

き
の

美
し

さ
を

味
わ

い
な

が
ら

聞
い

た
り

、
楽

器
の

音
色

を
生

か
し

て
演

奏
し

た
り

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
誕

生
寺

小
学

校
講

　
師

三
上

　
澄

之
対

象
者

4・
5

年
生

10
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
14

日
（

火
）

9：
35

～
11

：
25

内
　

容
①

和
楽

器
の

話
　

　
　

②
わ

ら
べ

う
た

の
演

奏
体

験
成

　
果

普
段

触
れ

る
こ

と
の

な
い

箏
を

実
際

に
体

験
し

て
、

興
味

を
も

ち
、

箏
の

楽
し

さ
、

箏
の

演
奏

の
楽

し
さ

を
感

じ
た

児
童

が
多

か
っ

た
。

ま
た

、
音

色
を

味
わ

う
児

童
も

多
く

、
和

楽
器

へ
の

関
心

が
高

ま
っ

た
。

【
箏

曲
・

尺
八

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
県

立
目

　
標

和
楽

器
の

鑑
賞

を
行

い
、

実
際

に
演

奏
し

て
い

る
姿

を
見

た
り

、
音

を
聞

い
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

伝
統

的
な

楽
器

の
良

さ
に

触
れ

、
和

楽
器

に
親

し
み

を
も

つ
。

岡
山

支
援

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
三

上
　

澄
之

、
三

上
　

歌
藍

　
　

　［
尺

八
］

井
藤

　
侃

山
　

対
象

者
小

・
中

・
高

等
部

69
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
22

日
（

水
）

9：
00

～
11

：
50

、
13

：
30

～
14

：
20

内
　

容
・

箏
と

尺
八

の
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
楽

器
の

紹
介

、
演

奏
体

験

成
　

果
心

地
よ

い
音

に
包

ま
れ

、
ど

の
生

徒
も

穏
や

か
な

気
持

ち
で

聞
き

入
っ

て
お

り
、

日
本

の
伝

統
的

な
楽

器
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

特
に

、
合

奏
を

体
験

し
た

生
徒

た
ち

は
、

こ
の

日
に

向
け

て
練

習
を

重
ね

て
お

り
合

奏
後

に
は

達
成

感
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

2
岡

山
市

立
目

　
標

日
本

の
伝

統
音

楽
の

良
さ

を
味

わ
い

、
楽

し
む

。
楽

器
に

触
れ

、
音

を
出

す
こ

と
で

和
楽

器
を

身
近

に
感

じ
る

。
岡

山
後

楽
館

中
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

小
山

　
東

洋
子

　
　

　［
尺

八
］

黒
住

　
泰

山
対

象
者

1
年

生
64

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

5
日

（
火

）
13

：
25

～
15

：
15

内
　

容
・

講
師

演
奏

の
鑑

賞
（「

春
の

海
」「

さ
く

ら
舞

曲
」）

　
　

　
・

楽
器

説
明

　
　

　
・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

箏
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

を
講

師
と

合
奏

体
験

）
成

　
果

生
徒

は
邦

楽
に

関
心

を
も

ち
、

授
業

に
臨

む
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
箏

に
触

れ
、

音
を

出
す

こ
と

の
楽

し
さ

を
体

験
で

き
た

。
3

岡
山

市
立

目
　

標
日

本
古

来
の

楽
器

で
あ

る
箏

、
尺

八
の

体
験

を
す

る
こ

と
で

、
和

の
音

色
に

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
。

箕
島

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

荒
川

　
智

子
　

　
　［

尺
八

］
佐

藤
　

秧
山

対
象

者
6

年
生

59
名

日
　

時
令

和
6

年
11

月
29

日
（

金
）

13
：

30
～

15
：

35
内

　
容

・
箏

、
尺

八
の

演
奏

を
聞

く
　

　
　

・
2

～
3

人
組

に
な

り
、

箏
の

演
奏

を
体

験
す

る
　

　
　

・
尺

八
を

実
際

に
吹

い
て

み
る

成
　

果
箏

、
尺

八
の

音
色

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

、
興

味
・

関
心

を
も

っ
て

体
験

活
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

4
岡

山
市

立
目

　
標

古
く

か
ら

伝
わ

る
日

本
の

伝
統

楽
器

の
音

色
や

曲
を

聞
い

た
り

、
演

奏
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
音

楽
へ

の
興

味
・

関
心

を
高

め
る

。
雄

神
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
児

仁
井

　
直

美
　

　
　［

尺
八

］
黒

住
　

素
山

対
象

者
4

年
生

12
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
16

日
（

木
）

10
：

30
～

12
：

00
内

　
容

・
箏

、
尺

八
の

曲
を

鑑
賞

を
す

る
　

　
　

・
箏

、
尺

八
の

演
奏

体
験

を
す

る
　

　
　

・
全

員
で

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
合

奏
成

　
果

事
前

に
音

楽
の

授
業

で
箏

や
尺

八
に

つ
い

て
知

っ
て

い
た

が
、

生
の

演
奏

を
聞

き
、

体
験

す
る

こ
と

で
表

現
の

仕
方

や
日

本
の

音
楽

、
楽

器
に

興
味

や
関

心
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

。
5

岡
山

市
立

目
　

標
箏

や
尺

八
の

楽
器

演
奏

を
目

の
前

で
聞

く
こ

と
に

よ
り

、
音

色
や

旋
律

の
美

し
さ

を
味

わ
い

、
日

本
の

音
楽

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

宇
野

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

狩
野

　
章

定
、

菅
田

　
章

喜
　

　
　［

尺
八

］
塩

治
　

尺
山

、
藤

原
　

匠
山

対
象

者
5

年
生

12
1

名
　

日
　

時
令

和
7

年
1

月
17

日
（

金
）

8：
55

～
12

：
35

内
　

容
・

箏
、

尺
八

の
楽

器
の

説
明

　
　

　
・

楽
器

体
験

　
　

　
・

鑑
賞

「
春

の
海

」
な

ど
成

　
果

生
演

奏
を

間
近

で
聞

く
こ

と
で

、音
色

の
美

し
さ

や
響

き
、演

奏
者

の
息

づ
か

い
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

初
め

て
楽

器
に

触
れ

る
児

童
も

お
り

、講
師

の
丁

寧
な

指
導

の
お

か
げ

で
、興

味
や

達
成

感
、充

実
感

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
。

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
6

岡
山

市
立

目
　

標
日

本
の

楽
器

に
実

際
に

触
れ

、
音

色
を

味
わ

う
こ

と
を

通
し

て
日

本
の

文
化

に
親

し
む

。
平

島
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
中

川
　

博
子

　
　

　［
尺

八
］

井
藤

　
侃

山
対

象
者

4
年

生
34

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

17
日

（
金

）
10

：
50

～
11

：
50

内
　

容
・

初
め

て
聞

く
箏

と
尺

八
の

音
色

に
感

動
し

な
が

ら
、

静
か

に
鑑

賞
す

る
こ

と
が

で
き

た
　

　
　

・
演

奏
体

験
を

す
る

こ
と

で
、

楽
器

に
興

味
を

も
ち

邦
楽

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

成
　

果
長

年
に

わ
た

り
、

箏
・

尺
八

を
愛

好
し

、
技

を
磨

き
続

け
て

い
る

人
の

演
奏

や
話

を
聞

く
こ

と
で

、
日

本
の

楽
器

や
文

化
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

自
分

た
ち

で
音

が
出

せ
た

喜
び

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。
7

岡
山

市
立

目
　

標
箏

曲
・

尺
八

の
体

験
学

習
を

通
し

て
日

本
の

文
化

に
親

し
む

。
操

南
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
木

村
　

倫
子

　
　

　［
尺

八
］

松
本

　
惷

山
対

象
者

5
年

生
86

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

21
日

（
火

）
9：

45
～

12
：

30
内

　
容

・「
春

の
海

」
の

鑑
賞

（
10

分
程

度
）　

　
・

2
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

、
尺

八
・

箏
の

演
奏

体
験

（
15

分
ず

つ
）

成
　

果
箏

と
尺

八
の

演
奏

を
聞

く
の

が
初

め
て

と
い

う
児

童
が

多
く

、
興

味
深

く
鑑

賞
し

て
い

る
児

童
が

多
く

見
ら

れ
た

。
演

奏
体

験
も

初
め

て
の

児
童

が
ほ

と
ん

ど
で

、
貴

重
な

体
験

が
で

き
た

こ
と

に
喜

び
を

感
じ

て
い

た
。

8
岡

山
市

立
目

　
標

箏
や

尺
八

の
生

演
奏

を
聞

い
た

り
、

楽
器

に
触

れ
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

伝
統

音
楽

を
身

近
に

感
じ

、
興

味
や

関
心

を
も

た
せ

る
。

加
茂

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

菅
田

　
章

喜
　

　
　［

尺
八

］
藤

原
　

匠
山

対
象

者
5

年
生

26
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
21

日
（

火
）

10
：

40
～

12
：

10
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

「
春

の
海

」
演

奏
を

鑑
賞

　
　

　
・

箏
・

尺
八

の
演

奏
体

験
　

　

成
　

果
授

業
で

鑑
賞

し
た

「
春

の
海

」
の

生
演

奏
を

聞
く

こ
と

が
で

き
、

和
楽

器
の

音
色

の
美

し
さ

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

演
奏

体
験

を
し

て
、

音
を

出
せ

た
と

き
の

楽
し

さ
、

喜
び

を
感

じ
、

音
を

出
す

こ
と

の
大

変
さ

を
実

感
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

9
岡

山
市

立
目

　
標

日
本

の
音

楽
の

良
さ

や
和

楽
器

の
響

き
の

美
し

さ
を

味
わ

い
な

が
ら

聞
き

、
実

際
に

演
奏

体
験

を
す

る
こ

と
で

、
和

楽
器

に
親

し
む

。
旭

東
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
栗

坂
　

祐
子

　
　

　［
尺

八
］

井
藤

　
侃

山
対

象
者

5
年

生
22

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

23
日

（
木

）
10

：
50

～
12

：
25

内
　

容
・

箏
曲

と
尺

八
の

鑑
賞

　
　

　
・

箏
曲

と
尺

八
の

体
験

成
　

果
CD

で
聞

い
た

だ
け

で
は

分
か

ら
な

い
演

奏
の

仕
方

や
、

生
演

奏
で

し
か

味
わ

え
な

い
迫

力
を

感
じ

る
こ

と
の

で
き

た
児

童
が

多
か

っ
た

。
実

際
に

楽
器

を
体

験
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
こ

と
で

、
楽

器
の

楽
し

さ
、

難
し

さ
、

練
習

を
続

け
る

こ
と

の
大

切
さ

を
学

べ
た

。
10

岡
山

市
立

目
　

標
和

楽
器

の
演

奏
を

聞
き

、
実

際
に

体
験

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
日

本
の

音
楽

・
文

化
へ

の
興

味
や

関
心

を
深

め
る

と
と

も
に

表
現

の
豊

か
さ

を
味

わ
う

。
陵

南
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
安

立
　

裕
子

、
中

川
　

博
子

　
　

　［
尺

八
］

塩
治

　
尺

山
、

黒
住

　
素

山
対

象
者

5
年

生
13

3
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
24

日
（

金
）

8：
50

～
12

：
30

　
　

　
内

　
容

・
箏

、
尺

八
に

よ
る

「
春

の
海

」
の

演
奏

鑑
賞

　
　

　
・

箏
、

尺
八

の
演

奏
体

験
　

　
　

　
　

成
　

果
CD

で
は

な
く

生
の

音
に

触
れ

興
味

を
も

っ
て

主
体

的
に

話
を

聞
い

た
り

、
体

験
し

た
り

す
る

姿
が

見
ら

れ
た

。
特

に
、

演
奏

体
験

を
通

じ
て

難
し

さ
だ

け
で

な
く

、
音

の
心

地
良

さ
な

ど
の

伝
統

文
化

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

。
11

倉
敷

市
立

柏
島

小
学

校
目

　
標

例
年

、
箏

の
数

が
少

な
く

、
尺

八
が

な
い

た
め

、
楽

器
に

つ
い

て
勉

強
し

、
触

れ
る

の
み

と
な

っ
て

い
る

。
せ

っ
か

く
勉

強
し

た
の

な
ら

箏
を

実
際

に
弾

く
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
児

童
も

よ
り

邦
楽

の
楽

し
さ

を
実

感
で

き
、

充
実

し
た

学
習

に
な

る
た

め
。

講
　

師
［

箏
曲

］
仲

達
　

泉
　

　
　［

尺
八

］
井

藤
　

侃
山

対
象

者
5

年
生

39
名

日
　

時
令

和
6

年
9

月
20

日
（

金
）

13
：

50
～

15
：

20
内

　
容

・
箏

、
尺

八
の

基
本

的
な

奏
法

の
指

導
　

　
　

・
箏

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
演

奏
指

導
　

　
　

・
講

師
の

生
演

奏
を

鑑
賞

成
　

果
生

楽
器

、
生

演
奏

を
体

験
す

る
こ

と
が

で
き

、
児

童
に

と
っ

て
と

て
も

勉
強

に
な

っ
た

と
思

う
。

終
了

後
も

「
も

っ
と

し
た

か
っ

た
」「

全
部

弾
け

た
」

な
ど

邦
楽

の
楽

し
さ

を
感

じ
て

お
り

、
充

実
し

た
学

習
に

な
っ

た
と

感
じ

た
。

12
倉

敷
市

立
目

　
標

日
本

の
楽

器
の

音
色

の
美

し
さ

に
触

れ
る

と
と

も
に

、
体

験
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

親
し

み
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

第
五

福
田

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

森
　

祥
子

　
　

　［
尺

八
］

大
森

　
勢

山
対

象
者

5
年

生
40

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

15
日

（
金

）
10

：
50

～
12

：
20

内
　

容
講

師
に

よ
る

演
奏

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」「

春
の

海
」

を
鑑

賞
し

、
楽

器
の

歴
史

や
材

質
な

ど
を

学
び

、
演

奏
体

験
し

た
。

最
後

に
質

疑
応

答
と

感
想

発
表

。
成

　
果

生
演

奏
の

す
ば

ら
し

さ
に

ど
の

児
童

も
触

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

演
奏

体
験

を
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

楽
器

へ
の

興
味

を
も

っ
た

り
、「

で
き

た
」

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。

－ 7 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
13

倉
敷

市
立

目
　

標
和

楽
器

の
演

奏
を

聞
い

た
り

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

伝
統

文
化

の
良

さ
に

気
付

く
。

長
尾

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

森
　

祥
子

　
　

　［
尺

八
］

荒
川

　
萄

山
対

象
者

5
年

生
11

9
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
11

日
（

水
）

8：
40

～
12

：
30

、
13

：
35

～
14

：
20

内
　

容
・

箏
と

尺
八

の
楽

器
の

歴
史

　
　

　
・

講
師

に
よ

る
模

範
演

奏
「

春
の

海
」

の
鑑

賞
　

　
　

・
箏

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
演

奏
体

験
　

　
　

・
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
生

演
奏

を
聞

く
こ

と
で

、
音

色
の

美
し

さ
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
演

奏
体

験
で

は
尺

八
の

難
し

さ
を

感
じ

た
り

、
箏

で
演

奏
で

き
た

喜
び

を
感

じ
た

り
意

欲
的

に
取

り
組

ん
だ

。
14

倉
敷

市
立

目
　

標
和

楽
器

の
演

奏
を

聞
い

た
り

、「
春

の
海

」
の

演
奏

体
験

を
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
音

楽
に

親
し

む
。

中
島

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

渡
谷

　
元

子
　

　
　［

尺
八

］
井

藤
　

侃
山

対
象

者
5

年
生

16
9

名
日

　
時

令
和

6
年

12
月

19
日

（
木

）
9：

30
～

12
：

20
、

13
：

55
～

15
：

35
内

　
容

・「
春

の
海

」
鑑

賞
　

　
　

・
箏

曲
の

演
奏

体
験

　
　

　
・

尺
八

の
体

験
成

　
果

箏
・

尺
八

の
生

演
奏

を
聞

き
、

実
際

に
楽

器
の

音
を

出
し

て
み

る
体

験
を

通
し

て
、

和
楽

器
を

身
近

に
感

じ
、

興
味

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
15

倉
敷

市
立

目
　

標
教

科
書

で
紹

介
さ

れ
て

い
る

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
一

節
を

全
員

が
箏

で
演

奏
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。
琴

浦
南

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

渡
谷

　
元

子
　

　
　［

尺
八

］
佐

藤
　

秧
山

対
象

者
4

年
生

36
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
8

日
（

水
）

10
：

50
～

12
：

20
内

　
容

①
「

春
の

海
」

の
演

奏
を

鑑
賞

し
た

あ
と

、
楽

器
に

つ
い

て
、

曲
に

つ
い

て
学

習
す

る
　

　
　

②
箏

チ
ー

ム
と

尺
八

チ
ー

ム
に

分
か

れ
て

楽
器

体
験

す
る

成
　

果
一

人
ひ

と
り

が
楽

器
を

手
に

し
て

、
意

欲
的

に
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

16
倉

敷
市

立
目

　
標

和
楽

器
の

演
奏

を
聞

い
た

り
、

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

音
楽

に
親

し
む

。
大

高
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
渡

谷
　

元
子

、
湊

　
紀

子
　

　
　［

尺
八

］
丸

野
　

怜
山

対
象

者
6

年
生

15
8

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

9
日

（
木

）
8：

40
～

12
：

25
、

13
：

50
～

15
：

30
内

　
容

・「
春

の
海

」
鑑

賞
　

　
　

・
楽

器
、

楽
曲

の
解

説
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

体
験

成
　

果
・

演
奏

を
聞

い
た

り
体

験
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
音

楽
や

和
楽

器
に

興
味

を
も

ち
、

も
っ

と
知

り
た

い
、

も
っ

と
調

べ
て

み
た

い
と

い
う

意
欲

が
わ

い
た

。
・

演
奏

の
仕

方
や

い
ろ

い
ろ

な
奏

法
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
17

倉
敷

市
目

　
標

箏
・

尺
八

の
演

奏
を

生
で

聞
い

た
り

、
楽

器
に

触
れ

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
音

楽
に

興
味

や
関

心
を

も
つ

。
西

阿
知

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

森
　

祥
子

　
　

　［
尺

八
］

大
森

　
勢

山
対

象
者

6
年

生
19

1
名

日
　

時
①

令
和

7
年

1
月

9
日

（
木

）
9：

35
～

12
：

25
　

　
　

②
令

和
7

年
1

月
10

日
（

金
）

9：
35

～
11

：
30

内
　

容
・

箏
と

尺
八

に
よ

る
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」「
春

の
海

」
の

鑑
賞

　
　

　
・

楽
器

に
つ

い
て

の
説

明
と

ク
イ

ズ
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
実

際
に

楽
器

を
演

奏
し

て
み

る
こ

と
で

奏
法

を
知

り
、

演
奏

の
難

し
さ

や
お

も
し

ろ
さ

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

。
も

う
一

度
体

験
し

た
い

と
日

本
の

音
楽

に
興

味
関

心
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

。
18

倉
敷

市
立

目
　

標
箏

、
尺

八
の

演
奏

を
生

で
聞

い
た

り
、

楽
器

に
触

れ
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

音
楽

に
興

味
や

関
心

を
も

つ
。

赤
崎

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

森
　

祥
子

　
　

　［
尺

八
］

大
森

　
勢

山
対

象
者

5
年

生
72

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

15
日

（
水

）
9：

35
～

11
：

30
内

　
容

・
演

奏
鑑

賞
、

楽
器

説
明

　
　

　
・

実
技

体
験

　
　

　
・

質
問

、
感

想
成

　
果

・
日

本
の

音
楽

に
関

す
る

興
味

、
関

心
が

高
ま

っ
た

　
　

　
・

演
奏

体
験

を
す

る
こ

と
で

、
い

き
い

き
と

し
た

姿
が

見
ら

れ
た

19
倉

敷
市

立
乙

島
小

学
校

目
　

標
箏

や
尺

八
の

生
演

奏
の

音
色

や
旋

律
な

ど
を

聞
き

、
聞

き
取

っ
た

こ
と

や
感

じ
取

っ
た

こ
と

か
ら

、
曲

の
演

奏
の

良
さ

な
ど

を
見

い
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

音
色

や
旋

律
、

音
階

、
拍

な
ど

と
、

曲
想

と
の

関
わ

り
に

興
味

、
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

、
主

体
的

、
協

働
的

に
表

現
や

演
奏

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

講
　

師
［

箏
曲

］
仲

達
　

泉
　

　
　［

尺
八

］
荒

川
　

萄
山

対
象

者
5

年
生

61
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
16

日
（

木
）

8：
40

～
12

：
15

内
　

容
「

春
の

海
」

の
生

演
奏

を
聞

く
。

曲
の

こ
と

に
つ

い
て

、
楽

器
の

こ
と

に
つ

い
て

学
ぶ

。
　

　
　

箏
・

尺
八

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
、

練
習

し
て

最
後

に
は

合
奏

す
る

。

成
　

果
講

師
の

生
の

演
奏

を
聞

き
、

自
分

た
ち

も
実

際
に

演
奏

が
で

き
る

と
い

う
こ

と
で

、
よ

り
楽

し
み

が
ふ

く
ら

ん
で

い
た

。
特

に
、

尺
八

は
初

め
て

の
体

験
で

、
最

後
の

ふ
り

か
え

り
の

と
き

に
、

ど
ち

ら
の

ク
ラ

ス
も

「
尺

八
の

音
を

出
す

の
は

難
し

か
っ

た
け

れ
ど

、
出

た
と

き
は

と
て

も
う

れ
し

か
っ

た
」

と
う

れ
し

そ
う

に
話

を
し

て
い

た
。

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
演

奏
は

4
年

生
の

と
き

に
少

し
触

れ
て

い
た

が
、

仲
達

先
生

、
荒

川
先

生
の

音
色

と
共

に
演

奏
が

で
き

て
、

本
格

的
な

感
じ

が
し

て
と

て
も

よ
か

っ
た

。

－ 8 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
13

倉
敷

市
立

目
　

標
和

楽
器

の
演

奏
を

聞
い

た
り

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

伝
統

文
化

の
良

さ
に

気
付

く
。

長
尾

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

森
　

祥
子

　
　

　［
尺

八
］

荒
川

　
萄

山
対

象
者

5
年

生
11

9
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
11

日
（

水
）

8：
40

～
12

：
30

、
13

：
35

～
14

：
20

内
　

容
・

箏
と

尺
八

の
楽

器
の

歴
史

　
　

　
・

講
師

に
よ

る
模

範
演

奏
「

春
の

海
」

の
鑑

賞
　

　
　

・
箏

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
演

奏
体

験
　

　
　

・
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
生

演
奏

を
聞

く
こ

と
で

、
音

色
の

美
し

さ
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
演

奏
体

験
で

は
尺

八
の

難
し

さ
を

感
じ

た
り

、
箏

で
演

奏
で

き
た

喜
び

を
感

じ
た

り
意

欲
的

に
取

り
組

ん
だ

。
14

倉
敷

市
立

目
　

標
和

楽
器

の
演

奏
を

聞
い

た
り

、「
春

の
海

」
の

演
奏

体
験

を
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
音

楽
に

親
し

む
。

中
島

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

渡
谷

　
元

子
　

　
　［

尺
八

］
井

藤
　

侃
山

対
象

者
5

年
生

16
9

名
日

　
時

令
和

6
年

12
月

19
日

（
木

）
9：

30
～

12
：

20
、

13
：

55
～

15
：

35
内

　
容

・「
春

の
海

」
鑑

賞
　

　
　

・
箏

曲
の

演
奏

体
験

　
　

　
・

尺
八

の
体

験
成

　
果

箏
・

尺
八

の
生

演
奏

を
聞

き
、

実
際

に
楽

器
の

音
を

出
し

て
み

る
体

験
を

通
し

て
、

和
楽

器
を

身
近

に
感

じ
、

興
味

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
15

倉
敷

市
立

目
　

標
教

科
書

で
紹

介
さ

れ
て

い
る

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
一

節
を

全
員

が
箏

で
演

奏
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。
琴

浦
南

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

渡
谷

　
元

子
　

　
　［

尺
八

］
佐

藤
　

秧
山

対
象

者
4

年
生

36
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
8

日
（

水
）

10
：

50
～

12
：

20
内

　
容

①
「

春
の

海
」

の
演

奏
を

鑑
賞

し
た

あ
と

、
楽

器
に

つ
い

て
、

曲
に

つ
い

て
学

習
す

る
　

　
　

②
箏

チ
ー

ム
と

尺
八

チ
ー

ム
に

分
か

れ
て

楽
器

体
験

す
る

成
　

果
一

人
ひ

と
り

が
楽

器
を

手
に

し
て

、
意

欲
的

に
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

16
倉

敷
市

立
目

　
標

和
楽

器
の

演
奏

を
聞

い
た

り
、

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

音
楽

に
親

し
む

。
大

高
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
渡

谷
　

元
子

、
湊

　
紀

子
　

　
　［

尺
八

］
丸

野
　

怜
山

対
象

者
6

年
生

15
8

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

9
日

（
木

）
8：

40
～

12
：

25
、

13
：

50
～

15
：

30
内

　
容

・「
春

の
海

」
鑑

賞
　

　
　

・
楽

器
、

楽
曲

の
解

説
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

体
験

成
　

果
・

演
奏

を
聞

い
た

り
体

験
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
音

楽
や

和
楽

器
に

興
味

を
も

ち
、

も
っ

と
知

り
た

い
、

も
っ

と
調

べ
て

み
た

い
と

い
う

意
欲

が
わ

い
た

。
・

演
奏

の
仕

方
や

い
ろ

い
ろ

な
奏

法
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
17

倉
敷

市
目

　
標

箏
・

尺
八

の
演

奏
を

生
で

聞
い

た
り

、
楽

器
に

触
れ

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
音

楽
に

興
味

や
関

心
を

も
つ

。
西

阿
知

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

森
　

祥
子

　
　

　［
尺

八
］

大
森

　
勢

山
対

象
者

6
年

生
19

1
名

日
　

時
①

令
和

7
年

1
月

9
日

（
木

）
9：

35
～

12
：

25
　

　
　

②
令

和
7

年
1

月
10

日
（

金
）

9：
35

～
11

：
30

内
　

容
・

箏
と

尺
八

に
よ

る
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」「
春

の
海

」
の

鑑
賞

　
　

　
・

楽
器

に
つ

い
て

の
説

明
と

ク
イ

ズ
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
実

際
に

楽
器

を
演

奏
し

て
み

る
こ

と
で

奏
法

を
知

り
、

演
奏

の
難

し
さ

や
お

も
し

ろ
さ

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

。
も

う
一

度
体

験
し

た
い

と
日

本
の

音
楽

に
興

味
関

心
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

。
18

倉
敷

市
立

目
　

標
箏

、
尺

八
の

演
奏

を
生

で
聞

い
た

り
、

楽
器

に
触

れ
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

音
楽

に
興

味
や

関
心

を
も

つ
。

赤
崎

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

森
　

祥
子

　
　

　［
尺

八
］

大
森

　
勢

山
対

象
者

5
年

生
72

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

15
日

（
水

）
9：

35
～

11
：

30
内

　
容

・
演

奏
鑑

賞
、

楽
器

説
明

　
　

　
・

実
技

体
験

　
　

　
・

質
問

、
感

想
成

　
果

・
日

本
の

音
楽

に
関

す
る

興
味

、
関

心
が

高
ま

っ
た

　
　

　
・

演
奏

体
験

を
す

る
こ

と
で

、
い

き
い

き
と

し
た

姿
が

見
ら

れ
た

19
倉

敷
市

立
乙

島
小

学
校

目
　

標
箏

や
尺

八
の

生
演

奏
の

音
色

や
旋

律
な

ど
を

聞
き

、
聞

き
取

っ
た

こ
と

や
感

じ
取

っ
た

こ
と

か
ら

、
曲

の
演

奏
の

良
さ

な
ど

を
見

い
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

音
色

や
旋

律
、

音
階

、
拍

な
ど

と
、

曲
想

と
の

関
わ

り
に

興
味

、
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

、
主

体
的

、
協

働
的

に
表

現
や

演
奏

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

講
　

師
［

箏
曲

］
仲

達
　

泉
　

　
　［

尺
八

］
荒

川
　

萄
山

対
象

者
5

年
生

61
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
16

日
（

木
）

8：
40

～
12

：
15

内
　

容
「

春
の

海
」

の
生

演
奏

を
聞

く
。

曲
の

こ
と

に
つ

い
て

、
楽

器
の

こ
と

に
つ

い
て

学
ぶ

。
　

　
　

箏
・

尺
八

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
、

練
習

し
て

最
後

に
は

合
奏

す
る

。

成
　

果
講

師
の

生
の

演
奏

を
聞

き
、

自
分

た
ち

も
実

際
に

演
奏

が
で

き
る

と
い

う
こ

と
で

、
よ

り
楽

し
み

が
ふ

く
ら

ん
で

い
た

。
特

に
、

尺
八

は
初

め
て

の
体

験
で

、
最

後
の

ふ
り

か
え

り
の

と
き

に
、

ど
ち

ら
の

ク
ラ

ス
も

「
尺

八
の

音
を

出
す

の
は

難
し

か
っ

た
け

れ
ど

、
出

た
と

き
は

と
て

も
う

れ
し

か
っ

た
」

と
う

れ
し

そ
う

に
話

を
し

て
い

た
。

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
演

奏
は

4
年

生
の

と
き

に
少

し
触

れ
て

い
た

が
、

仲
達

先
生

、
荒

川
先

生
の

音
色

と
共

に
演

奏
が

で
き

て
、

本
格

的
な

感
じ

が
し

て
と

て
も

よ
か

っ
た

。

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
20

倉
敷

市
立

目
　

標
和

楽
器

の
演

奏
を

聞
い

て
体

験
す

る
こ

と
で

日
本

の
音

楽
に

親
し

む
。

管
生

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

渡
谷

　
元

子
　

　
　［

尺
八

］
丸

野
　

怜
山

対
象

者
6

年
生

72
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
24

日
（

金
）

9：
35

～
11

：
30

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
「

春
の

海
」

演
奏

鑑
賞

　
　

　
・

2
班

に
分

か
れ

て
箏

・
尺

八
の

演
奏

体
験

（
15

分
交

代
）　

　
　

・
全

体
で

集
ま

り
体

験
の

ふ
り

か
え

り

成
　

果
生

演
奏

を
聞

い
た

り
、

楽
器

演
奏

体
験

を
し

た
り

す
る

こ
と

で
日

本
の

音
楽

、
文

化
、

他
教

科
と

の
結

び
つ

き
に

よ
り

、
興

味
や

関
心

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
。

日
本

の
伝

統
や

和
楽

器
に

興
味

を
も

ち
、

講
師

の
話

や
ア

ド
バ

イ
ス

を
聞

き
な

が
ら

協
働

的
な

学
び

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

21
倉

敷
市

立
目

　
標

日
本

の
音

楽
に

親
し

む
た

め
、

旋
律

楽
器

と
し

て
和

楽
器

を
中

学
年

で
も

取
り

上
げ

て
い

る
。

楽
器

演
奏

の
体

験
・

合
奏

を
さ

せ
た

い
。

連
島

北
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
仲

達
　

泉
　

　
　［

尺
八

］
佐

藤
　

秧
山

対
象

者
4

年
生

17
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
29

日
（

水
）

8：
45

～
10

：
25

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
「

春
の

海
」

演
奏

鑑
賞

　
　

　
・

2
班

に
分

か
れ

て
箏

・
尺

八
の

演
奏

体
験

　
　

　
・

全
員

で
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
を

箏
で

合
奏

成
　

果
箏

曲
・

尺
八

に
実

際
に

触
れ

て
、

子
ど

も
た

ち
の

い
き

い
き

と
し

た
姿

が
見

ら
れ

た
。

短
時

間
で

の
練

習
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
友

だ
ち

と
協

力
し

な
が

ら
一

生
懸

命
演

奏
に

集
中

で
き

た
こ

と
が

と
て

も
良

か
っ

た
。

22
倉

敷
市

立
目

　
標

邦
楽

の
演

奏
を

実
際

に
聞

い
た

り
、

演
奏

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
古

来
の

楽
器

や
音

楽
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
琴

浦
東

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

森
　

祥
子

　
　

　［
尺

八
］

大
森

　
勢

山
対

象
者

4
年

生
38

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

29
日

 （
水

）
10

：
45

～
12

：
25

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
演

奏
鑑

賞
、

楽
器

説
明

　
　

　
・

実
技

体
験

（
箏

・
尺

八
半

数
で

交
互

に
体

験
）　

　
　

・
質

疑
応

答
成

　
果

箏
と

尺
八

の
音

色
や

特
徴

に
興

味
を

も
ち

、
楽

し
み

な
が

ら
鑑

賞
や

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

友
だ

ち
と

協
力

し
、

音
を

出
そ

う
と

す
る

姿
も

見
ら

れ
た

。
23

倉
敷

市
立

目
　

標
日

本
の

楽
器

に
触

れ
、

音
色

を
味

わ
う

こ
と

に
よ

り
、

我
が

国
に

伝
わ

る
楽

器
へ

興
味

・
関

心
を

高
め

る
。

富
田

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

木
村

　
倫

子
　

　
　［

尺
八

］
塩

治
　

尺
山

対
象

者
4

年
生

70
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
31

日
 （

金
）

9：
25

～
11

：
30

内
　

容
講

師
に

よ
る

「
春

の
海

」
演

奏
鑑

賞
、

箏
を

２
人

１
面

で
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
の

演
奏

体
験

と
尺

八
で

音
を

出
す

体
験

。
成

　
果

ど
ち

ら
の

楽
器

に
も

大
変

興
味

を
も

ち
楽

し
ん

で
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

も
う

少
し

時
間

が
ほ

し
か

っ
た

く
ら

い
集

中
し

て
体

験
し

、
和

楽
器

へ
の

興
味

や
関

心
が

高
ま

っ
た

と
思

う
。

24
倉

敷
市

立
玉

島
小

学
校

目
　

標
本

物
に

触
れ

る
体

験
を

通
し

て
、

和
楽

器
の

音
色

の
良

さ
を

感
じ

取
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

箏
の

爪
の

つ
け

方
や

箏
に

対
し

て
の

身
体

の
構

え
方

、
手

の
位

置
、

音
を

鳴
ら

す
時

の
コ

ツ
な

ど
、

基
本

的
な

演
奏

の
仕

方
を

知
り

、
箏

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

。
講

　
師

［
箏

曲
］

渡
谷

　
元

子
　

　
　［

尺
八

］
丸

野
　

怜
山

対
象

者
4

年
生

59
名

日
　

時
令

和
7

年
2

月
3

日
（

月
）

10
：

45
～

12
：

30
、

13
：

55
～

15
：

35

内
　

容
講

師
に

よ
る

「
春

の
海

」
の

演
奏

。
箏

と
尺

八
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
楽

器
の

説
明

と
基

本
的

な
奏

法
の

説
明

。
箏

は
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
を

2
～

3
人

で
１

面
を

使
っ

て
、

45
分

程
の

間
に

一
通

り
演

奏
し

た
。

尺
八

は
名

前
の

由
来

や
歴

史
、

指
使

い
の

説
明

後
、

練
習

用
の

尺
八

を
１

人
１

管
で

息
を

入
れ

て
音

を
出

す
練

習
を

し
た

。

成
　

果
初

め
て

の
和

楽
器

の
体

験
で

、
一

人
ひ

と
り

が
一

生
懸

命
取

り
組

ん
で

い
た

。
箏

は
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
の

曲
を

な
ん

と
か

最
後

ま
で

演
奏

す
る

こ
と

が
で

き
、

左
手

を
使

っ
た

演
奏

も
試

す
こ

と
が

で
き

、
楽

し
ん

で
い

た
。

尺
八

は
音

を
出

す
の

も
大

変
な

よ
う

す
だ

っ
た

が
、

く
り

返
し

息
を

入
れ

な
ん

と
か

音
を

出
そ

う
と

一
生

懸
命

取
り

組
ん

で
い

た
。

ま
た

、「
春

の
海

」
は

5
年

生
の

鑑
賞

教
材

だ
が

、
今

の
5

年
生

も
一

年
前

に
聞

い
た

生
演

奏
を

よ
く

覚
え

て
い

て
、

聞
き

取
り

が
よ

か
っ

た
の

で
、

生
演

奏
を

聞
く

こ
と

は
大

切
だ

と
感

じ
た

。
25

倉
敷

市
立

目
　

標
参

加
し

た
児

童
が

日
本

の
音

楽
に

親
し

み
を

も
ち

、
箏

や
尺

八
の

演
奏

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。
葦

高
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
森

　
祥

子
　

　
　［

尺
八

］
大

森
　

勢
山

対
象

者
4

年
生

10
5

名
日

　
時

令
和

7
年

2
月

6
日

 （
木

）
8：

45
～

11
：

35
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

箏
、

尺
八

の
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
演

奏
体

験
　

　
　

・
質

疑
応

答
成

　
果

日
本

の
音

楽
に

親
し

み
、

箏
や

尺
八

の
音

色
を

味
わ

っ
て

、
聞

い
た

り
演

奏
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
26

倉
敷

市
立

目
　

標
箏

や
尺

八
の

演
奏

を
聞

い
た

り
、

体
験

す
る

こ
と

で
、

我
が

国
の

伝
統

楽
器

に
親

し
み

、
邦

楽
を

愛
す

る
心

情
を

育
て

る
。

船
穂

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

仲
達

　
泉

　
　

　［
尺

八
］

井
藤

　
侃

山
対

象
者

4
年

生
77

名
日

　
時

令
和

7
年

2
月

7
日

 （
金

）
8：

40
～

12
：

25
 

内
　

容
・

１
時

限
目

は
校

内
テ

レ
ビ

放
送

を
使

っ
て

、
楽

器
と

奏
法

の
説

明
　

　
　

・
講

師
に

よ
る

「
春

の
海

」
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
尺

八
演

奏
と

、
箏

で
の

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
演

奏
指

導

成
　

果
箏

と
尺

八
の

音
色

を
生

で
聞

く
こ

と
で

、
日

本
の

伝
統

楽
器

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
箏

は
開

放
絃

で
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
を

演
奏

し
、

絃
の

硬
さ

や
振

動
を

指
で

触
っ

て
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。
前

も
っ

て
曲

・
楽

譜
を

覚
え

て
い

た
の

で
先

生
の

伴
奏

と
合

わ
せ

て
演

奏
が

で
き

達
成

感
を

感
じ

た
児

童
が

多
か

っ
た

。

－ 9 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
27

津
山

市
立

目
　

標
「

日
本

の
音

楽
に

親
し

も
う

」
の

単
元

学
習

。
実

際
に

楽
器

に
触

れ
る

こ
と

で
、

理
解

を
深

め
日

本
の

音
楽

を
身

近
に

感
じ

る
。

加
茂

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

狩
野

　
章

定
　

　
　［

尺
八

］
加

東
　

吹
山

対
象

者
4

年
生

23
名

日
　

時
令

和
6

年
7

月
3

日
（

水
）

10
：

45
～

12
：

25
内

　
容

・「
春

の
海

」
の

鑑
賞

　
　

　
・

箏
、

尺
八

に
つ

い
て

の
話

　
　

　
・

楽
器

の
演

奏
体

験
成

　
果

生
演

奏
の

音
や

動
き

に
感

銘
を

受
け

、
真

剣
に

見
て

い
た

。
ま

た
、

演
奏

体
験

を
す

る
こ

と
で

興
味

や
関

心
が

ふ
く

ら
み

、
お

だ
や

か
な

時
を

過
ご

せ
た

。
28

津
山

市
立

目
　

標
箏

、
尺

八
の

演
奏

を
聞

い
た

り
、

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

音
楽

に
親

し
み

、
和

楽
器

の
良

さ
を

知
る

。
河

辺
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
中

川
　

博
子

　
　

　［
尺

八
］

加
東

　
吹

山
対

象
者

5
年

生
58

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

21
日

（
木

）
10

：
45

～
12

：
15

、
13

：
50

～
15

：
20

内
　

容
・「

春
の

海
」

鑑
賞

（
講

師
２

人
に

よ
る

生
演

奏
）　

　
　

・
楽

器
の

歴
史

や
部

位
の

名
称

な
ど

の
説

明
　

　
　

・
30

分
ず

つ
、

14
～

15
名

に
分

か
れ

て
演

奏
体

験

成
　

果
和

楽
器

の
生

演
奏

を
聞

く
こ

と
で

、音
色

の
響

き
や

美
し

さ
を

感
じ

と
る

こ
と

が
で

き
た

。
1

ク
ラ

ス
を

2
チ

ー
ム

に
分

け
、3

0
分

ず
つ

指
導

い
た

だ
き

、「
さ

く
ら

さ
く

ら
」は

す
べ

て
の

児
童

が
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

尺
八

も
、

何
回

も
息

を
入

れ
、

最
後

に
音

が
出

た
児

童
も

た
く

さ
ん

い
て

、
仲

間
同

士
で

教
え

合
っ

た
り

、
励

ま
し

な
が

ら
体

験
で

き
、

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
29

津
山

市
立

目
　

標
箏

・
尺

八
の

演
奏

を
聞

い
た

り
、

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

音
楽

に
親

し
み

、
和

楽
器

の
良

さ
を

知
る

。
鶴

山
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
狩

野
　

章
定

　
　

　［
尺

八
］

加
東

　
吹

山
対

象
者

5
年

生
54

名
日

　
時

令
和

6
年

12
月

4
日

（
水

）
8：

40
～

12
：

20
内

　
容

「
春

の
海

」
の

鑑
賞

、
お

よ
び

箏
・

尺
八

の
説

明
と

演
奏

体
験

。

成
　

果
箏

と
尺

八
の

生
演

奏
を

目
の

前
で

聞
く

こ
と

で
、

楽
器

の
音

色
の

美
し

さ
と

音
楽

の
迫

力
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
楽

器
に

触
れ

る
こ

と
で

、
音

を
出

す
こ

と
の

難
し

さ
や

音
を

出
せ

た
と

き
の

喜
び

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
、

伝
統

音
楽

へ
の

興
味

や
関

心
が

深
ま

っ
た

。
30

津
山

市
立

目
　

標
5

年
生

の
音

楽
で

「
日

本
の

音
楽

に
親

し
も

う
」

と
い

う
単

元
が

あ
る

が
、

本
物

の
楽

器
を

見
て

生
演

奏
を

聞
き

実
際

に
体

験
す

る
こ

と
で

理
解

を
深

め
た

い
。

向
陽

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

狩
野

　
章

定
　

　
　［

尺
八

］
加

東
　

吹
山

対
象

者
5

年
生

38
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
9

日
（

月
）

9：
35

～
12

：
15

内
　

容
「

春
の

海
」

鑑
賞

（
講

師
２

人
に

よ
る

生
演

奏
）

・
箏

曲
…

箏
の

歴
史

、
種

類
、

部
位

の
名

称
な

ど
説

明
　

　
　

・
尺

八
…

尺
八

の
歴

史
、

種
類

、
部

位
の

名
称

な
ど

の
説

明
、

音
律

に
つ

い
て

以
上

の
講

義
に

1
時

間
と

り
（

45
分

授
業

）、
2・

3
時

間
目

は
19

名
ず

つ
に

分
か

れ
て

、　
尺

八
の

音
出

し
体

験
、

箏
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

体
験

。
　

　
　

成
　

果
今

年
度

も
1

ク
ラ

ス
だ

っ
た

が
38

名
と

人
数

が
多

か
っ

た
の

で
、

3
時

間
（

45
分

×
3

コ
マ

）
で

申
請

を
行

っ
て

ゆ
っ

く
り

体
験

が
で

き
た

。
箏

曲
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
に

お
い

て
は

ほ
と

ん
ど

の
児

童
が

最
後

ま
で

弾
け

る
よ

う
に

な
り

う
れ

し
か

っ
た

よ
う

だ
。

尺
八

も
半

分
く

ら
い

の
児

童
が

音
が

出
た

。
31

津
山

市
立

目
　

標
文

化
体

験
を

通
し

て
、

日
本

の
伝

統
的

な
文

化
に

興
味

を
も

ち
、

現
代

に
受

け
継

が
れ

て
い

る
文

化
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
新

野
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
狩

野
　

章
定

　
　

　［
尺

八
］

加
東

　
吹

山
対

象
者

4
～

6
年

生
54

名
日

　
時

令
和

6
年

12
月

12
日

（
木

）
9：

35
～

12
：

20
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

「
春

の
海

」
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

説
明

と
演

奏
体

験
成

　
果

箏
や

尺
八

の
歴

史
に

つ
い

て
学

ん
だ

り
、

実
際

に
触

れ
て

演
奏

し
た

り
す

る
活

動
を

通
し

て
伝

統
文

化
を

楽
し

み
な

が
ら

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
32

玉
野

市
立

目
　

標
日

常
に

は
触

れ
る

こ
と

の
で

き
な

い
日

本
の

伝
統

的
な

楽
器

を
通

じ
て

視
野

を
広

げ
た

り
、

美
し

い
音

色
が

人
を

笑
顔

に
で

き
る

と
い

う
体

験
を

さ
せ

た
い

。
玉

原
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
三

上
　

美
涼

　
　

　［
尺

八
］

藤
原

　
匠

山
対

象
者

5
年

生
20

名
日

　
時

令
和

6
年

7
月

17
日

（
水

）
8：

55
～

10
：

30
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

箏
と

尺
八

の
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
箏

を
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
り

、
尺

八
を

実
際

に
触

っ
て

音
を

出
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
33

玉
野

市
立

目
　

標
教

科
書

に
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

箏
・

尺
八

の
演

奏
を

聞
い

た
り

、
体

験
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
伝

統
楽

器
に

親
し

み
を

も
つ

。
山

田
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
三

上
　

美
涼

　
　

　［
尺

八
］

藤
原

　
匠

山
対

象
者

5・
6

年
生

19
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
20

日
（

月
）

8：
50

～
10

：
25

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
箏

と
尺

八
の

演
奏

「
春

の
海

」
鑑

賞
　

　
　

・
箏

で
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
演

奏
体

験
　

　
　

・
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
箏

と
尺

八
の

生
演

奏
を

聞
く

こ
と

で
、

日
本

の
楽

器
の

音
の

響
き

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

演
奏

体
験

で
は

、
音

を
出

す
難

し
さ

を
実

感
し

な
が

ら
も

楽
し

み
な

が
ら

日
本

の
伝

統
音

楽
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

た
。

－ 10 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
27

津
山

市
立

目
　

標
「

日
本

の
音

楽
に

親
し

も
う

」
の

単
元

学
習

。
実

際
に

楽
器

に
触

れ
る

こ
と

で
、

理
解

を
深

め
日

本
の

音
楽

を
身

近
に

感
じ

る
。

加
茂

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

狩
野

　
章

定
　

　
　［

尺
八

］
加

東
　

吹
山

対
象

者
4

年
生

23
名

日
　

時
令

和
6

年
7

月
3

日
（

水
）

10
：

45
～

12
：

25
内

　
容

・「
春

の
海

」
の

鑑
賞

　
　

　
・

箏
、

尺
八

に
つ

い
て

の
話

　
　

　
・

楽
器

の
演

奏
体

験
成

　
果

生
演

奏
の

音
や

動
き

に
感

銘
を

受
け

、
真

剣
に

見
て

い
た

。
ま

た
、

演
奏

体
験

を
す

る
こ

と
で

興
味

や
関

心
が

ふ
く

ら
み

、
お

だ
や

か
な

時
を

過
ご

せ
た

。
28

津
山

市
立

目
　

標
箏

、
尺

八
の

演
奏

を
聞

い
た

り
、

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

音
楽

に
親

し
み

、
和

楽
器

の
良

さ
を

知
る

。
河

辺
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
中

川
　

博
子

　
　

　［
尺

八
］

加
東

　
吹

山
対

象
者

5
年

生
58

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

21
日

（
木

）
10

：
45

～
12

：
15

、
13

：
50

～
15

：
20

内
　

容
・「

春
の

海
」

鑑
賞

（
講

師
２

人
に

よ
る

生
演

奏
）　

　
　

・
楽

器
の

歴
史

や
部

位
の

名
称

な
ど

の
説

明
　

　
　

・
30

分
ず

つ
、

14
～

15
名

に
分

か
れ

て
演

奏
体

験

成
　

果
和

楽
器

の
生

演
奏

を
聞

く
こ

と
で

、音
色

の
響

き
や

美
し

さ
を

感
じ

と
る

こ
と

が
で

き
た

。
1

ク
ラ

ス
を

2
チ

ー
ム

に
分

け
、3

0
分

ず
つ

指
導

い
た

だ
き

、「
さ

く
ら

さ
く

ら
」は

す
べ

て
の

児
童

が
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

尺
八

も
、

何
回

も
息

を
入

れ
、

最
後

に
音

が
出

た
児

童
も

た
く

さ
ん

い
て

、
仲

間
同

士
で

教
え

合
っ

た
り

、
励

ま
し

な
が

ら
体

験
で

き
、

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
29

津
山

市
立

目
　

標
箏

・
尺

八
の

演
奏

を
聞

い
た

り
、

体
験

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
日

本
の

音
楽

に
親

し
み

、
和

楽
器

の
良

さ
を

知
る

。
鶴

山
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
狩

野
　

章
定

　
　

　［
尺

八
］

加
東

　
吹

山
対

象
者

5
年

生
54

名
日

　
時

令
和

6
年

12
月

4
日

（
水

）
8：

40
～

12
：

20
内

　
容

「
春

の
海

」
の

鑑
賞

、
お

よ
び

箏
・

尺
八

の
説

明
と

演
奏

体
験

。

成
　

果
箏

と
尺

八
の

生
演

奏
を

目
の

前
で

聞
く

こ
と

で
、

楽
器

の
音

色
の

美
し

さ
と

音
楽

の
迫

力
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
楽

器
に

触
れ

る
こ

と
で

、
音

を
出

す
こ

と
の

難
し

さ
や

音
を

出
せ

た
と

き
の

喜
び

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
、

伝
統

音
楽

へ
の

興
味

や
関

心
が

深
ま

っ
た

。
30

津
山

市
立

目
　

標
5

年
生

の
音

楽
で

「
日

本
の

音
楽

に
親

し
も

う
」

と
い

う
単

元
が

あ
る

が
、

本
物

の
楽

器
を

見
て

生
演

奏
を

聞
き

実
際

に
体

験
す

る
こ

と
で

理
解

を
深

め
た

い
。

向
陽

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

狩
野

　
章

定
　

　
　［

尺
八

］
加

東
　

吹
山

対
象

者
5

年
生

38
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
9

日
（

月
）

9：
35

～
12

：
15

内
　

容
「

春
の

海
」

鑑
賞

（
講

師
２

人
に

よ
る

生
演

奏
）

・
箏

曲
…

箏
の

歴
史

、
種

類
、

部
位

の
名

称
な

ど
説

明
　

　
　

・
尺

八
…

尺
八

の
歴

史
、

種
類

、
部

位
の

名
称

な
ど

の
説

明
、

音
律

に
つ

い
て

以
上

の
講

義
に

1
時

間
と

り
（

45
分

授
業

）、
2・

3
時

間
目

は
19

名
ず

つ
に

分
か

れ
て

、　
尺

八
の

音
出

し
体

験
、

箏
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

体
験

。
　

　
　

成
　

果
今

年
度

も
1

ク
ラ

ス
だ

っ
た

が
38

名
と

人
数

が
多

か
っ

た
の

で
、

3
時

間
（

45
分

×
3

コ
マ

）
で

申
請

を
行

っ
て

ゆ
っ

く
り

体
験

が
で

き
た

。
箏

曲
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
に

お
い

て
は

ほ
と

ん
ど

の
児

童
が

最
後

ま
で

弾
け

る
よ

う
に

な
り

う
れ

し
か

っ
た

よ
う

だ
。

尺
八

も
半

分
く

ら
い

の
児

童
が

音
が

出
た

。
31

津
山

市
立

目
　

標
文

化
体

験
を

通
し

て
、

日
本

の
伝

統
的

な
文

化
に

興
味

を
も

ち
、

現
代

に
受

け
継

が
れ

て
い

る
文

化
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
新

野
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
狩

野
　

章
定

　
　

　［
尺

八
］

加
東

　
吹

山
対

象
者

4
～

6
年

生
54

名
日

　
時

令
和

6
年

12
月

12
日

（
木

）
9：

35
～

12
：

20
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

「
春

の
海

」
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

説
明

と
演

奏
体

験
成

　
果

箏
や

尺
八

の
歴

史
に

つ
い

て
学

ん
だ

り
、

実
際

に
触

れ
て

演
奏

し
た

り
す

る
活

動
を

通
し

て
伝

統
文

化
を

楽
し

み
な

が
ら

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
32

玉
野

市
立

目
　

標
日

常
に

は
触

れ
る

こ
と

の
で

き
な

い
日

本
の

伝
統

的
な

楽
器

を
通

じ
て

視
野

を
広

げ
た

り
、

美
し

い
音

色
が

人
を

笑
顔

に
で

き
る

と
い

う
体

験
を

さ
せ

た
い

。
玉

原
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
三

上
　

美
涼

　
　

　［
尺

八
］

藤
原

　
匠

山
対

象
者

5
年

生
20

名
日

　
時

令
和

6
年

7
月

17
日

（
水

）
8：

55
～

10
：

30
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

箏
と

尺
八

の
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
箏

を
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
り

、
尺

八
を

実
際

に
触

っ
て

音
を

出
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
33

玉
野

市
立

目
　

標
教

科
書

に
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

箏
・

尺
八

の
演

奏
を

聞
い

た
り

、
体

験
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
伝

統
楽

器
に

親
し

み
を

も
つ

。
山

田
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
三

上
　

美
涼

　
　

　［
尺

八
］

藤
原

　
匠

山
対

象
者

5・
6

年
生

19
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
20

日
（

月
）

8：
50

～
10

：
25

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
箏

と
尺

八
の

演
奏

「
春

の
海

」
鑑

賞
　

　
　

・
箏

で
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
演

奏
体

験
　

　
　

・
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
箏

と
尺

八
の

生
演

奏
を

聞
く

こ
と

で
、

日
本

の
楽

器
の

音
の

響
き

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

演
奏

体
験

で
は

、
音

を
出

す
難

し
さ

を
実

感
し

な
が

ら
も

楽
し

み
な

が
ら

日
本

の
伝

統
音

楽
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

た
。

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
34

総
社

市
立

目
　

標
和

楽
器

の
響

き
と

旋
律

の
美

し
さ

を
味

わ
う

。
総

社
北

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

内
藤

　
育

子
　

　
　［

尺
八

］
荒

川
　

萄
山

対
象

者
5

年
生

27
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
3

日
（

火
）

13
：

45
～

15
：

20
内

　
容

・
箏

曲
、

尺
八

の
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
箏

と
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
楽

器
の

弾
き

方
を

知
り

、
伝

統
的

な
楽

器
に

多
く

の
児

童
が

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
。

35
総

社
市

立
目

　
標

箏
と

尺
八

の
生

演
奏

を
聞

い
た

り
、

演
奏

体
験

を
し

た
り

す
る

こ
と

を
通

し
て

日
本

の
伝

統
的

な
楽

器
の

良
さ

に
触

れ
、

豊
か

な
情

操
を

養
う

。
総

社
東

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

内
藤

　
育

子
　

　
　［

尺
八

］
荒

川
　

萄
山

対
象

者
5

年
生

65
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
27

日
（

月
）

13
：

40
～

15
：

15
内

　
容

・
講

師
に

よ
る

箏
と

尺
八

の
生

演
奏

「
春

の
海

」
の

鑑
賞

　
　

　
・

箏
・

尺
八

の
演

奏
体

験
（

15
分

ず
つ

）

成
　

果
箏

と
尺

八
の

生
の

音
色

と
そ

れ
を

演
奏

す
る

姿
を

間
近

で
触

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
そ

れ
ぞ

れ
の

楽
器

に
直

接
触

れ
、

特
性

や
奏

法
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
音

を
出

し
た

り
、

簡
単

な
曲

を
演

奏
し

た
り

し
て

音
楽

の
楽

し
さ

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

。
36

総
社

市
立

目
　

標
本

校
に

あ
る

和
楽

器
を

活
用

す
る

機
会

が
も

て
て

お
ら

ず
、

本
物

の
音

色
を

聞
い

た
り

、
触

れ
た

り
す

る
機

会
が

ほ
と

ん
ど

な
い

。
そ

の
た

め
、

子
ど

も
た

ち
に

実
際

の
演

奏
の

よ
う

す
や

音
色

を
味

わ
わ

せ
た

い
。

池
田

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

内
藤

　
育

子
　

　
　［

尺
八

］
荒

川
　

萄
山

対
象

者
5・

6
年

生
9

名
日

　
時

令
和

7
年

2
月

3
日

 （
月

）
13

：
45

～
15

：
20

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
模

範
演

奏
の

鑑
賞

　
　

　
・

2
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

、
箏

と
尺

八
の

演
奏

体
験

成
　

果
・

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

が
し

っ
か

り
楽

器
に

触
れ

演
奏

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

　
　

　
・

音
色

や
演

奏
を

直
に

味
わ

う
こ

と
で

、
和

楽
器

に
親

し
み

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
37

瀬
戸

内
市

立
目

　
標

4
年

生
で

学
習

す
る

箏
・

尺
八

を
CD

や
D

V
D

で
鑑

賞
す

る
だ

け
で

な
く

実
際

に
生

演
奏

を
聞

い
た

り
体

験
す

る
こ

と
で

和
楽

器
に

親
し

み
を

持
ち

邦
楽

の
良

さ
を

知
る

。
邑

久
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
安

立
　

裕
子

　
　

　［
尺

八
］

塩
治

　
尺

山
、

松
本

　
惷

山
対

象
者

4
年

生
12

6
名

日
　

時
①

令
和

7
年

1
月

21
日

（
火

） 
9：

35
～

11
：

35
　

　
　

②
令

和
7

年
1

月
22

日
（

水
） 

9：
35

～
11

：
35

内
　

容
・

箏
と

尺
八

の
楽

器
紹

介
　

　
　

・
講

師
に

よ
る

「
春

の
海

」
演

奏
鑑

賞
　

　
　

・
演

奏
体

験
　

　
　

・「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

合
奏

成
　

果
プ

ロ
の

演
奏

を
生

で
聞

い
て

、
楽

器
に

直
接

触
れ

、
演

奏
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

た
ち

が
邦

楽
に

興
味

、
関

心
を

持
ち

、
心

か
ら

楽
し

ん
で

い
る

よ
う

す
が

見
ら

れ
と

て
も

貴
重

な
体

験
が

で
き

た
。

38
里

庄
町

立
目

　
標

邦
楽

の
生

演
奏

を
聞

い
た

り
楽

器
の

仕
組

み
を

教
わ

っ
た

り
し

な
が

ら
、

和
楽

器
の

興
味

や
関

心
を

高
め

る
。

里
庄

東
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
三

上
　

之
都

　
　

　［
尺

八
］

石
田

　
輝

山
対

象
者

5
年

生
49

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

21
日

（
火

）
10

：
30

～
12

：
05

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
「

春
の

海
」

演
奏

鑑
賞

　
　

　
・

箏
で

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

演
奏

体
験

　
　

　
・

塩
ビ

管
の

尺
八

で
演

奏
体

験

成
　

果
今

回
の

体
験

で
、

音
色

、
楽

器
の

特
徴

、
演

奏
の

コ
ツ

な
ど

興
味

を
も

っ
て

聞
い

た
り

、
演

奏
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
多

く
の

児
童

か
ら

「
で

き
た

と
き

の
喜

び
」「

教
え

て
く

れ
た

講
師

へ
の

感
謝

」「
ま

た
挑

戦
し

た
い

」
な

ど
の

声
が

寄
せ

ら
れ

た
。

座
学

で
は

学
べ

な
い

、
感

じ
る

こ
と

の
で

き
な

い
こ

と
を

得
ら

れ
貴

重
な

体
験

と
な

っ
た

。
39

久
米

南
町

立
目

　
標

箏
と

尺
八

の
生

演
奏

を
聞

い
た

り
、

実
際

に
体

験
し

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

そ
れ

ら
の

楽
器

に
親

し
み

、
日

本
の

音
楽

の
特

徴
や

雰
囲

気
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
弓

削
小

学
校

講
　

師
［

箏
曲

］
安

立
　

裕
子

　
　

　［
尺

八
］

塩
治

　
尺

山
対

象
者

6
年

生
8

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

29
日

（
金

）
14

：
35

～
15

：
20

　
内

　
容

・
箏

、
尺

八
の

楽
器

説
明

　
　

　
・「

春
の

海
」

演
奏

の
鑑

賞
　

　
　

・
演

奏
体

験
と

尺
八

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」　

　
　

成
　

果
箏

と
尺

八
の

楽
器

説
明

を
丁

寧
に

し
て

い
た

だ
き

、
2

つ
の

チ
ー

ム
に

分
か

れ
箏

に
よ

る
「

春
の

海
」

の
演

奏
も

聞
か

せ
て

い
た

だ
い

た
り

演
奏

体
験

を
し

た
り

し
た

。
そ

の
結

果
子

ど
も

た
ち

は
、

日
本

古
来

の
楽

器
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

40
吉

備
中

央
町

立
目

　
標

伝
統

的
な

和
楽

器
（

箏
曲

・
尺

八
）

の
本

物
の

演
奏

を
聞

き
、

実
際

に
演

奏
体

験
を

す
る

こ
と

で
、

和
楽

器
に

親
し

む
と

と
も

に
日

本
の

文
化

を
知

る
機

会
と

す
る

。
上

竹
荘

小
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

安
立

　
裕

子
　

　
　［

尺
八

］
塩

治
　

尺
山

対
象

者
4

年
生

10
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
16

日
（

月
）

13
：

35
～

15
：

05
内

　
容

・
楽

器
紹

介
、

講
師

に
よ

る
演

奏
「

春
の

海
」

鑑
賞

　
　

　
・

箏
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」、

尺
八

演
奏

体
験

　
　

　
・

講
師

と
と

も
に

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

合
奏

成
　

果
箏

と
尺

八
を

初
め

て
見

た
り

、
触

れ
た

り
す

る
貴

重
な

体
験

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
　

　
　

・
耳

に
し

た
こ

と
の

あ
る

名
曲

を
直

に
聞

く
こ

と
で

邦
楽

へ
の

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た

－ 11 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
【

三
味

線
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

美
作

市
立

目
　

標
邦

楽
に

関
す

る
興

味
や

関
心

を
高

め
る

。
演

奏
体

験
を

す
る

こ
と

で
和

楽
器

に
関

す
る

経
験

や
見

識
の

幅
を

広
げ

る
。

勝
田

中
学

校
講

　
師

三
上

　
澄

之
、

三
上

　
歌

舞
、

三
上

　
歌

藍
対

象
者

全
学

年
34

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

29
日

（
金

）
10

：
50

～
12

：
40

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
楽

器
の

説
明

、
生

演
奏

　
　

　
・

弾
き

方
の

説
明

、
指

導
→

ペ
ア

で
練

習
　

　
　

・
全

員
で

音
合

わ
せ

（
さ

く
ら

さ
く

ら
）

成
　

果
三

味
線

と
い

う
普

段
目

に
す

る
こ

と
も

触
れ

る
こ

と
も

な
い

楽
器

だ
っ

た
が

、
講

師
の

わ
か

り
や

す
く

丁
寧

な
指

導
と

、
子

ど
も

た
ち

の
一

生
懸

命
に

取
り

組
む

姿
勢

に
よ

っ
て

、
充

実
し

た
時

間
に

な
っ

た
。

初
め

て
三

味
線

を
弾

く
生

徒
ば

か
り

だ
っ

た
が

、
実

際
に

体
験

し
て

み
て

、
知

識
・

経
験

が
積

め
た

り
、

日
本

の
伝

統
文

化
に

対
す

る
理

解
が

深
ま

っ
た

り
と

、
良

い
学

び
に

つ
な

が
っ

た
。

【
和

太
鼓

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
市

立
操

明
小

学
校

目
　

標
放

課
後

に
お

け
る

安
全

・
安

心
な

居
場

所
づ

く
り

の
一

環
と

し
て

、
子

ど
も

た
ち

に
人

気
と

関
心

の
高

い
和

太
鼓

の
体

験
学

習
を

通
し

て
、

明
る

く
健

や
か

な
子

ど
も

の
成

長
の

機
会

を
地

域
と

保
護

者
と

協
働

で
一

体
と

な
っ

て
提

供
す

る
。

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

全
学

年
42

名
　（

放
課

後
子

ど
も

教
室

）

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

7
日

（
金

）
16

：
00

～
17

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

9
月

6
日

（
金

）
16

：
00

～
17

：
00

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

11
日

（
金

）
16

：
00

～
17

：
00

④
令

和
7

年
2

月
21

日
（

金
）

16
：

00
～

17
：

00
内

　
容

日
本

の
伝

統
楽

器
で

あ
る

和
太

鼓
の

親
し

み
方

、
学

習
の

心
構

え
や

礼
儀

作
法

か
ら

演
奏

の
姿

勢
動

作
、

ば
ち

の
使

い
方

の
基

本
、

リ
ズ

ム
の

と
り

方
な

ど
基

本
作

法
を

初
心

者
で

も
わ

か
る

よ
う

に
指

導
い

た
だ

い
た

。

成
　

果
洗

練
さ

れ
た

丁
寧

な
指

導
で

子
ど

も
の

心
を

つ
か

み
、

上
達

も
早

く
楽

し
み

な
が

ら
学

ん
で

い
た

。
操

明
学

区
の

ふ
れ

あ
い

行
事

の
桜

ま
つ

り
、

敬
労

会
に

和
太

鼓
教

室
と

し
て

出
演

し
、

地
域

の
皆

様
か

ら
も

喜
ば

れ
て

い
る

。
2

岡
山

市
立

目
　

標
指

導
を

通
し

て
、

和
太

鼓
を

演
奏

す
る

技
術

を
身

に
付

け
、

自
信

を
も

っ
て

真
剣

に
演

奏
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

礼
儀

作
法

を
身

に
付

け
、

き
び

き
び

と
行

動
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

御
津

南
小

学
校

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

6
年

生
23

名
日

　
時

①
令

和
6

年
6

月
26

日
（

水
）

8：
50

～
9：

50
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
9

日
（

水
）

9：
40

～
11

：
40

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

25
日

（
金

）
9：

40
～

10
：

40
内

　
容

・
和

太
鼓

の
指

導
　

　
　

・
礼

儀
作

法
の

指
導

成
　

果
・

練
習

を
積

み
重

ね
、

基
本

的
な

演
奏

技
術

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

　
　

　
・

地
域

の
行

事
で

演
奏

を
披

露
し

、
多

く
の

方
か

ら
の

拍
手

を
い

た
だ

い
た

こ
と

で
自

信
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

　
　

　
・

礼
儀

作
法

を
学

び
、

き
び

き
び

と
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
3

岡
山

市
立

庄
内

小
学

校
目

　
標

・
日

本
に

古
く

か
ら

伝
わ

る
伝

統
文

化
に

触
れ

、
そ

の
良

さ
に

気
付

く
と

と
も

に
、

大
切

に
し

て
い

こ
う

と
す

る
態

度
を

育
て

る
・

和
太

鼓
の

奏
法

を
学

び
、

合
奏

の
中

で
基

礎
的

な
奏

法
や

姿
勢

で
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

講
　

師
塩

尻
　

司
対

象
者

5
年

生
81

名
日

　
時

①
令

和
6

年
6

月
28

日
（

金
）

9：
40

～
12

：
25

　
　

　
②

令
和

6
年

9
月

27
日

（
金

）
9：

40
～

12
：

25
内

　
容

・
和

太
鼓

に
つ

い
て

の
説

明
、

た
た

き
方

、
模

範
演

奏
　

　
　

・
合

奏
曲

「
八

木
節

」
の

和
太

鼓
パ

ー
ト

の
指

導
成

　
果

伝
統

文
化

の
良

さ
に

気
付

き
、

こ
れ

か
ら

も
大

切
に

し
て

い
こ

う
と

す
る

気
持

ち
を

も
つ

と
と

も
に

、
和

太
鼓

の
音

色
や

迫
力

を
発

表
会

の
合

奏
の

な
か

で
も

生
か

し
て

い
こ

う
と

す
る

意
欲

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
4

岡
山

市
立

古
都

小
学

校
目

　
標

昨
年

に
引

き
続

き
、

子
ど

も
た

ち
の

元
気

な
太

鼓
演

奏
で

お
祭

り
を

盛
り

上
げ

て
ほ

し
い

と
、

実
行

委
員

会
か

ら
声

が
か

か
っ

た
。

地
域

の
伝

統
で

も
あ

る
「

古
都

音
頭

」
を

次
世

代
に

受
け

継
ぐ

た
め

に
も

、
可

能
な

限
り

子
ど

も
た

ち
に

和
太

鼓
演

奏
の

機
会

を
設

け
た

い
と

思
う

。
講

　
師

田
中

　
み

ず
ほ

対
象

者
1

～
4

年
生

25
名

　（
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
）

日
　

時
①

令
和

6
年

7
月

24
日

（
水

）
9：

30
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
8

月
19

日
（

月
）

9：
30

～
10

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

8
月

21
日

（
水

）
9：

30
～

10
：

30

内
　

容
今

年
は

1
～

4
年

生
の

全
在

籍
児

童
に

向
け

て
参

加
の

募
集

を
行

っ
た

。
25

名
が

集
ま

り
、

曲
目

ご
と

に
出

演
す

る
児

童
を

振
り

分
け

「
み

ん
な

が
み

ん
な

英
雄

」「
切

手
の

な
い

お
く

り
も

の
」

の
練

習
を

し
た

。
地

元
に

引
き

継
が

れ
て

き
た

「
古

都
音

頭
」

の
練

習
に

つ
い

て
は

、
全

児
童

の
参

加
で

演
奏

が
で

き
る

よ
う

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
学

年
に

合
わ

せ
た

鈴
や

太
鼓

の
演

奏
で

、
迫

力
あ

る
も

の
に

仕
上

が
っ

た
。

合
わ

せ
て

、
和

太
鼓

の
基

本
所

作
、

お
辞

儀
な

ど
を

丁
寧

に
指

導
い

た
だ

い
た

。

成
　

果
・「

ぶ
ど

う
の

里
ふ

れ
あ

い
祭

り
」

に
向

け
て

、
当

日
間

近
の

練
習

日
設

定
で

、
8

月
の

猛
暑

の
な

か
で

の
練

習
と

な
っ

た
が

、
エ

ア
コ

ン
の

効
い

た
図

工
室

で
練

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

体
調

不
良

な
ど

も
な

く
集

中
し

て
練

習
で

き
た

・
日

程
を

詰
め

て
練

習
す

る
こ

と
で

、
発

表
日

ま
で

の
完

成
度

が
向

上
し

各
段

に
良

い
仕

上
が

り
と

な
っ

た
5

岡
山

市
立

中
山

小
学

校
目

　
標

担
任

は
児

童
同

士
を

つ
な

げ
る

支
援

を
、

講
師

は
演

奏
技

術
を

中
心

に
指

導
す

る
こ

と
に

よ
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
課

題
と

演
奏

技
術

の
両

方
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
れ

に
よ

り
児

童
の

成
功

体
験

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

特
別

支
援

学
級

1
～

5
年

生
35

名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

9
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

11
月

25
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

12
月

16
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

④
令

和
7

年
1

月
20

日
（

月
）

13
：

30
～

14
：

30
内

　
容

・
日

本
の

伝
統

的
な

稽
古

の
仕

方
や

作
法

の
学

習
　

　
　

・
和

太
鼓

の
基

本
所

作
、

演
奏

法
の

学
習

成
　

果
和

太
鼓

演
奏

を
通

し
て

児
童

が
自

分
か

ら
友

だ
ち

と
関

わ
っ

た
り

、
声

を
か

け
た

り
す

る
こ

と
に

よ
り

、
関

係
が

深
ま

る
と

と
も

に
、

発
表

す
る

こ
と

で
自

信
を

も
っ

た
り

、
友

だ
ち

か
ら

認
め

ら
れ

た
り

す
る

経
験

が
で

き
た

。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
【

三
味

線
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

美
作

市
立

目
　

標
邦

楽
に

関
す

る
興

味
や

関
心

を
高

め
る

。
演

奏
体

験
を

す
る

こ
と

で
和

楽
器

に
関

す
る

経
験

や
見

識
の

幅
を

広
げ

る
。

勝
田

中
学

校
講

　
師

三
上

　
澄

之
、

三
上

　
歌

舞
、

三
上

　
歌

藍
対

象
者

全
学

年
34

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

29
日

（
金

）
10

：
50

～
12

：
40

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
楽

器
の

説
明

、
生

演
奏

　
　

　
・

弾
き

方
の

説
明

、
指

導
→

ペ
ア

で
練

習
　

　
　

・
全

員
で

音
合

わ
せ

（
さ

く
ら

さ
く

ら
）

成
　

果
三

味
線

と
い

う
普

段
目

に
す

る
こ

と
も

触
れ

る
こ

と
も

な
い

楽
器

だ
っ

た
が

、
講

師
の

わ
か

り
や

す
く

丁
寧

な
指

導
と

、
子

ど
も

た
ち

の
一

生
懸

命
に

取
り

組
む

姿
勢

に
よ

っ
て

、
充

実
し

た
時

間
に

な
っ

た
。

初
め

て
三

味
線

を
弾

く
生

徒
ば

か
り

だ
っ

た
が

、
実

際
に

体
験

し
て

み
て

、
知

識
・

経
験

が
積

め
た

り
、

日
本

の
伝

統
文

化
に

対
す

る
理

解
が

深
ま

っ
た

り
と

、
良

い
学

び
に

つ
な

が
っ

た
。

【
和

太
鼓

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
市

立
操

明
小

学
校

目
　

標
放

課
後

に
お

け
る

安
全

・
安

心
な

居
場

所
づ

く
り

の
一

環
と

し
て

、
子

ど
も

た
ち

に
人

気
と

関
心

の
高

い
和

太
鼓

の
体

験
学

習
を

通
し

て
、

明
る

く
健

や
か

な
子

ど
も

の
成

長
の

機
会

を
地

域
と

保
護

者
と

協
働

で
一

体
と

な
っ

て
提

供
す

る
。

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

全
学

年
42

名
　（

放
課

後
子

ど
も

教
室

）

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

7
日

（
金

）
16

：
00

～
17

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

9
月

6
日

（
金

）
16

：
00

～
17

：
00

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

11
日

（
金

）
16

：
00

～
17

：
00

④
令

和
7

年
2

月
21

日
（

金
）

16
：

00
～

17
：

00
内

　
容

日
本

の
伝

統
楽

器
で

あ
る

和
太

鼓
の

親
し

み
方

、
学

習
の

心
構

え
や

礼
儀

作
法

か
ら

演
奏

の
姿

勢
動

作
、

ば
ち

の
使

い
方

の
基

本
、

リ
ズ

ム
の

と
り

方
な

ど
基

本
作

法
を

初
心

者
で

も
わ

か
る

よ
う

に
指

導
い

た
だ

い
た

。

成
　

果
洗

練
さ

れ
た

丁
寧

な
指

導
で

子
ど

も
の

心
を

つ
か

み
、

上
達

も
早

く
楽

し
み

な
が

ら
学

ん
で

い
た

。
操

明
学

区
の

ふ
れ

あ
い

行
事

の
桜

ま
つ

り
、

敬
労

会
に

和
太

鼓
教

室
と

し
て

出
演

し
、

地
域

の
皆

様
か

ら
も

喜
ば

れ
て

い
る

。
2

岡
山

市
立

目
　

標
指

導
を

通
し

て
、

和
太

鼓
を

演
奏

す
る

技
術

を
身

に
付

け
、

自
信

を
も

っ
て

真
剣

に
演

奏
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

礼
儀

作
法

を
身

に
付

け
、

き
び

き
び

と
行

動
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

御
津

南
小

学
校

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

6
年

生
23

名
日

　
時

①
令

和
6

年
6

月
26

日
（

水
）

8：
50

～
9：

50
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
9

日
（

水
）

9：
40

～
11

：
40

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

25
日

（
金

）
9：

40
～

10
：

40
内

　
容

・
和

太
鼓

の
指

導
　

　
　

・
礼

儀
作

法
の

指
導

成
　

果
・

練
習

を
積

み
重

ね
、

基
本

的
な

演
奏

技
術

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

　
　

　
・

地
域

の
行

事
で

演
奏

を
披

露
し

、
多

く
の

方
か

ら
の

拍
手

を
い

た
だ

い
た

こ
と

で
自

信
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

　
　

　
・

礼
儀

作
法

を
学

び
、

き
び

き
び

と
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
3

岡
山

市
立

庄
内

小
学

校
目

　
標

・
日

本
に

古
く

か
ら

伝
わ

る
伝

統
文

化
に

触
れ

、
そ

の
良

さ
に

気
付

く
と

と
も

に
、

大
切

に
し

て
い

こ
う

と
す

る
態

度
を

育
て

る
・

和
太

鼓
の

奏
法

を
学

び
、

合
奏

の
中

で
基

礎
的

な
奏

法
や

姿
勢

で
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

講
　

師
塩

尻
　

司
対

象
者

5
年

生
81

名
日

　
時

①
令

和
6

年
6

月
28

日
（

金
）

9：
40

～
12

：
25

　
　

　
②

令
和

6
年

9
月

27
日

（
金

）
9：

40
～

12
：

25
内

　
容

・
和

太
鼓

に
つ

い
て

の
説

明
、

た
た

き
方

、
模

範
演

奏
　

　
　

・
合

奏
曲

「
八

木
節

」
の

和
太

鼓
パ

ー
ト

の
指

導
成

　
果

伝
統

文
化

の
良

さ
に

気
付

き
、

こ
れ

か
ら

も
大

切
に

し
て

い
こ

う
と

す
る

気
持

ち
を

も
つ

と
と

も
に

、
和

太
鼓

の
音

色
や

迫
力

を
発

表
会

の
合

奏
の

な
か

で
も

生
か

し
て

い
こ

う
と

す
る

意
欲

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
4

岡
山

市
立

古
都

小
学

校
目

　
標

昨
年

に
引

き
続

き
、

子
ど

も
た

ち
の

元
気

な
太

鼓
演

奏
で

お
祭

り
を

盛
り

上
げ

て
ほ

し
い

と
、

実
行

委
員

会
か

ら
声

が
か

か
っ

た
。

地
域

の
伝

統
で

も
あ

る
「

古
都

音
頭

」
を

次
世

代
に

受
け

継
ぐ

た
め

に
も

、
可

能
な

限
り

子
ど

も
た

ち
に

和
太

鼓
演

奏
の

機
会

を
設

け
た

い
と

思
う

。
講

　
師

田
中

　
み

ず
ほ

対
象

者
1

～
4

年
生

25
名

　（
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
）

日
　

時
①

令
和

6
年

7
月

24
日

（
水

）
9：

30
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
8

月
19

日
（

月
）

9：
30

～
10

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

8
月

21
日

（
水

）
9：

30
～

10
：

30

内
　

容
今

年
は

1
～

4
年

生
の

全
在

籍
児

童
に

向
け

て
参

加
の

募
集

を
行

っ
た

。
25

名
が

集
ま

り
、

曲
目

ご
と

に
出

演
す

る
児

童
を

振
り

分
け

「
み

ん
な

が
み

ん
な

英
雄

」「
切

手
の

な
い

お
く

り
も

の
」

の
練

習
を

し
た

。
地

元
に

引
き

継
が

れ
て

き
た

「
古

都
音

頭
」

の
練

習
に

つ
い

て
は

、
全

児
童

の
参

加
で

演
奏

が
で

き
る

よ
う

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
学

年
に

合
わ

せ
た

鈴
や

太
鼓

の
演

奏
で

、
迫

力
あ

る
も

の
に

仕
上

が
っ

た
。

合
わ

せ
て

、
和

太
鼓

の
基

本
所

作
、

お
辞

儀
な

ど
を

丁
寧

に
指

導
い

た
だ

い
た

。

成
　

果
・「

ぶ
ど

う
の

里
ふ

れ
あ

い
祭

り
」

に
向

け
て

、
当

日
間

近
の

練
習

日
設

定
で

、
8

月
の

猛
暑

の
な

か
で

の
練

習
と

な
っ

た
が

、
エ

ア
コ

ン
の

効
い

た
図

工
室

で
練

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

体
調

不
良

な
ど

も
な

く
集

中
し

て
練

習
で

き
た

・
日

程
を

詰
め

て
練

習
す

る
こ

と
で

、
発

表
日

ま
で

の
完

成
度

が
向

上
し

各
段

に
良

い
仕

上
が

り
と

な
っ

た
5

岡
山

市
立

中
山

小
学

校
目

　
標

担
任

は
児

童
同

士
を

つ
な

げ
る

支
援

を
、

講
師

は
演

奏
技

術
を

中
心

に
指

導
す

る
こ

と
に

よ
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
課

題
と

演
奏

技
術

の
両

方
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
れ

に
よ

り
児

童
の

成
功

体
験

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

特
別

支
援

学
級

1
～

5
年

生
35

名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

9
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

11
月

25
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

12
月

16
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

④
令

和
7

年
1

月
20

日
（

月
）

13
：

30
～

14
：

30
内

　
容

・
日

本
の

伝
統

的
な

稽
古

の
仕

方
や

作
法

の
学

習
　

　
　

・
和

太
鼓

の
基

本
所

作
、

演
奏

法
の

学
習

成
　

果
和

太
鼓

演
奏

を
通

し
て

児
童

が
自

分
か

ら
友

だ
ち

と
関

わ
っ

た
り

、
声

を
か

け
た

り
す

る
こ

と
に

よ
り

、
関

係
が

深
ま

る
と

と
も

に
、

発
表

す
る

こ
と

で
自

信
を

も
っ

た
り

、
友

だ
ち

か
ら

認
め

ら
れ

た
り

す
る

経
験

が
で

き
た

。

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
6

岡
山

市
立

南
輝

小
学

校
目

　
標

支
援

学
級

の
児

童
に

と
っ

て
、

姿
勢

の
維

持
・

適
切

な
声

の
出

し
方

・
体

の
バ

ラ
ン

ス
調

整
な

ど
、

難
し

い
こ

と
が

多
く

、
そ

れ
ぞ

れ
の

児
童

に
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

が
あ

る
。

今
回

の
体

験
を

通
し

て
、

活
動

の
楽

し
さ

を
感

じ
な

が
ら

、
自

立
活

動
と

し
て

の
学

び
が

深
ま

る
こ

と
を

め
あ

て
と

す
る

。
講

　
師

田
中

　
み

ず
ほ

対
象

者
特

別
支

援
学

級
1

～
3

年
生

31
名

日
　

時
①

令
和

6
年

10
月

11
日

（
金

）
9：

40
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
11

月
13

日
（

水
）

9：
40

～
11

：
30

内
　

容
基

本
的

な
姿

勢
や

ば
ち

の
動

か
し

方
を

、
講

師
の

動
き

を
真

似
す

る
こ

と
で

習
得

し
て

い
っ

た
。

い
く

つ
か

の
リ

ズ
ム

パ
タ

ー
ン

を
練

習
し

、
そ

の
後

、
曲

に
合

わ
せ

て
太

鼓
の

演
奏

を
楽

し
ん

だ
。

昨
年

度
と

一
昨

年
度

の
経

験
が

あ
る

児
童

は
、

動
き

を
よ

く
覚

え
て

い
て

楽
し

ん
で

い
た

。
初

め
て

の
児

童
は

、
動

き
も

ぎ
こ

ち
な

い
よ

う
す

だ
っ

た
が

、
慣

れ
て

く
る

に
し

た
が

い
笑

顔
で

楽
し

ん
で

い
る

姿
が

見
ら

れ
た

。
1

回
目

に
習

得
し

た
内

容
を

さ
ら

に
2

回
目

で
仕

上
げ

て
い

き
、

リ
ズ

ム
に

の
っ

て
楽

し
く

演
奏

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
回

を
重

ね
て

き
た

こ
と

で
、

始
め

る
前

か
ら

楽
し

み
に

し
て

い
た

児
童

も
お

り
充

実
し

た
活

動
に

な
っ

た
。

成
　

果
特

別
支

援
学

級
の

児
童

が
初

め
て

の
活

動
を

す
る

こ
と

は
い

ろ
い

ろ
な

困
難

も
予

想
で

き
る

が
、

い
つ

も
田

中
先

生
が

分
か

り
や

す
く

楽
し

く
教

え
て

下
さ

り
、

有
意

義
な

活
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

て
お

り
、

継
続

し
て

い
く

こ
と

で
今

回
は

さ
ら

に
成

果
が

見
ら

れ
る

活
動

に
な

っ
た

。
初

め
て

太
鼓

演
奏

を
す

る
児

童
も

経
験

が
あ

る
児

童
も

、
先

生
の

話
を

よ
く

聞
い

て
、

動
き

を
よ

く
見

て
真

似
し

よ
う

と
す

る
姿

が
見

ら
れ

た
。

一
連

の
動

き
が

で
き

た
あ

と
は

、
曲

に
合

わ
せ

て
演

奏
す

る
こ

と
で

、
一

段
と

意
欲

的
に

活
動

す
る

姿
が

見
ら

れ
、

体
を

動
か

し
た

り
、

友
だ

ち
と

合
わ

せ
る

心
地

よ
さ

や
楽

し
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
7

倉
敷

市
立

目
　

標
学

芸
会

の
発

表
に

向
け

て
、

和
太

鼓
の

た
た

き
方

や
基

本
的

な
所

作
を

身
に

つ
け

、
太

鼓
の

演
奏

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
穂

井
田

小
学

校
講

　
師

塩
尻

　
司

対
象

者
5・

6
年

生
18

名
日

　
時

①
令

和
6

年
9

月
30

日
 （

月
）

10
：

00
～

12
：

00
　

　
　

②
令

和
6

年
11

月
8

日
 （

金
）

10
：

00
～

12
：

00
内

　
容

・
和

太
鼓

の
基

本
的

な
た

た
き

方
、

所
作

　
　

　
・

課
題

曲
の

練
習

　
　

　
・

本
番

に
向

け
て

の
部

分
練

習
、

通
し

練
習

、
あ

い
さ

つ
の

仕
方

成
　

果
練

習
を

重
ね

る
う

ち
に

、
た

た
き

方
や

所
作

が
上

手
に

な
り

、
楽

し
く

自
信

を
も

っ
て

演
奏

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
児

童
が

多
く

い
た

。
ま

た
、

気
持

ち
を

込
め

て
演

奏
す

る
大

切
さ

も
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

8
津

山
市

立
目

　
標

教
科

書
の

写
真

な
ど

で
和

太
鼓

と
い

う
も

の
は

分
か

っ
て

い
た

が
、た

た
く

経
験

な
ど

は
で

き
な

い
の

で
受

講
。小

太
鼓

と
は

違
う

見
た

目
や

響
き

を
体

で
感

じ
、体

験
学

習
を

通
じ

て
和

の
文

化
を

学
ぶ

こ
と

に
生

か
し

て
い

き
た

い
。

弥
生

小
学

校
講

　
師

田
中

　
み

ず
ほ

対
象

者
6

年
生

64
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
18

日
（

水
）

9：
40

～
11

：
30

　
内

　
容

和
太

鼓
の

リ
ズ

ム
学

習
の

あ
と

、
曲

に
合

わ
せ

て
全

員
で

の
練

習
と

グ
ル

ー
プ

ご
と

の
発

表
。

成
　

果
講

師
の

テ
ン

ポ
の

良
さ

に
引

っ
張

ら
れ

な
が

ら
楽

し
く

体
験

で
き

た
。

普
段

お
と

な
し

い
子

ど
も

も
、

の
び

の
び

と
思

う
よ

う
に

太
鼓

を
た

た
い

て
い

て
ス

テ
キ

な
姿

を
見

る
こ

と
が

で
き

た
。

9
総

社
市

立
目

　
標

和
太

鼓
体

験
を

通
し

て
、

日
本

の
文

化
（

祭
り

・
神

楽
な

ど
）

に
思

い
を

よ
せ

る
。

神
在

小
学

校
講

　
師

塩
尻

　
司

対
象

者
全

学
年

75
名

　
　

日
　

時
令

和
6

年
9

月
24

日
（

火
）

9：
35

～
11

：
30

　
　

　
内

　
容

和
太

鼓
に

つ
い

て
の

講
義

と
実

技
指

導
。

成
　

果
・

低
学

年
は

、
和

太
鼓

の
迫

力
を

体
験

で
き

た
　

　
　

・
高

学
年

は
、

み
ん

な
で

そ
ろ

え
る

お
も

し
ろ

さ
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
た

10
備

前
市

立
目

　
標

日
本

の
伝

統
的

楽
器

「
和

太
鼓

」
に

触
れ

演
奏

す
る

こ
と

で
1

つ
の

曲
を

つ
く

り
上

げ
る

良
さ

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

。
学

習
発

表
会

に
向

け
た

演
技

指
導

。
三

石
小

学
校

講
　

師
塩

尻
　

司
対

象
者

6
年

生
10

名

日
　

時
①

令
和

6
年

10
月

4
日

（
金

）
13

：
20

～
14

：
05

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

18
日

（
金

）
13

：
20

～
14

：
05

　
　

　
③

令
和

6
年

11
月

12
日

（
火

）
13

：
50

～
14

：
35

④
令

和
6

年
11

月
22

日
（

金
）

13
：

20
～

14
：

05
内

　
容

和
太

鼓
演

奏
指

導
。

成
　

果
一

人
ひ

と
り

が
集

中
し

て
和

太
鼓

の
演

奏
に

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
た

。
和

太
鼓

の
演

奏
を

練
習

し
て

い
く

な
か

で
、

互
い

に
声

を
か

け
合

い
ス

ピ
ー

ド
を

そ
ろ

え
て

い
く

こ
と

や
強

弱
を

つ
け

て
表

現
し

て
い

く
こ

と
に

気
を

付
け

る
な

ど
、

ク
ラ

ス
が

1
つ

の
も

の
を

つ
く

ろ
う

と
い

う
思

い
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
11

赤
磐

市
立

目
　

標
学

習
発

表
会

で
親

に
成

長
を

見
せ

、
子

ど
も

た
ち

に
本

物
の

達
成

感
を

感
じ

さ
せ

る
た

め
。

山
陽

西
小

学
校

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

6
年

生
35

名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

27
日

（
木

）
9：

35
～

10
：

35
　

　
　

②
令

和
6

年
7

月
12

日
（

金
）

8：
30

～
9：

30
　

　
　

③
令

和
7

年
1

月
17

日
（

金
）

8：
30

～
9：

30
④

令
和

7
年

1
月

30
日

（
木

）
9：

35
～

10
：

35
内

　
容

4
回

の
稽

古
を

う
け

、
令

和
７

年
2

月
8

日
、

最
高

の
舞

台
が

完
成

し
た

。
成

　
果

ひ
か

え
め

に
言

っ
て

最
高

だ
っ

た
。

楽
な

道
を

選
ば

ず
楽

し
む

た
め

に
努

力
を

し
続

け
、

本
当

の
達

成
感

を
得

て
い

た
。

下
学

年
は

そ
の

姿
に

憧
れ

、
地

域
も

元
気

に
な

っ
た

。
12

赤
磐

市
立

目
　

標
学

習
の

な
か

で
、

和
太

鼓
の

演
奏

に
児

童
が

意
欲

を
も

っ
て

取
り

組
み

、
和

楽
器

の
よ

さ
を

感
じ

る
と

と
も

に
、

人
前

で
披

露
す

る
表

現
力

を
育

成
す

る
。

城
南

小
学

校
講

　
師

塩
尻

　
司

対
象

者
6

年
生

8
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

6
日

（
金

）
10

：
45

～
11

：
45

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

11
日

（
金

）
10

：
45

～
11

：
45

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

25
日

（
金

）
10

：
45

～
11

：
45

④
令

和
6

年
11

月
7

日
（

木
）

10
：

45
～

11
：

45
内

　
容

・
和

太
鼓

の
歴

史
や

太
鼓

の
音

が
も

つ
意

味
な

ど
の

講
話

　
　

　
・

正
し

い
姿

勢
で

拍
を

打
つ

こ
と

な
ど

の
基

礎
的

な
練

習
の

指
導

　
　

　
・

楽
譜

に
そ

っ
た

リ
ズ

ム
や

音
の

強
弱

な
ど

の
演

奏
の

指
導

成
　

果
和

太
鼓

の
音

が
そ

ろ
う

喜
び

と
全

員
で

演
奏

す
る

楽
し

さ
を

練
習

を
通

し
て

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

学
習

発
表

会
の

予
行

で
は

全
児

童
に

、
本

番
で

は
保

護
者

や
地

域
の

方
々

に
、

迫
力

の
あ

る
真

剣
な

演
奏

を
披

露
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

当
初

の
目

的
の

達
成

に
つ

な
が

っ
た

。

－ 13 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
13

矢
掛

町
立

目
　

標
学

習
発

表
会

で
の

発
表

を
目

標
と

し
て

、
礼

儀
作

法
の

習
得

、
和

太
鼓

の
演

奏
の

仕
方

、
表

現
の

仕
方

を
身

に
付

け
る

と
と

も
に

、
小

田
地

区
の

「
武

荅
太

鼓
」

を
伝

承
し

て
い

く
心

情
や

態
度

を
育

て
る

。
小

田
小

学
校

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

5・
6

年
生

30
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

6
日

（
金

）
9：

30
～

10
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
3

日
（

木
）

9：
30

～
10

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

21
日

（
月

）
9：

30
～

10
：

30
④

令
和

6
年

11
月

11
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

内
　

容
・

和
太

鼓
の

演
奏

の
仕

方
と

表
現

の
仕

方
　

　
　

・
基

本
的

な
礼

儀
作

法
（

あ
い

さ
つ

）　
　

　
・「

武
荅

太
鼓

」
を

伝
承

し
て

い
く

心
構

え
成

　
果

6
年

生
が

昨
年

度
の

経
験

を
生

か
し

て
自

信
を

も
っ

て
演

奏
し

た
り

、
5

年
生

に
教

え
た

り
す

る
姿

が
見

ら
れ

た
。

5
年

生
も

伝
統

を
受

け
継

ぐ
思

い
を

も
っ

て
、

和
太

鼓
に

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
た

。
14

な
か

よ
し

保
育

園
目

　
標

運
動

会
で

の
和

太
鼓

演
奏

に
向

け
て

の
練

習
。

　
　

　
講

　
師

田
中

　
み

ず
ほ

対
象

者
5

歳
児

26
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

12
日

（
水

）
10

：
00

～
11

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

7
月

25
日

（
木

）
10

：
00

～
11

：
00

　
　

　
③

令
和

6
年

8
月

7
日

（
水

）
10

：
00

～
11

：
00

④
令

和
6

年
8

月
28

日
（

水
）

10
：

00
～

11
：

00
内

　
容

・
和

太
鼓

の
礼

儀
、

所
作

、
挨

拶
の

仕
方

　
　

　
・

和
太

鼓
の

た
た

き
方

（
姿

勢
、

構
え

な
ど

）　
　

成
　

果
・

音
楽

や
リ

ズ
ム

に
合

わ
せ

て
和

太
鼓

を
た

た
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

　
　

　
・

正
し

い
姿

勢
で

お
辞

儀
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
【

銭
太

鼓
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

高
梁

市
立

福
地

小
学

校
目

　
標

地
域

の
指

導
者

か
ら

銭
太

鼓
を

習
い

始
め

て
11

年
目

で
あ

り
、

学
校

の
伝

統
と

な
っ

て
い

る
。

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
の

講
師

か
ら

本
格

的
な

指
導

を
受

け
る

こ
と

で
児

童
の

技
術

と
意

欲
の

向
上

を
図

り
、

よ
り

深
い

達
成

感
を

味
わ

わ
せ

た
い

。
ま

た
、

銭
太

鼓
を

楽
し

ん
で

も
ら

う
な

ど
、

自
信

を
も

っ
て

地
域

貢
献

の
一

役
も

担
え

る
よ

う
に

し
た

い
。

講
　

師
宮

坂
　

一
樹

対
象

者
全

学
年

16
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

11
日

（
水

）
10

：
40

～
11

：
25

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

9
日

（
水

）
10

：
40

～
11

：
25

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

16
日

（
水

）
10

：
40

～
11

：
25

④
令

和
6

年
11

月
6

日
（

水
）

10
：

40
～

11
：

25
内

　
容

銭
太

鼓
の

技
術

指
導

（「
Ri

sin
g 

Su
n」

「
祭

り
」）

と
、

踊
り

を
人

前
で

披
露

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

や
、

価
値

に
つ

い
て

の
指

導
。

成
　

果
学

習
発

表
会

に
向

け
て

本
校

の
児

童
に

合
っ

た
振

り
付

け
を

考
え

て
く

だ
さ

っ
た

。
練

習
の

た
び

に
、

曲
や

振
り

付
け

を
工

夫
し

て
い

た
だ

く
な

ど
、

熱
心

に
教

え
て

い
た

だ
い

た
。

ま
た

、
一

人
ひ

と
り

に
的

確
な

ア
ド

バ
イ

ス
も

あ
り

、
児

童
は

意
欲

を
も

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
児

童
の

技
術

は
大

き
く

向
上

し
、

発
表

会
へ

の
自

信
に

も
つ

な
が

っ
た

。
大

変
あ

り
が

た
か

っ
た

。
【

茶
道

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
市

立
目

　
標

茶
道

の
初

歩
を

学
び

、
礼

儀
正

し
く

思
い

や
り

を
も

っ
て

お
茶

を
た

て
、

も
て

な
し

を
す

る
優

し
い

心
が

け
と

所
作

を
学

ぶ
。

日
本

文
化

の
奥

深
さ

と
良

さ
を

理
解

す
る

。
西

小
学

校
講

　
師

岡
田

　
宗

幹
対

象
者

4
～

6
年

生
23

名
　（

ク
ラ

ブ
活

動
）

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

4
日

（
火

）
14

：
45

～
15

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

6
月

25
日

（
火

）
14

：
45

～
15

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

9
月

17
日

（
火

）
14

：
45

～
15

：
30

④
令

和
6

年
10

月
15

日
（

火
）

14
：

45
～

15
：

30
内

　
容

茶
道

の
盆

略
点

前
を

一
か

ら
学

ぶ
。

お
辞

儀
、

帛
紗

捌
き

な
ど

、
い

ろ
い

ろ
な

所
作

を
理

解
し

な
が

ら
学

ぶ
。

成
　

果
少

し
ず

つ
上

手
に

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

丁
寧

に
教

え
て

も
ら

え
た

の
で

、
落

ち
着

い
て

楽
し

く
取

り
組

め
た

。
2

岡
山

市
立

目
　

標
「

今
に

つ
な

が
る

室
町

文
化

」
の

ひ
と

つ
と

し
て

の
茶

道
体

験
を

通
じ

て
、

歴
史

の
お

も
し

ろ
さ

、
先

人
の

知
恵

に
つ

い
て

学
ば

せ
た

い
。

五
城

小
学

校
講

　
師

冨
士

原
　

宗
由

対
象

者
6

年
生

16
名

日
　

時
令

和
6

年
6

月
6

日
（

木
）

9：
25

～
11

：
30

内
　

容
茶

道
の

一
連

の
お

手
前

の
体

験
と

、
一

人
ひ

と
り

が
疑

問
に

思
っ

て
い

た
こ

と
の

質
疑

応
答

。
成

　
果

茶
道

の
お

も
し

ろ
さ

に
加

え
て

、
お

も
て

な
し

の
心

や
思

い
や

り
の

心
の

大
切

さ
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

た
。

3
岡

山
市

立
目

　
標

第
2

学
年

の
総

合
的

な
学

習
の

時
間

で
、

地
域

の
方

を
講

師
に

招
い

て
さ

ま
ざ

ま
な

講
座

を
開

講
し

、
生

徒
の

興
味

や
関

心
を

高
め

な
が

ら
、

日
本

文
化

に
親

し
ん

だ
り

作
品

づ
く

り
を

行
っ

た
り

す
る

。
岡

北
中

学
校

講
　

師
佐

藤
　

宗
喜

対
象

者
2

年
生

10
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

6
日

（
木

）
13

：
30

～
15

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

6
月

27
日

（
木

）
13

：
30

～
15

：
30

　
内

　
容

・
お

茶
の

点
て

方
、

す
す

め
方

、
い

た
だ

き
方

、
お

菓
子

の
取

り
方

　
　

　
・

帛
紗

の
た

た
み

方
、

お
棗

、
お

茶
杓

の
拭

き
方

、
茶

巾
の

た
た

み
方

　
　

　
・

盆
手

前
の

作
法

成
　

果
全

9
回

の
講

座
の

中
で

茶
道

の
基

礎
・

基
本

を
学

び
、

盆
手

前
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
13

矢
掛

町
立

目
　

標
学

習
発

表
会

で
の

発
表

を
目

標
と

し
て

、
礼

儀
作

法
の

習
得

、
和

太
鼓

の
演

奏
の

仕
方

、
表

現
の

仕
方

を
身

に
付

け
る

と
と

も
に

、
小

田
地

区
の

「
武

荅
太

鼓
」

を
伝

承
し

て
い

く
心

情
や

態
度

を
育

て
る

。
小

田
小

学
校

講
　

師
田

中
　

み
ず

ほ
対

象
者

5・
6

年
生

30
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

6
日

（
金

）
9：

30
～

10
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
3

日
（

木
）

9：
30

～
10

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

21
日

（
月

）
9：

30
～

10
：

30
④

令
和

6
年

11
月

11
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

内
　

容
・

和
太

鼓
の

演
奏

の
仕

方
と

表
現

の
仕

方
　

　
　

・
基

本
的

な
礼

儀
作

法
（

あ
い

さ
つ

）　
　

　
・「

武
荅

太
鼓

」
を

伝
承

し
て

い
く

心
構

え
成

　
果

6
年

生
が

昨
年

度
の

経
験

を
生

か
し

て
自

信
を

も
っ

て
演

奏
し

た
り

、
5

年
生

に
教

え
た

り
す

る
姿

が
見

ら
れ

た
。

5
年

生
も

伝
統

を
受

け
継

ぐ
思

い
を

も
っ

て
、

和
太

鼓
に

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
た

。
14

な
か

よ
し

保
育

園
目

　
標

運
動

会
で

の
和

太
鼓

演
奏

に
向

け
て

の
練

習
。

　
　

　
講

　
師

田
中

　
み

ず
ほ

対
象

者
5

歳
児

26
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

12
日

（
水

）
10

：
00

～
11

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

7
月

25
日

（
木

）
10

：
00

～
11

：
00

　
　

　
③

令
和

6
年

8
月

7
日

（
水

）
10

：
00

～
11

：
00

④
令

和
6

年
8

月
28

日
（

水
）

10
：

00
～

11
：

00
内

　
容

・
和

太
鼓

の
礼

儀
、

所
作

、
挨

拶
の

仕
方

　
　

　
・

和
太

鼓
の

た
た

き
方

（
姿

勢
、

構
え

な
ど

）　
　

成
　

果
・

音
楽

や
リ

ズ
ム

に
合

わ
せ

て
和

太
鼓

を
た

た
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

　
　

　
・

正
し

い
姿

勢
で

お
辞

儀
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
【

銭
太

鼓
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

高
梁

市
立

福
地

小
学

校
目

　
標

地
域

の
指

導
者

か
ら

銭
太

鼓
を

習
い

始
め

て
11

年
目

で
あ

り
、

学
校

の
伝

統
と

な
っ

て
い

る
。

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
の

講
師

か
ら

本
格

的
な

指
導

を
受

け
る

こ
と

で
児

童
の

技
術

と
意

欲
の

向
上

を
図

り
、

よ
り

深
い

達
成

感
を

味
わ

わ
せ

た
い

。
ま

た
、

銭
太

鼓
を

楽
し

ん
で

も
ら

う
な

ど
、

自
信

を
も

っ
て

地
域

貢
献

の
一

役
も

担
え

る
よ

う
に

し
た

い
。

講
　

師
宮

坂
　

一
樹

対
象

者
全

学
年

16
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

11
日

（
水

）
10

：
40

～
11

：
25

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

9
日

（
水

）
10

：
40

～
11

：
25

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

16
日

（
水

）
10

：
40

～
11

：
25

④
令

和
6

年
11

月
6

日
（

水
）

10
：

40
～

11
：

25
内

　
容

銭
太

鼓
の

技
術

指
導

（「
Ri

sin
g 

Su
n」

「
祭

り
」）

と
、

踊
り

を
人

前
で

披
露

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

や
、

価
値

に
つ

い
て

の
指

導
。

成
　

果
学

習
発

表
会

に
向

け
て

本
校

の
児

童
に

合
っ

た
振

り
付

け
を

考
え

て
く

だ
さ

っ
た

。
練

習
の

た
び

に
、

曲
や

振
り

付
け

を
工

夫
し

て
い

た
だ

く
な

ど
、

熱
心

に
教

え
て

い
た

だ
い

た
。

ま
た

、
一

人
ひ

と
り

に
的

確
な

ア
ド

バ
イ

ス
も

あ
り

、
児

童
は

意
欲

を
も

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
児

童
の

技
術

は
大

き
く

向
上

し
、

発
表

会
へ

の
自

信
に

も
つ

な
が

っ
た

。
大

変
あ

り
が

た
か

っ
た

。
【

茶
道

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
市

立
目

　
標

茶
道

の
初

歩
を

学
び

、
礼

儀
正

し
く

思
い

や
り

を
も

っ
て

お
茶

を
た

て
、

も
て

な
し

を
す

る
優

し
い

心
が

け
と

所
作

を
学

ぶ
。

日
本

文
化

の
奥

深
さ

と
良

さ
を

理
解

す
る

。
西

小
学

校
講

　
師

岡
田

　
宗

幹
対

象
者

4
～

6
年

生
23

名
　（

ク
ラ

ブ
活

動
）

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

4
日

（
火

）
14

：
45

～
15

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

6
月

25
日

（
火

）
14

：
45

～
15

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

9
月

17
日

（
火

）
14

：
45

～
15

：
30

④
令

和
6

年
10

月
15

日
（

火
）

14
：

45
～

15
：

30
内

　
容

茶
道

の
盆

略
点

前
を

一
か

ら
学

ぶ
。

お
辞

儀
、

帛
紗

捌
き

な
ど

、
い

ろ
い

ろ
な

所
作

を
理

解
し

な
が

ら
学

ぶ
。

成
　

果
少

し
ず

つ
上

手
に

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

丁
寧

に
教

え
て

も
ら

え
た

の
で

、
落

ち
着

い
て

楽
し

く
取

り
組

め
た

。
2

岡
山

市
立

目
　

標
「

今
に

つ
な

が
る

室
町

文
化

」
の

ひ
と

つ
と

し
て

の
茶

道
体

験
を

通
じ

て
、

歴
史

の
お

も
し

ろ
さ

、
先

人
の

知
恵

に
つ

い
て

学
ば

せ
た

い
。

五
城

小
学

校
講

　
師

冨
士

原
　

宗
由

対
象

者
6

年
生

16
名

日
　

時
令

和
6

年
6

月
6

日
（

木
）

9：
25

～
11

：
30

内
　

容
茶

道
の

一
連

の
お

手
前

の
体

験
と

、
一

人
ひ

と
り

が
疑

問
に

思
っ

て
い

た
こ

と
の

質
疑

応
答

。
成

　
果

茶
道

の
お

も
し

ろ
さ

に
加

え
て

、
お

も
て

な
し

の
心

や
思

い
や

り
の

心
の

大
切

さ
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

た
。

3
岡

山
市

立
目

　
標

第
2

学
年

の
総

合
的

な
学

習
の

時
間

で
、

地
域

の
方

を
講

師
に

招
い

て
さ

ま
ざ

ま
な

講
座

を
開

講
し

、
生

徒
の

興
味

や
関

心
を

高
め

な
が

ら
、

日
本

文
化

に
親

し
ん

だ
り

作
品

づ
く

り
を

行
っ

た
り

す
る

。
岡

北
中

学
校

講
　

師
佐

藤
　

宗
喜

対
象

者
2

年
生

10
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

6
日

（
木

）
13

：
30

～
15

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

6
月

27
日

（
木

）
13

：
30

～
15

：
30

　
内

　
容

・
お

茶
の

点
て

方
、

す
す

め
方

、
い

た
だ

き
方

、
お

菓
子

の
取

り
方

　
　

　
・

帛
紗

の
た

た
み

方
、

お
棗

、
お

茶
杓

の
拭

き
方

、
茶

巾
の

た
た

み
方

　
　

　
・

盆
手

前
の

作
法

成
　

果
全

9
回

の
講

座
の

中
で

茶
道

の
基

礎
・

基
本

を
学

び
、

盆
手

前
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
4

久
米

南
町

立
神

目
小

学
校

目
　

標
社

会
科

で
の

学
習

を
実

際
に

体
験

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
感

受
性

や
想

像
力

を
養

う
。

日
本

文
化

に
親

し
み

、
一

つ
ひ

と
つ

の
作

法
に

意
味

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
た

り
、

相
手

を
思

い
な

が
ら

お
茶

を
た

て
る

こ
と

の
す

ば
ら

し
さ

を
感

じ
た

り
す

る
。

講
　

師
林

　
宗

裕
対

象
者

6
年

生
7

名
日

　
時

令
和

6
年

10
月

24
日

（
木

）
13

：
55

～
14

：
40

内
　

容
茶

道
に

つ
い

て
作

法
を

学
び

、
実

際
に

体
験

す
る

。
茶

菓
子

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
作

法
や

お
茶

の
た

て
方

な
ど

を
学

ぶ
。

成
　

果
初

め
て

体
験

す
る

児
童

ば
か

り
だ

っ
た

が
、

講
師

に
来

て
い

た
だ

い
て

実
際

に
体

験
で

き
た

こ
と

が
、

大
き

な
学

び
に

な
っ

た
。

お
茶

の
歴

史
や

一
つ

ひ
と

つ
の

作
法

の
意

味
を

教
え

て
い

た
だ

き
、

教
科

書
で

は
学

べ
な

い
こ

と
を

体
験

で
き

た
。

【
華

道
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

大
学

教
育

学
部

目
　

標
余

暇
活

動
の

幅
を

広
げ

た
り

、
備

前
焼

製
品

の
用

途
に

つ
い

て
の

研
究

を
深

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
自

分
な

り
の

表
現

の
仕

方
に

自
信

を
持

ち
、

自
己

肯
定

感
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

附
属

特
別

支
援

学
校

講
　

師
清

水
　

豊
紀

対
象

者
高

等
部

3
年

生
3

名
、

作
業

学
習

陶
芸

班
10

名
日

　
時

①
令

和
7

年
1

月
31

日
 （

金
）

13
：

30
～

14
：

30
　

　
　

②
令

和
7

年
2

月
10

日
 （

月
）

13
：

30
～

14
：

30
　

　
　

③
令

和
7

年
2

月
14

日
 （

金
） 

10
：

00
～

11
：

00
内

　
容

生
徒

が
つ

く
っ

た
備

前
焼

を
花

器
と

し
て

花
を

生
け

た
。

こ
れ

ま
で

見
た

こ
と

の
な

い
よ

う
な

花
材

を
用

い
て

、
講

師
に

よ
る

す
ば

ら
し

い
花

の
取

り
合

わ
せ

も
参

考
に

し
な

が
ら

華
道

に
つ

い
て

学
習

し
た

。

成
　

果
自

然
の

美
し

さ
を

引
き

出
し

な
が

ら
、

見
る

人
に

喜
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
、

思
い

思
い

の
表

現
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
技

術
や

作
法

を
通

じ
て

、
礼

儀
や

思
い

や
り

な
ど

、
日

本
の

美
徳

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

完
成

し
た

作
品

を
、

友
だ

ち
や

講
師

、
先

生
に

褒
め

て
い

た
だ

き
、

自
分

た
ち

が
考

え
た

作
品

に
誇

り
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

。
2

岡
山

県
立

倉
敷

琴
浦

目
　

標
総

合
的

な
探

求
の

時
間

と
し

て
、

余
暇

活
動

力
の

充
実

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
。

高
等

支
援

学
校

講
　

師
清

水
　

豊
紀

対
象

者
3

年
生

23
名

日
　

時
令

和
7

年
2

月
27

日
（

木
）

9：
55

～
12

：
40

内
　

容
造

花
の

花
材

を
用

い
て

卒
業

式
で

着
用

す
る

コ
サ

ー
ジ

ュ
を

作
製

。
個

人
ご

と
に

材
料

を
セ

ッ
ト

し
て

い
た

だ
き

、
説

明
を

工
程

ご
と

に
し

て
く

だ
さ

っ
た

こ
と

で
、

ス
ム

ー
ズ

に
作

る
こ

と
が

で
き

た
。

分
か

ら
な

い
こ

と
を

聞
き

な
が

ら
最

後
ま

で
自

分
の

力
で

や
り

と
げ

た
。

成
　

果
ほ

と
ん

ど
の

生
徒

が
コ

サ
ー

ジ
ュ

づ
く

り
は

初
め

て
だ

っ
た

が
、

講
師

と
や

り
と

り
し

な
が

ら
、

自
分

な
り

の
ア

レ
ン

ジ
を

入
れ

て
納

得
の

い
く

作
品

を
仕

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

全
員

が
う

れ
し

そ
う

な
表

情
に

な
っ

た
。

3
岡

山
市

立
目

　
標

社
会

科
で

学
習

し
た

室
町

時
代

の
文

化
を

体
験

す
る

こ
と

で
、

文
化

へ
の

理
解

を
深

め
る

。
鯉

山
小

学
校

講
　

師
吉

野
　

和
江

、
岸

田
　

洋
枝

対
象

者
6

年
生

29
名

日
　

時
令

和
6

年
10

月
7

日
（

月
）

8：
45

～
10

：
25

内
　

容
・

生
け

花
の

歴
史

に
つ

い
て

の
講

話
　

　
　

・
生

け
花

体
験

成
　

果
文

化
へ

の
理

解
を

深
め

、
生

け
花

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
4

矢
掛

町
立

目
　

標
華

道
を

通
し

て
日

本
の

伝
統

文
化

に
触

れ
、

集
中

力
、

創
造

力
を

身
に

付
け

る
。

三
谷

小
学

校
講

　
師

吉
野

　
和

江
、

岸
田

　
洋

枝
対

象
者

6
年

生
13

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

7
日

（
木

）
10

：
40

～
12

：
15

内
　

容
・

華
道

の
歴

史
　

　
　

・
花

の
生

け
方

成
　

果
児

童
は

華
道

の
歴

史
や

基
本

的
な

生
け

方
に

つ
い

て
、

一
人

ひ
と

り
丁

寧
に

指
導

を
受

け
、

熱
心

に
作

品
づ

く
り

に
取

り
組

ん
だ

。
作

品
を

構
成

す
る

過
程

で
、

児
童

は
集

中
力

を
高

め
、

個
性

を
表

現
し

た
作

品
を

つ
く

っ
た

。
そ

の
作

品
を

褒
め

て
い

た
だ

き
、

達
成

感
を

味
わ

い
自

信
に

つ
な

が
っ

た
よ

う
だ

。
【

狂
言

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
笠

岡
市

立
大

島
小

学
校

目
　

標
伝

統
芸

能
に

触
れ

る
機

会
の

少
な

い
児

童
に

、
地

元
で

狂
言

を
さ

れ
て

い
る

田
賀

屋
先

生
に

本
物

の
狂

言
を

見
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
に

よ
り

、
自

分
た

ち
の

住
ん

で
い

る
地

域
に

伝
統

芸
能

を
継

承
さ

れ
て

い
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
る

と
い

う
こ

と
を

再
確

認
さ

せ
た

い
。

講
　

師
田

賀
屋

　
夙

生
対

象
者

6
年

生
30

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

1
日

（
金

）
8：

45
～

10
：

15

内
　

容
1

コ
マ

目
は

6
年

生
を

対
象

に
狂

言
の

成
り

立
ち

や
基

本
動

作
な

ど
を

学
ん

だ
。

2
コ

マ
目

は
全

校
児

童
に

向
け

て
、

6
年

生
が

学
ん

だ
こ

と
を

披
露

し
た

。
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
も

重
な

っ
て

い
た

た
め

、
保

護
者

や
地

域
の

方
に

も
見

て
い

た
だ

い
た

。
成

　
果

狂
言

に
実

際
に

触
れ

る
こ

と
で

、
伝

統
芸

能
を

身
近

に
感

じ
る

こ
と

が
で

き
、

狂
言

の
お

も
し

ろ
さ

や
楽

し
さ

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

6
年

生
は

国
語

の
単

元
「

柿
山

伏
」

を
実

際
に

演
じ

、
よ

り
身

近
に

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

－ 15 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
2

井
原

市
立

目
　

標
学

習
発

表
会

に
向

け
た

演
技

の
参

考
お

よ
び

、
意

欲
を

高
め

る
。

大
江

小
学

校
講

　
師

田
賀

屋
　

夙
生

対
象

者
全

学
年

69
名

日
　

時
令

和
6

年
10

月
8

日
（

火
）

9：
30

～
11

：
30

内
　

容
・

狂
言

の
基

礎
知

識
と

小
道

具
の

扱
い

方
　

　
　

・「
柿

山
伏

」
の

一
節

を
見

て
、

台
詞

や
動

作
を

真
似

た
狂

言
体

験
成

　
果

「
柿

山
伏

」
の

動
作

を
真

似
た

り
、

声
を

出
し

た
り

し
な

が
ら

狂
言

の
お

も
し

ろ
さ

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
3

矢
掛

町
立

目
　

標
国

語
科

で
学

習
す

る
「

柿
山

伏
」

に
つ

い
て

、
実

際
に

体
験

し
た

り
本

物
に

触
れ

た
り

す
る

こ
と

で
、

伝
統

芸
能

に
つ

い
て

の
興

味
を

深
め

る
。

川
面

小
学

校
講

　
師

田
賀

屋
　

夙
生

対
象

者
6

年
生

13
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
2

日
（

月
）

10
：

30
～

12
：

00
内

　
容

・
狂

言
の

歴
史

的
背

景
や

、
現

在
狂

言
を

ど
の

よ
う

に
人

々
に

伝
え

て
い

る
か

の
講

話
　

　
　

・「
柿

山
伏

」
の

一
節

を
実

演
　

　
　

・
狂

言
体

験
成

　
果

伝
統

芸
能

「
狂

言
」

に
つ

い
て

興
味

や
関

心
が

高
ま

り
、

地
域

に
伝

わ
る

伝
統

に
つ

い
て

も
調

べ
て

い
き

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
高

ま
っ

た
。

【
日

本
画

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
倉

敷
市

立
目

　
標

日
本

画
に

親
し

み
、

実
際

に
描

い
て

み
る

。
連

島
南

小
学

校
講

　
師

原
田

　
よ

も
ぎ

、
潮

　
嘉

子
対

象
者

特
別

支
援

学
級

全
学

年
38

名
日

　
時

令
和

7
年

2
月

4
日

（
火

）
9：

30
～

11
：

30
内

　
容

絵
は

が
き

に
り

ん
ご

、
ぽ

ん
か

ん
を

描
く

。
成

　
果

そ
れ

ぞ
れ

の
児

童
が

、
日

本
画

の
絵

の
具

づ
く

り
を

体
験

し
実

際
に

絵
は

が
き

に
色

を
つ

け
、

満
足

す
る

作
品

を
完

成
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

水
墨

画
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

市
立

目
　

標
日

本
の

伝
統

文
化

の
ひ

と
つ

で
あ

る
水

墨
画

を
体

験
し

、
修

学
旅

行
で

の
水

墨
画

の
鑑

賞
や

、
図

工
で

学
習

す
る

教
材

に
生

か
す

た
め

。
三

門
小

学
校

講
　

師
間

嶋
　

郁
子

対
象

者
6

年
生

49
名

日
　

時
令

和
6

年
7

月
9

日
（

火
）

10
：

45
～

12
：

25
内

　
容

水
墨

画
の

歴
史

、
描

き
方

を
知

り
、

児
童

が
テ

ー
マ

を
決

め
て

水
墨

画
を

描
い

た
。

成
　

果
日

本
の

伝
統

文
化

を
身

近
に

感
じ

、
歴

史
的

に
価

値
の

あ
る

も
の

に
触

れ
た

り
、

自
分

で
実

践
し

た
り

す
る

態
度

を
育

成
で

き
た

。
2

倉
敷

市
立

目
　

標
・

水
墨

画
の

技
法

を
学

び
、

自
由

に
作

品
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

　
　

　
・

卒
業

前
に

、
仲

間
と

話
し

合
い

な
が

ら
（

相
互

理
解

）
作

品
と

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
る

倉
敷

支
援

学
校

講
　

師
間

嶋
　

郁
子

対
象

者
高

等
部

3
年

生
27

名
日

　
時

令
和

7
年

2
月

3
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

　

内
　

容
・

講
師

の
説

明
や

実
演

を
参

考
に

「
濃

淡
」「

に
じ

み
」「

か
す

れ
」

の
技

法
を

使
い

な
が

ら
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
作

品
を

描
い

た
・

水
墨

画
に

色
を

つ
け

て
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
作

品
を

仕
上

げ
た

成
　

果
水

彩
画

は
鉛

筆
で

下
描

き
を

す
る

こ
と

が
多

い
が

、
水

墨
画

は
筆

に
墨

を
つ

け
て

、
直

感
と

勢
い

で
描

く
の

で
、

こ
つ

こ
つ

塗
り

進
め

る
水

彩
画

と
は

違
う

楽
し

さ
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

3
玉

野
市

立
目

　
標

子
ど

も
た

ち
が

水
墨

画
の

技
法

を
学

び
、

体
験

を
通

し
て

日
本

文
化

の
魅

力
を

知
る

こ
と

。
鉾

立
小

学
校

講
　

師
間

嶋
　

郁
子

対
象

者
6

年
生

5
名

日
　

時
令

和
6

年
11

月
19

日
（

火
）

8：
45

～
10

：
25

内
　

容
水

墨
画

の
歴

史
、

濃
墨

・
薄

墨
の

つ
く

り
方

、
筆

の
持

ち
方

、
筆

遣
い

の
練

習
な

ど
水

墨
画

の
基

本
、

作
品

制
作

。
成

　
果

子
ど

も
た

ち
は

興
味

を
も

っ
て

話
を

聞
き

、
練

習
や

作
品

制
作

に
取

り
組

ん
で

い
た

。
4

笠
岡

市
立

目
　

標
日

本
の

伝
統

文
化

に
触

れ
、

実
際

に
体

験
す

る
こ

と
で

、
児

童
が

日
本

の
伝

統
文

化
の

良
さ

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

そ
れ

ら
を

大
切

に
し

、
後

世
に

伝
え

て
い

き
た

い
と

い
う

意
欲

を
育

む
。

神
内

小
学

校
講

　
師

間
嶋

　
郁

子
対

象
者

6
年

生
20

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

6
日

（
水

）
10

：
40

～
12

：
10

内
　

容
・

大
筆

、
小

筆
の

持
ち

方
、

筆
運

び
を

習
う

た
め

に
色

々
な

丸
を

描
い

て
み

る
　

　
・

墨
の

濃
淡

を
試

し
て

み
る

　
　

　
・

さ
ま

ざ
ま

な
技

法
の

要
素

の
あ

る
竹

の
描

き
方

を
習

う
　

　
　

・
文

化
祭

に
出

展
す

る
た

め
の

作
品

を
そ

れ
ぞ

れ
個

人
で

つ
く

る

成
　

果
・

初
め

は
ド

キ
ド

キ
、

お
っ

か
な

び
っ

く
り

で
描

い
て

い
た

子
ど

も
た

ち
も

、
時

間
が

経
つ

に
つ

れ
さ

ま
ざ

ま
な

図
案

、
濃

淡
や

色
に

大
胆

に
挑

戦
す

る
こ

と
が

で
き

た
・

墨
と

言
え

ば
習

字
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

か
ら

絵
画

に
も

な
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

－ 16 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
2

井
原

市
立

目
　

標
学

習
発

表
会

に
向

け
た

演
技

の
参

考
お

よ
び

、
意

欲
を

高
め

る
。

大
江

小
学

校
講

　
師

田
賀

屋
　

夙
生

対
象

者
全

学
年

69
名

日
　

時
令

和
6

年
10

月
8

日
（

火
）

9：
30

～
11

：
30

内
　

容
・

狂
言

の
基

礎
知

識
と

小
道

具
の

扱
い

方
　

　
　

・「
柿

山
伏

」
の

一
節

を
見

て
、

台
詞

や
動

作
を

真
似

た
狂

言
体

験
成

　
果

「
柿

山
伏

」
の

動
作

を
真

似
た

り
、

声
を

出
し

た
り

し
な

が
ら

狂
言

の
お

も
し

ろ
さ

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
3

矢
掛

町
立

目
　

標
国

語
科

で
学

習
す

る
「

柿
山

伏
」

に
つ

い
て

、
実

際
に

体
験

し
た

り
本

物
に

触
れ

た
り

す
る

こ
と

で
、

伝
統

芸
能

に
つ

い
て

の
興

味
を

深
め

る
。

川
面

小
学

校
講

　
師

田
賀

屋
　

夙
生

対
象

者
6

年
生

13
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
2

日
（

月
）

10
：

30
～

12
：

00
内

　
容

・
狂

言
の

歴
史

的
背

景
や

、
現

在
狂

言
を

ど
の

よ
う

に
人

々
に

伝
え

て
い

る
か

の
講

話
　

　
　

・「
柿

山
伏

」
の

一
節

を
実

演
　

　
　

・
狂

言
体

験
成

　
果

伝
統

芸
能

「
狂

言
」

に
つ

い
て

興
味

や
関

心
が

高
ま

り
、

地
域

に
伝

わ
る

伝
統

に
つ

い
て

も
調

べ
て

い
き

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
高

ま
っ

た
。

【
日

本
画

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
倉

敷
市

立
目

　
標

日
本

画
に

親
し

み
、

実
際

に
描

い
て

み
る

。
連

島
南

小
学

校
講

　
師

原
田

　
よ

も
ぎ

、
潮

　
嘉

子
対

象
者

特
別

支
援

学
級

全
学

年
38

名
日

　
時

令
和

7
年

2
月

4
日

（
火

）
9：

30
～

11
：

30
内

　
容

絵
は

が
き

に
り

ん
ご

、
ぽ

ん
か

ん
を

描
く

。
成

　
果

そ
れ

ぞ
れ

の
児

童
が

、
日

本
画

の
絵

の
具

づ
く

り
を

体
験

し
実

際
に

絵
は

が
き

に
色

を
つ

け
、

満
足

す
る

作
品

を
完

成
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

水
墨

画
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

市
立

目
　

標
日

本
の

伝
統

文
化

の
ひ

と
つ

で
あ

る
水

墨
画

を
体

験
し

、
修

学
旅

行
で

の
水

墨
画

の
鑑

賞
や

、
図

工
で

学
習

す
る

教
材

に
生

か
す

た
め

。
三

門
小

学
校

講
　

師
間

嶋
　

郁
子

対
象

者
6

年
生

49
名

日
　

時
令

和
6

年
7

月
9

日
（

火
）

10
：

45
～

12
：

25
内

　
容

水
墨

画
の

歴
史

、
描

き
方

を
知

り
、

児
童

が
テ

ー
マ

を
決

め
て

水
墨

画
を

描
い

た
。

成
　

果
日

本
の

伝
統

文
化

を
身

近
に

感
じ

、
歴

史
的

に
価

値
の

あ
る

も
の

に
触

れ
た

り
、

自
分

で
実

践
し

た
り

す
る

態
度

を
育

成
で

き
た

。
2

倉
敷

市
立

目
　

標
・

水
墨

画
の

技
法

を
学

び
、

自
由

に
作

品
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

　
　

　
・

卒
業

前
に

、
仲

間
と

話
し

合
い

な
が

ら
（

相
互

理
解

）
作

品
と

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
る

倉
敷

支
援

学
校

講
　

師
間

嶋
　

郁
子

対
象

者
高

等
部

3
年

生
27

名
日

　
時

令
和

7
年

2
月

3
日

（
月

）
13

：
30

～
14

：
30

　

内
　

容
・

講
師

の
説

明
や

実
演

を
参

考
に

「
濃

淡
」「

に
じ

み
」「

か
す

れ
」

の
技

法
を

使
い

な
が

ら
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
作

品
を

描
い

た
・

水
墨

画
に

色
を

つ
け

て
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
作

品
を

仕
上

げ
た

成
　

果
水

彩
画

は
鉛

筆
で

下
描

き
を

す
る

こ
と

が
多

い
が

、
水

墨
画

は
筆

に
墨

を
つ

け
て

、
直

感
と

勢
い

で
描

く
の

で
、

こ
つ

こ
つ

塗
り

進
め

る
水

彩
画

と
は

違
う

楽
し

さ
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

3
玉

野
市

立
目

　
標

子
ど

も
た

ち
が

水
墨

画
の

技
法

を
学

び
、

体
験

を
通

し
て

日
本

文
化

の
魅

力
を

知
る

こ
と

。
鉾

立
小

学
校

講
　

師
間

嶋
　

郁
子

対
象

者
6

年
生

5
名

日
　

時
令

和
6

年
11

月
19

日
（

火
）

8：
45

～
10

：
25

内
　

容
水

墨
画

の
歴

史
、

濃
墨

・
薄

墨
の

つ
く

り
方

、
筆

の
持

ち
方

、
筆

遣
い

の
練

習
な

ど
水

墨
画

の
基

本
、

作
品

制
作

。
成

　
果

子
ど

も
た

ち
は

興
味

を
も

っ
て

話
を

聞
き

、
練

習
や

作
品

制
作

に
取

り
組

ん
で

い
た

。
4

笠
岡

市
立

目
　

標
日

本
の

伝
統

文
化

に
触

れ
、

実
際

に
体

験
す

る
こ

と
で

、
児

童
が

日
本

の
伝

統
文

化
の

良
さ

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

そ
れ

ら
を

大
切

に
し

、
後

世
に

伝
え

て
い

き
た

い
と

い
う

意
欲

を
育

む
。

神
内

小
学

校
講

　
師

間
嶋

　
郁

子
対

象
者

6
年

生
20

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

6
日

（
水

）
10

：
40

～
12

：
10

内
　

容
・

大
筆

、
小

筆
の

持
ち

方
、

筆
運

び
を

習
う

た
め

に
色

々
な

丸
を

描
い

て
み

る
　

　
・

墨
の

濃
淡

を
試

し
て

み
る

　
　

　
・

さ
ま

ざ
ま

な
技

法
の

要
素

の
あ

る
竹

の
描

き
方

を
習

う
　

　
　

・
文

化
祭

に
出

展
す

る
た

め
の

作
品

を
そ

れ
ぞ

れ
個

人
で

つ
く

る

成
　

果
・

初
め

は
ド

キ
ド

キ
、

お
っ

か
な

び
っ

く
り

で
描

い
て

い
た

子
ど

も
た

ち
も

、
時

間
が

経
つ

に
つ

れ
さ

ま
ざ

ま
な

図
案

、
濃

淡
や

色
に

大
胆

に
挑

戦
す

る
こ

と
が

で
き

た
・

墨
と

言
え

ば
習

字
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

か
ら

絵
画

に
も

な
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
5

鏡
野

町
立

目
　

標
社

会
科

「
室

町
の

文
化

」
お

よ
び

総
合

的
な

学
習

の
時

間
「

日
本

の
伝

統
に

親
し

も
う

」
の

学
習

を
、

体
験

を
通

じ
て

深
め

る
た

め
。

鶴
喜

小
学

校
講

　
師

間
嶋

　
郁

子
対

象
者

6
年

生
21

名
日

　
時

令
和

6
年

9
月

26
日

（
木

）
10

：
45

～
12

：
25

内
　

容
水

墨
画

に
つ

い
て

の
説

明
と

体
験

。
成

　
果

室
町

時
代

か
ら

現
代

に
続

く
伝

統
文

化
の

す
ば

ら
し

さ
を

実
感

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

浮
世

絵
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

総
社

市
立

目
　

標
世

界
に

誇
る

日
本

の
芸

術
で

あ
る

浮
世

絵
の

由
来

や
歴

史
を

学
ぶ

こ
と

で
、

日
本

文
化

の
す

ば
ら

し
さ

に
気

付
き

、
実

際
に

鑑
賞

・
制

作
し

て
、

そ
の

魅
力

を
体

感
す

る
。

総
社

中
学

校
講

　
師

タ
イ

ラ
　

コ
ウ

対
象

者
全

学
年

9
名

（
ク

ラ
ブ

活
動

）
日

　
時

令
和

6
年

8
月

5
日

（
月

）
13

：
30

～
16

：
30

　
内

　
容

講
義

と
浮

世
絵

摺
り

体
験

。

成
　

果
・

浮
世

絵
に

興
味

を
も

ち
、

日
本

文
化

の
す

ば
ら

し
さ

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
た

　
　

　
・

普
段

、
接

す
る

機
会

が
少

な
い

作
品

づ
く

り
を

通
し

て
、

今
後

の
個

人
・

共
同

制
作

の
発

想
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

た
【

染
織

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
和

気
町

立
目

　
標

染
織

を
通

し
て

昔
の

体
験

を
す

る
。

本
荘

小
学

校
講

　
師

藤
原

　
由

妃
対

象
者

4
～

6
年

生
13

名
　（

ク
ラ

ブ
活

動
）

日
　

時
①

令
和

7
年

2
月

10
日

（
月

）
14

：
35

～
15

：
20

　
　

　
②

令
和

7
年

2
月

17
日

（
月

）
14

：
35

～
15

：
20

内
　

容
玉

ね
ぎ

の
皮

を
使

っ
た

染
織

体
験

。
成

　
果

染
織

体
験

を
通

し
て

身
近

に
あ

る
も

の
が

ど
の

よ
う

に
色

付
け

さ
れ

て
い

た
か

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
七

宝
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

玉
野

市
立

目
　

標
体

験
を

通
し

て
、

日
本

文
化

の
良

さ
や

す
ば

ら
し

さ
、

受
け

継
が

れ
て

き
た

そ
の

理
由

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。
胸

上
小

学
校

講
　

師
岩

本
　

文
子

対
象

者
6

年
生

12
名

日
　

時
令

和
6

年
11

月
28

日
（

木
）

14
：

00
～

15
：

40
内

　
容

七
宝

焼
の

キ
ー

ホ
ル

ダ
ー

づ
く

り
。

成
　

果
日

本
文

化
の

良
さ

、
す

ば
ら

し
さ

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
、

自
分

た
ち

も
受

け
継

い
で

守
っ

て
い

き
た

い
と

い
う

態
度

を
育

て
る

こ
と

が
で

き
た

。
2

新
庄

村
立

目
　

標
伝

統
と

文
化

の
尊

重
を

目
的

に
、

日
本

の
伝

統
工

芸
の

ひ
と

つ
で

も
あ

る
七

宝
焼

を
体

験
し

、
日

本
文

化
の

良
さ

に
気

付
か

せ
る

。
新

庄
小

学
校

講
　

師
岩

本
　

文
子

対
象

者
5・

6
年

生
13

名
日

　
時

令
和

6
年

11
月

26
日

（
火

）
13

：
50

～
15

：
30

　
　

内
　

容
七

宝
焼

の
歴

史
や

七
宝

の
由

来
に

つ
い

て
の

学
習

、
作

品
制

作
。

成
　

果
講

師
に

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

な
が

ら
七

宝
焼

の
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
を

完
成

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
陶

芸
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

県
立

目
　

標
・

卒
業

制
作

の
一

環
と

し
て

備
前

焼
で

器
を

つ
く

る
　

　
　

・
備

前
焼

の
制

作
体

験
を

通
し

て
、

郷
土

の
伝

統
文

化
に

興
味

を
も

っ
た

り
、

知
識

を
深

め
た

り
す

る
倉

敷
ま

き
び

支
援

学
校

講
　

師
大

饗
　

利
秀

、
乗

松
　

美
歩

、
豊

田
　

賢
潔

対
象

者
高

等
部

3
年

生
28

名
日

　
時

令
和

6
年

9
月

11
日

（
水

）
9：

50
～

11
：

45
内

　
容

・
備

前
焼

の
ペ

ン
立

て
作

り
　

　
　

・
講

師
に

よ
る

ろ
く

ろ
示

範
成

　
果

・
郷

土
の

誇
る

伝
統

文
化

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
た

　
　

　
・

自
分

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

作
品

（
卒

業
記

念
）

を
つ

く
り

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た

－ 17 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
2

岡
山

市
立

目
　

標
社

会
科

「
焼

き
物

づ
く

り
の

さ
か

ん
な

町
・

伊
部

」
の

学
習

理
解

に
役

立
て

る
。

芳
明

小
学

校
講

　
師

大
饗

　
利

秀
、

豊
田

　
賢

潔
、

藤
原

　
章

対
象

者
4

年
生

90
名

日
　

時
令

和
6

年
10

月
31

日
（

木
）

13
：

50
～

15
：

30
内

　
容

・
備

前
焼

の
歴

史
や

制
作

工
程

の
映

像
資

料
視

聴
　

　
　

・
講

師
に

よ
る

ろ
く

ろ
実

演
の

見
学

　
　

　
・

陶
芸

体
験

「
ペ

ン
立

て
を

つ
く

ろ
う

！
」

成
　

果
・

実
際

に
備

前
焼

作
家

の
技

術
を

目
に

す
る

こ
と

で
昔

か
ら

大
切

に
受

け
継

が
れ

て
き

た
備

前
焼

の
技

術
と

す
ば

ら
し

さ
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
・

自
分

た
ち

も
体

験
す

る
こ

と
で

次
世

代
に

伝
え

て
い

き
た

い
と

い
う

思
い

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
3

岡
山

市
立

目
　

標
岡

山
県

の
伝

統
工

芸
で

あ
る

備
前

焼
に

触
れ

、
作

陶
を

実
際

に
見

て
自

分
で

も
簡

単
な

小
物

を
つ

く
る

。
横

井
小

学
校

講
　

師
大

饗
　

利
秀

、
豊

田
　

賢
潔

、
藤

原
　

章
、

佐
々

木
　

剛
対

象
者

4
年

生
11

7
名

日
　

時
令

和
7

年
1

月
14

日
（

火
）

13
：

50
～

15
：

25

内
　

容
・

Ｄ
Ｖ

Ｄ
を

視
聴

（
備

前
焼

の
つ

く
り

方
や

工
夫

、
苦

労
に

つ
い

て
知

る
）　

　
　

・
ろ

く
ろ

や
菊

練
り

な
ど

の
見

学
（

実
際

に
職

人
の

技
を

見
学

し
、

備
前

焼
を

つ
く

る
す

ご
さ

を
体

感
す

る
）　

　
　

・
備

前
焼

で
の

ペ
ン

立
て

づ
く

り
（

実
際

に
つ

く
っ

て
難

し
さ

や
楽

し
さ

、
苦

労
を

体
験

す
る

）
成

　
果

講
師

の
職

人
技

を
実

際
に

見
て

、
備

前
焼

の
す

ば
ら

し
さ

を
実

感
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
自

分
で

も
つ

く
っ

て
み

た
い

と
い

う
意

欲
を

高
め

、
ひ

よ
せ

に
触

れ
、

さ
ら

に
社

会
の

学
習

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
4

岡
山

市
立

野
谷

小
学

校
目

　
標

講
座

活
動

を
通

し
て

学
ん

だ
こ

と
を

生
か

し
、

工
芸

品
を

つ
く

る
技

術
の

難
し

さ
や

創
作

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

わ
せ

た
い

。
ま

た
、

さ
ま

ざ
ま

な
備

前
焼

を
見

た
り

、
焼

き
あ

が
る

前
の

土
の

感
触

な
ど

も
体

験
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

備
前

焼
の

良
さ

を
さ

ら
に

感
じ

て
ほ

し
い

。
講

　
師

大
饗

　
利

秀
対

象
者

4
年

生
24

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

21
日

（
火

）
13

：
50

～
15

：
25

内
　

容
・

Ｄ
Ｖ

Ｄ
に

よ
る

制
作

工
程

の
学

習
　

　
　

・
ろ

く
ろ

実
演

の
見

学
　

　
　

・
実

技
「

ペ
ン

立
て

づ
く

り
」　

　
　

・
質

疑
応

答
成

　
果

実
際

に
体

験
す

る
こ

と
で

、
備

前
焼

な
ど

の
伝

統
工

芸
品

に
興

味
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

備
前

焼
づ

く
り

の
工

夫
や

苦
労

を
体

感
し

、
学

習
し

た
こ

と
が

よ
り

深
ま

っ
た

。
5

岡
山

市
立

目
　

標
備

前
焼

の
歴

史
を

知
り

、
実

際
に

体
験

活
動

を
行

う
。

開
成

小
学

校
講

　
師

大
饗

　
利

秀
対

象
者

4
年

生
22

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

24
日

（
金

）
13

：
50

～
15

：
35

内
　

容
・

D
V

D
、

動
画

で
備

前
焼

の
歴

史
に

つ
い

て
学

習
　

　
　

・
講

師
の

実
演

を
見

学
　

　
　

・
児

童
が

実
際

に
体

験
活

動
を

行
う

成
　

果
実

際
に

講
師

が
備

前
焼

を
つ

く
る

工
程

を
見

せ
て

く
だ

さ
っ

た
と

き
、

児
童

は
感

動
し

て
い

た
。

社
会

の
学

習
に

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

た
。

6
備

前
市

立
目

　
標

地
元

産
業

・
文

化
で

あ
る

備
前

焼
を

通
し

て
、

工
芸

・
デ

ザ
イ

ン
分

野
に

つ
い

て
広

く
深

く
学

ぶ
。

吉
永

中
学

校
講

　
師

大
饗

　
利

秀
対

象
者

3
年

生
30

名
日

　
時

令
和

6
年

9
月

19
日

（
木

）
10

：
55

～
12

：
45

内
　

容
・

使
用

さ
れ

る
食

器
づ

く
り

を
目

標
に

「
思

い
」

を
「

形
」

に
し

て
い

く
制

作
を

行
っ

た
　

　
　

・
当

日
用

意
さ

れ
た

粘
土

と
事

前
の

計
画

を
ど

の
よ

う
に

擦
り

合
わ

せ
る

か
、

そ
の

な
か

で
ど

ん
な

気
付

き
が

あ
る

か
を

振
り

返
る

成
　

果
動

画
や

文
章

で
知

識
を

入
れ

る
こ

と
が

で
き

、
ま

た
実

践
で

の
と

ま
ど

い
が

良
い

経
験

と
な

り
将

来
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
と

思
わ

れ
る

。
作

品
が

焼
き

あ
が

っ
た

と
き

、
生

徒
た

ち
は

何
か

を
感

じ
る

と
思

う
。

【
書

写
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

市
立

目
　

標
書

き
初

め
展

に
向

け
て

長
半

紙
に

文
字

を
整

え
て

書
く

指
導

を
し

て
い

た
だ

く
。

浮
田

小
学

校
講

　
師

柴
原

　
靖

彦
対

象
者

4・
6

年
生

43
名

日
　

時
①

令
和

6
年

12
月

10
日

（
火

）
10

：
45

～
12

：
20

　
　

　
②

令
和

6
年

12
月

17
日

（
火

）
10

：
45

～
12

：
20

　
　

　
内

　
容

毛
筆

で
長

半
紙

に
書

く
と

き
の

字
形

や
、

漢
字

や
ひ

ら
が

な
の

形
、

大
き

さ
の

注
意

点
や

筆
の

使
い

方
な

ど
を

一
人

ひ
と

り
に

合
わ

せ
て

丁
寧

に
教

え
て

い
た

だ
い

た
。

成
　

果
一

人
ひ

と
り

に
合

わ
せ

た
声

か
け

を
し

て
い

た
だ

き
、

長
半

紙
で

書
く

こ
と

に
苦

手
意

識
の

あ
っ

た
児

童
も

前
向

き
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
【

俳
句

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
津

山
市

立
目

　
標

3
年

生
か

ら
学

習
す

る
「

俳
句

」
に

つ
い

て
、

地
域

で
活

動
を

行
っ

て
い

る
「

網
俳

句
会

」
の

方
に

指
導

を
し

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
児

童
が

俳
句

に
親

し
む

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
南

小
学

校
講

　
師

黒
瀬

　
紘

子
、

四
宮

　
和

美
対

象
者

5
年

生
15

名
日

　
時

令
和

7
年

1
月

15
日

 （
水

）
10

：
35

～
12

：
10

内
　

容
・

俳
句

が
「

五
・

七
・

五
」

の
十

七
音

で
構

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
季

語
が

使
わ

れ
て

い
る

こ
と

な
ど

の
説

明
　

　
　

・
講

師
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

な
が

ら
作

句
・

児
童

が
作

っ
た

俳
句

を
並

べ
、

鑑
賞

会
を

行
う

成
　

果
児

童
全

員
が

季
語

を
使

っ
て

作
句

す
る

こ
と

が
で

き
、

さ
ら

に
講

師
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
で

よ
り

良
い

俳
句

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
授

業
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
多

く
の

児
童

が
楽

し
か

っ
た

と
答

え
た

。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
【

着
付

け
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

瀬
戸

内
市

立
牛

窓
中

学
校

目
　

標
家

庭
科

の
衣

生
活

の
分

野
で

「
日

本
の

伝
統

的
な

衣
服

で
あ

る
和

服
に

つ
い

て
触

れ
る

。
ま

た
、

基
本

的
な

着
装

を
扱

う
こ

と
が

で
き

る
」

と
い

う
内

容
が

あ
り

、
実

際
に

浴
衣

を
着

る
体

験
を

通
し

て
、

和
服

を
よ

り
身

近
な

も
の

と
し

て
感

じ
さ

せ
た

い
。

講
　

師
近

藤
　

典
博

、
磯

島
　

眞
理

子
、

青
木

　
宣

親
対

象
者

全
学

年
10

0
名

日
　

時
令

和
6

年
7

月
9

日
（

火
）

8：
50

～
12

：
40

内
　

容
・

着
物

と
浴

衣
の

歴
史

、
構

造
と

名
称

　
　

　
・

浴
衣

の
構

造
と

名
称

　
　

　
・

浴
衣

を
着

る
た

め
に

必
要

な
も

の
　

　
　

・
浴

衣
着

用
・

浴
衣

を
着

て
の

立
ち

振
る

舞
い

　
　

　
・

記
念

写
真

　
　

　
・

浴
衣

の
畳

み
方

成
　

果
実

際
に

浴
衣

を
着

る
こ

と
で

、
洋

服
と

は
違

う
面

に
気

付
く

と
と

も
に

、
和

服
に

対
し

て
興

味
や

関
心

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

浴
衣

の
着

付
け

方
法

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
投

扇
興

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
矢

掛
町

立
目

　
標

投
扇

興
を

体
験

す
る

活
動

を
通

じ
て

、
日

本
の

伝
統

文
化

に
親

し
み

関
心

を
も

つ
。

美
川

小
学

校
講

　
師

田
中

　
克

郎
対

象
者

全
学

年
22

名
日

　
時

令
和

6
年

6
月

26
日

（
水

）
13

：
20

～
14

：
05

内
　

容
・

講
師

に
よ

る
試

技
と

ル
ー

ル
説

明
　

　
　

・
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

投
扇

興
の

体
験

　
　

　
・

ふ
り

返
り

成
　

果
初

め
て

体
験

す
る

児
童

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
っ

た
が

、
高

得
点

の
技

が
決

ま
る

児
童

が
い

て
大

変
盛

り
上

が
っ

た
。

う
ま

く
で

き
な

か
っ

た
児

童
か

ら
「

ま
た

や
っ

て
み

た
い

」
と

い
う

声
も

あ
り

当
初

の
ね

ら
い

が
達

成
で

き
た

。
【

選
択

授
業

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
市

立
目

　
標

社
会

科
の

室
町

文
化

を
学

習
し

た
あ

と
の

発
展

学
習

と
し

て
行

う
こ

と
で

、
今

に
続

く
文

化
の

良
さ

を
実

感
す

る
。

西
大

寺
南

小
学

校
講

　
師

［
茶

道
］

宮
本

　
京

子
　

　
　［

華
道

］
絹

輪
　

み
ど

り
、

吉
野

　
和

江
対

象
者

6
年

生
23

名
（

茶
道

11
名

、
華

道
12

名
）

茶
道

/
華

道
日

　
時

令
和

6
年

10
月

3
日

（
木

）
13

：
50

～
15

：
25

内
　

容
［

茶
道

］
礼

儀
作

法
を

学
び

、
お

茶
の

い
た

だ
き

方
や

た
て

方
な

ど
を

体
験

し
た

。
［

華
道

］
華

道
の

歴
史

や
花

の
種

類
な

ど
を

教
え

て
い

た
だ

き
、

実
際

に
生

け
花

を
体

験
し

た
。

成
　

果
当

時
の

社
会

に
平

穏
を

求
め

た
人

々
の

心
情

を
考

え
た

り
、

伝
統

文
化

に
対

す
る

関
心

を
高

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

2
岡

山
市

立
幡

多
小

学
校

目
　

標
日

本
の

伝
統

的
な

文
化

に
触

れ
、

体
験

し
た

り
調

べ
た

り
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

日
本

の
文

化
を

尊
重

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

。

講
　

師
［

茶
道

］
藤

井
　

宗
眞

　
　

　［
華

道
］

吉
野

　
和

江
、

絹
輪

　
み

ど
り

　
　

　［
和

太
鼓

］
田

中
　

み
ず

ほ
［

水
墨

画
］

間
嶋

　
郁

子
　

　
　［

投
扇

興
］

田
中

　
克

郎
　

　
　

茶
道

/
華

道
/

和
太

鼓
/

対
象

者
3

年
生

16
0

名
（

茶
道

32
名

、
華

道
31

名
、

和
太

鼓
28

名
、

水
墨

画
30

名
、

投
扇

興
39

名
）

水
墨

画
/

投
扇

興
日

　
時

令
和

6
年

10
月

18
日

（
金

）
9：

15
～

11
：

00

内
　

容

［
茶

道
］

①
基

本
講

義
　

　
　

②
お

茶
の

作
法

や
お

菓
子

の
食

べ
方

の
指

導
と

実
演

　
　

　
③

実
践

と
質

問
［

華
道

］
①

基
本

講
義

　
　

　
②

生
け

花
体

験
［

和
太

鼓
］

①
礼

儀
作

法
に

つ
い

て
　

　
　

②
和

太
鼓

の
基

本
講

義
　

　
　

③
演

奏
体

験
［

水
墨

画
］

①
水

墨
画

の
歴

史
　

　
　

②
基

本
の

練
習

　
　

　
③

作
品

づ
く

り
［

投
扇

興
］

①
投

扇
興

の
お

手
本

と
銘

定
の

紹
介

　
　

　
②

練
習

　
　

　
③

投
扇

興
で

点
数

を
つ

け
て

競
う

成
　

果

［
茶

道
］

歴
史

や
作

法
に

つ
い

て
、

分
か

り
や

す
く

繰
り

返
し

ご
指

導
い

た
だ

き
、

子
ど

も
た

ち
が

楽
し

く
体

験
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

心
を

落
ち

着
け

て
取

り
組

ん
だ

り
、

視
覚

と
味

覚
か

ら
嗜

む
と

い
う

こ
と

を
学

ん
だ

り
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

［
華

道
］

華
道

の
歴

史
を

学
ん

で
お

手
本

を
見

せ
て

い
た

だ
き

、
児

童
は

自
分

の
発

想
を

生
か

し
な

が
ら

楽
し

く
体

験
で

き
た

。
［

和
太

鼓
］

和
太

鼓
の

基
本

だ
け

で
な

く
礼

儀
・

作
法

に
つ

い
て

学
び

、
実

際
に

伝
統

の
技

を
感

じ
な

が
ら

演
奏

し
工

夫
と

表
現

を
楽

し
み

な
が

ら
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

［
水

墨
画

］
水

墨
画

の
歴

史
に

つ
い

て
学

び
、

実
際

に
自

分
で

描
く

こ
と

を
通

し
て

、
描

き
方

を
学

ん
だ

り
、

自
分

の
描

き
た

い
題

材
を

描
い

た
り

し
て

伝
統

文
化

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

。
［

投
扇

興
］

実
際

に
投

扇
興

で
遊

ぶ
こ

と
を

通
し

て
、

集
中

し
て

的
を

ね
ら

っ
た

り
、

友
だ

ち
と

声
を

か
け

合
っ

た
り

し
な

が
ら

伝
統

文
化

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

。
3

岡
山

市
立

目
　

標
室

町
文

化
体

験
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

そ
の

良
さ

に
親

し
み

、
室

町
文

化
が

現
代

の
生

活
に

も
生

き
て

い
る

こ
と

を
体

験
を

通
し

て
考

え
る

。
御

野
小

学
校

講
　

師
［

華
道

］
吉

野
　

和
江

、
岸

田
　

洋
枝

　
　

　［
水

墨
画

］
間

嶋
　

郁
子

　
　

　［
狂

言
］

田
賀

屋
　

夙
生

対
象

者
6

年
生

99
名

（
華

道
37

名
、

水
墨

画
31

名
、

狂
言

31
名

）
華

道
/

水
墨

画
/

狂
言

日
　

時
令

和
6

年
10

月
25

日
（

金
）

8：
50

～
10

：
20

内
　

容
［

華
道

］
生

け
花

体
験

。
［

水
墨

画
］

技
法

練
習

と
清

書
。

［
狂

言
］「

柿
山

伏
」

を
題

材
に

し
た

狂
言

体
験

。
成

　
果

体
験

を
通

し
て

、
今

に
伝

わ
る

室
町

文
化

の
良

さ
を

知
る

こ
と

が
で

き
、

そ
れ

ら
を

大
切

に
継

承
し

て
い

き
た

い
と

い
う

思
い

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
。

－ 19 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
4

倉
敷

市
立

目
　

標
文

化
体

験
を

通
し

て
、

日
本

の
伝

統
的

な
文

化
に

興
味

を
も

ち
、

現
代

に
受

け
継

が
れ

て
い

る
文

化
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
児

島
小

学
校

講
　

師
［

華
道

］
津

崎
　

敬
子

、
土

谷
　

幸
子

　
　

　［
茶

道
］

宮
本

　
京

子
　

　
　［

水
墨

画
］

間
嶋

　
郁

子
　

　
　［

和
太

鼓
］

塩
尻

　
司

　
　

　
対

象
者

6
年

生
10

1
名

（
華

道
28

名
、

茶
道

23
名

、
水

墨
画

22
名

、
和

太
鼓

28
名

）
華

道
/

茶
道

/
水

墨
画

/
和

太
鼓

日
　

時
令

和
6

年
9

月
20

日
（

金
）

10
：

30
～

12
：

00

内
　

容

［
華

道
］

歴
史

や
生

け
方

を
学

び
、

花
材

を
生

か
し

て
花

を
生

け
る

。
［

茶
道

］
歴

史
や

飲
み

方
を

学
び

、
作

法
を

大
切

に
し

な
が

ら
お

茶
を

い
た

だ
く

。
［

水
墨

画
］

歴
史

や
描

き
方

を
学

び
、

墨
の

濃
淡

を
生

か
し

て
絵

を
描

く
。

［
和

太
鼓

］
姿

勢
や

た
た

き
方

を
学

び
、

み
ん

な
で

演
奏

す
る

。

成
　

果

社
会

科
で

学
ん

だ
内

容
と

現
代

の
日

本
文

化
が

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
に

気
付

き
、

日
本

の
伝

統
文

化
に

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
。

以
下

は
各

講
座

の
児

童
か

ら
の

感
想

。
［

華
道

］
花

に
も

命
が

あ
る

の
で

こ
れ

か
ら

も
大

切
に

生
け

て
い

き
た

い
と

感
じ

た
。

［
茶

道
］

礼
儀

や
座

り
方

な
ど

基
本

を
教

え
て

も
ら

っ
た

の
で

、
学

校
生

活
以

外
で

も
役

立
て

て
い

き
た

い
。

［
水

墨
画

］
墨

だ
け

で
美

し
い

作
品

が
で

き
る

こ
と

に
感

動
し

た
。

筆
な

の
で

少
し

難
し

か
っ

た
。

［
和

太
鼓

］
み

ん
な

と
音

を
合

わ
せ

る
の

が
難

し
く

、
最

後
に

全
員

で
演

奏
し

た
時

に
体

育
館

全
体

に
音

が
響

い
て

す
ご

か
っ

た
。

5
倉

敷
市

立
目

　
標

生
徒

自
身

が
興

味
の

あ
る

活
動

を
選

択
し

て
取

り
組

む
こ

と
で

、
余

暇
活

動
の

幅
を

広
げ

る
。

専
門

的
な

指
導

を
受

け
る

こ
と

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
の

魅
力

を
よ

り
深

く
体

感
し

、
主

体
的

に
取

り
組

む
姿

勢
を

養
う

。
倉

敷
支

援
学

校
講

　
師

［
水

墨
画

］
間

嶋
　

郁
子

　
　

　［
和

太
鼓

］
田

中
　

み
ず

ほ
　

　
　［

現
代

舞
踊

］
高

原
　

み
ゆ

き
対

象
者

中
学

部
全

学
年

64
名

（
水

墨
画

17
名

、
和

太
鼓

25
名

、
現

代
舞

踊
21

名
）

水
墨

画
/

和
太

鼓
/

日
　

時
①

令
和

6
年

11
月

1
日

（
金

）
10

：
30

～
12

：
00

　
　

　
②

令
和

7
年

1
月

23
日

（
木

）
10

：
30

～
12

：
00

現
代

舞
踊

内
　

容
［

水
墨

画
］

基
本

的
な

筆
の

使
い

方
を

練
習

し
た

あ
と

、
自

分
の

描
き

た
い

も
の

を
選

ん
で

表
現

し
た

。
色

付
け

も
し

て
、

作
品

を
完

成
さ

せ
た

。
［

和
太

鼓
］

礼
法

指
導

、
太

鼓
の

た
た

き
方

、
リ

ズ
ム

な
ど

、
個

人
で

の
た

た
く

技
能

に
加

え
て

み
ん

な
で

奏
で

る
一

体
感

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

。
［

現
代

舞
踊

］
体

づ
く

り
運

動
や

リ
ズ

ム
ダ

ン
ス

な
ど

、
音

を
感

じ
な

が
ら

楽
し

く
身

体
を

動
か

し
た

。
成

　
果

ど
の

生
徒

も
達

成
感

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
、

そ
れ

ぞ
れ

の
講

座
に

お
け

る
魅

力
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

た
。

主
体

的
に

活
動

す
る

姿
が

見
ら

れ
た

。
6

玉
野

市
立

目
　

標
普

段
聞

く
こ

と
が

な
い

日
本

の
伝

統
音

楽
に

触
れ

る
こ

と
で

、
そ

の
良

さ
や

美
し

さ
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

、
日

本
だ

け
で

な
く

さ
ま

ざ
ま

な
国

の
音

楽
文

化
を

理
解

す
る

態
度

を
養

う
。

山
田

中
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

三
上

　
澄

之
　

　
　［

和
太

鼓
］

田
中

　
み

ず
ほ

　
　

　
　

　
対

象
者

全
学

年
32

名
（

箏
曲

14
名

、
和

太
鼓

18
名

）
箏

曲
/

和
太

鼓
日

　
時

令
和

6
年

10
月

17
日

（
木

）
13

：
30

～
15

：
20

内
　

容
［

箏
］

爪
の

付
け

方
や

楽
譜

の
読

み
方

の
学

習
、「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
の

演
奏

体
験

。
［

和
太

鼓
］

和
太

鼓
に

つ
い

て
の

説
明

と
礼

儀
作

法
。

　
　

　

成
　

果
［

箏
］

箏
の

師
範

演
奏

を
聞

く
こ

と
で

生
徒

た
ち

の
興

味
や

関
心

が
高

ま
り

、
実

際
に

習
う

こ
と

で
日

本
の

伝
統

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

た
。

［
和

太
鼓

］
生

徒
た

ち
の

心
を

つ
か

む
熱

い
指

導
で

み
る

み
る

上
達

し
て

い
き

、
最

後
は

生
徒

た
ち

が
一

つ
に

な
っ

て
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

、
日

本
の

伝
統

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

た
。

7
総

社
市

立
目

　
標

室
町

文
化

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
総

社
中

央
小

学
校

講
　

師
［

華
道

］
吉

野
　

和
江

、
岸

田
　

洋
枝

　
　

　［
茶

道
］

宮
本

　
京

子
　

　
　［

狂
言

］
田

賀
屋

　
夙

生
対

象
者

6
年

生
71

名
（

華
道

27
名

、
茶

道
20

名
、

狂
言

24
名

）
華

道
/

茶
道

/
狂

言
日

　
時

令
和

6
年

9
月

5
日

（
木

）
10

：
30

～
12

：
05

内
　

容
茶

道
、

華
道

、
狂

言
の

中
か

ら
児

童
が

１
つ

選
択

し
て

講
座

を
受

講
。

成
　

果
体

験
を

通
し

て
伝

統
文

化
に

触
れ

、
理

解
を

深
め

た
。

8
赤

磐
市

立
目

　
標

箏
、

尺
八

、
和

太
鼓

そ
れ

ぞ
れ

の
独

特
な

旋
律

や
リ

ズ
ム

、
音

色
の

豊
か

さ
や

奏
法

の
特

徴
を

体
験

す
る

こ
と

に
よ

り
、

日
本

の
楽

器
に

親
し

む
心

情
や

伝
統

音
楽

を
大

切
に

す
る

心
を

育
て

る
。

吉
井

中
学

校
講

　
師

［
箏

曲
］

狩
野

　
章

定
　

　
　［

尺
八

］
加

東
　

吹
山

　
　

　［
和

太
鼓

］
塩

尻
　

司
　

　
　

　
　

　
対

象
者

全
学

年
39

名
（

箏
曲

18
名

、
尺

八
16

名
、

和
太

鼓
20

名
）

箏
曲

/
尺

八
/

和
太

鼓
日

　
時

令
和

6
年

6
月

25
日

（
火

）
9：

55
～

12
：

45

内
　

容
［

箏
曲

］
箏

の
楽

器
に

つ
い

て
の

説
明

。
講

師
に

よ
る

模
範

演
奏

。「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
演

奏
体

験
。

［
尺

八
］

尺
八

の
楽

器
に

つ
い

て
の

説
明

。
講

師
に

よ
る

模
範

演
奏

。
尺

八
の

か
ま

え
方

や
音

の
出

し
方

、
運

指
法

。
［

和
太

鼓
］

和
太

鼓
の

楽
器

に
つ

い
て

の
説

明
と

礼
儀

作
法

。
奏

法
や

リ
ズ

ム
打

ち
と

姿
勢

や
か

け
声

の
指

導
。

成
　

果
［

箏
曲

］
最

初
に

箏
と

尺
八

の
模

範
演

奏
を

聞
き

、
実

際
に

爪
を

つ
け

て
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
の

演
奏

体
験

を
し

て
、

意
外

に
絃

が
固

い
こ

と
や

心
を

入
れ

て
演

奏
す

る
こ

と
が

大
切

だ
と

学
ん

だ
。

［
尺

八
］

尺
八

の
構

造
を

聞
い

た
あ

と
、

音
を

出
す

体
験

を
し

、
す

ぐ
に

は
音

が
出

せ
な

い
も

の
の

ほ
ぼ

全
員

の
生

徒
が

音
を

出
せ

る
よ

う
に

な
り

「
ま

た
挑

戦
し

た
い

」
と

感
じ

る
生

徒
が

み
ら

れ
た

。
［

和
太

鼓
］

和
太

鼓
の

さ
ま

ざ
ま

な
リ

ズ
ム

奏
法

、
姿

勢
や

礼
儀

の
大

切
さ

を
学

び
、

正
し

い
リ

ズ
ム

だ
け

で
な

く
心

を
入

れ
て

音
を

出
す

こ
と

が
重

要
と

い
う

話
な

ど
が

生
徒

た
ち

の
心

に
響

い
て

い
る

。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

県
立

目
　

標
歌

唱
や

よ
い

声
を

出
す

た
め

の
身

体
の

ほ
ぐ

し
方

を
学

ん
だ

り
、

音
楽

に
合

わ
せ

て
指

揮
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
岡

山
南

支
援

学
校

講
　

師
高

野
　

敦
対

象
者

中
学

部
2

年
生

14
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

4
日

（
火

）
13

：
30

～
14

：
20

　
　

　
②

令
和

6
年

6
月

11
日

 （
火

）
13

：
30

～
14

：
20

　
　

　
③

令
和

6
年

6
月

18
日

 （
火

）
13

：
30

～
14

：
20

④
令

和
6

年
6

月
25

日
 （

火
）

13
：

30
～

14
：

20
内

　
容

・
身

体
の

ほ
ぐ

し
方

や
簡

単
な

リ
ト

ミ
ッ

ク
　

　
　

・
歌

唱
指

導
　

　
　

・
指

揮
者

体
験

成
　

果
良

い
声

を
出

す
た

め
の

身
体

の
ほ

ぐ
し

方
や

歌
唱

方
法

に
つ

い
て

知
り

、
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
指

揮
者

体
験

で
は

三
拍

子
や

四
拍

子
の

ふ
り

方
を

知
り

、
個

々
が

そ
れ

ぞ
れ

感
じ

た
音

楽
を

指
揮

で
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

2
岡

山
市

立
目

　
標

音
楽

会
に

向
け

て
、

児
童

・
教

師
と

も
に

発
声

に
つ

い
て

教
え

て
い

た
だ

く
。

建
部

小
学

校
講

　
師

脇
本

　
恵

子
対

象
者

3
～

6
年

生
91

名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

26
日

（
木

）
9：

30
～

10
：

15
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
3

日
（

木
）

9：
30

～
10

：
15

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

18
日

（
金

）
10

：
40

～
11

：
25

④
令

和
6

年
10

月
29

日
（

火
）

13
：

35
～

14
：

20
内

　
容

発
声

指
導

と
各

学
年

の
発

表
曲

に
つ

い
て

歌
詞

の
意

味
、

歌
い

方
（

技
能

）
の

指
導

。
成

　
果

発
声

の
仕

方
を

知
り

、
正

し
く

発
声

し
よ

う
と

す
る

姿
が

見
ら

れ
た

。
ま

た
、

歌
詞

の
意

味
を

理
解

す
る

こ
と

で
表

現
力

が
身

に
つ

い
た

。
ま

た
、

ピ
ア

ノ
伴

奏
に

つ
い

て
も

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
い

た
。

3
岡

山
市

立
目

　
標

プ
ロ

の
講

師
に

発
声

方
法

、
曲

想
の

と
ら

え
方

、
表

現
方

法
を

教
え

て
い

た
だ

く
こ

と
に

よ
り

、
合

唱
に

対
す

る
意

識
を

高
め

る
と

と
も

に
、

歌
唱

技
術

の
向

上
を

ね
ら

う
。

福
渡

小
学

校
講

　
師

佐
々

木
　

英
代

、
鴨

井
　

敦
子

対
象

者
全

学
年

45
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

26
日

（
木

）
10

：
45

～
12

：
15

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

31
日

（
木

）
10

：
45

～
12

：
15

　
　

内
　

容
1・

2
年

生
と

3
～

6
年

生
に

分
か

れ
て

、
校

内
音

楽
発

表
会

の
合

唱
曲

の
指

導
を

し
て

い
た

だ
い

た
。

成
　

果
指

導
後

に
、

声
の

大
き

さ
、

強
弱

な
ど

、
曲

想
に

合
わ

せ
た

表
現

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
4

岡
山

市
立

目
　

標
正

し
い

発
声

の
仕

方
を

身
に

つ
け

、
友

だ
ち

と
重

ね
て

歌
う

楽
し

さ
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

教
員

も
合

唱
の

指
導

の
仕

方
を

学
ぶ

機
会

と
す

る
。

妹
尾

小
学

校
講

　
師

高
野

　
敦

対
象

者
２

・
４

・
６

年
生

21
7

名
日

　
時

①
令

和
6

年
10

月
17

日
 （

木
）

13
：

45
～

15
：

20
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
24

日
 （

木
）

13
：

45
～

15
：

20
内

　
容

10
月

17
日

は
2

年
と

6
年

、
24

日
は

4
年

と
6

年
が

受
講

。
学

習
発

表
会

で
歌

う
合

唱
曲

の
指

導
、

立
ち

方
、

息
の

吸
い

方
、

声
の

出
し

方
な

ど
基

本
的

な
こ

と
と

歌
詞

や
曲

に
合

わ
せ

た
歌

い
方

の
工

夫
に

つ
い

て
の

指
導

。

成
　

果
ど

の
学

年
も

息
を

し
っ

か
り

吸
っ

て
声

を
出

す
こ

と
や

、
体

育
館

の
後

方
ま

で
届

く
よ

う
に

声
を

出
す

こ
と

を
、

実
践

を
通

し
て

理
解

で
き

た
。

何
よ

り
も

高
野

先
生

の
歌

う
姿

勢
や

出
し

て
い

る
声

を
見

た
り

聞
い

た
り

し
た

こ
と

で
、

合
唱

の
イ

メ
ー

ジ
を

持
ち

歌
う

楽
し

さ
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

5
岡

山
市

立
小

串
小

学
校

目
　

標
10

月
（

２
学

期
）

に
は

学
習

発
表

会
、

２
月

（
３

学
期

）
に

は
卒

業
式

に
向

け
て

、
歌

唱
の

基
礎

を
学

ぶ
こ

と
で

、
児

童
が

見
通

し
や

意
欲

、
自

信
を

も
っ

て
歌

唱
活

動
に

臨
め

る
よ

う
に

な
る

こ
と

、
ま

た
、

学
校

生
活

の
重

要
な

節
目

の
行

事
に

お
け

る
歌

唱
活

動
に

対
し

て
主

体
的

に
取

り
組

み
、

達
成

感
を

も
て

る
よ

う
に

す
る

。
講

　
師

脇
本

　
恵

子
対

象
者

２
～

６
年

生
22

名
日

　
時

①
令

和
６

年
10

月
22

日
（

火
）

10
：

45
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
６

年
11

月
１

日
（

金
）

10
：

45
～

11
：

30
　

　
　

③
令

和
７

年
２

月
25

日
（

火
）

10
：

45
～

12
：

20

内
　

容
［

10
月

］
呼

吸
や

姿
勢

な
ど

の
発

声
の

基
礎

と
、

学
習

発
表

会
の

全
校

歌
唱

曲
「

世
界

を
旅

す
る

音
楽

室
」

に
つ

い
て

、
楽

曲
理

解
と

歌
唱

表
現

の
指

導
。

［
２

月
］

呼
吸

や
姿

勢
な

ど
の

発
声

の
基

礎
と

、
卒

業
式

の
全

校
歌

唱
曲

「
ひ

ま
わ

り
の

約
束

」
お

よ
び

本
校

校
歌

に
つ

い
て

、
楽

曲
理

解
と

歌
唱

表
現

の
指

導
。

成
　

果
受

講
前

は
、

音
同

士
を

切
っ

て
発

声
し

て
い

る
児

童
が

多
か

っ
た

。
受

講
後

は
児

童
の

な
か

で
「

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

よ
う

に
音

を
つ

な
げ

よ
う

」
と

意
識

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
、

自
発

的
に

声
の

出
し

方
や

姿
勢

を
意

識
し

て
歌

う
姿

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

6
岡

山
市

立
目

　
標

学
習

発
表

会
で

発
表

す
る

合
唱

の
指

導
の

た
め

。
石

井
小

学
校

講
　

師
脇

本
　

恵
子

対
象

者
6

年
生

60
名

日
　

時
①

令
和

6
年

10
月

24
日

 （
木

）
10

：
55

～
11

：
40

　
　

　
②

令
和

6
年

11
月

12
日

 （
火

）
14

：
00

～
14

：
45

内
　

容
合

唱
す

る
う

え
で

大
切

な
こ

と
（

姿
勢

、
息

の
出

し
方

、
響

き
の

つ
く

り
方

）
の

指
導

の
あ

と
、

実
際

に
歌

を
歌

い
な

が
ら

発
声

の
方

法
な

ど
の

指
導

を
し

て
い

た
だ

い
た

。
成

　
果

子
ど

も
た

ち
の

歌
声

が
明

る
く

の
び

や
か

に
変

わ
り

、
心

に
残

る
合

唱
に

な
っ

た
。

7
岡

山
市

立
目

　
標

卒
業

式
に

向
け

て
の

合
唱

・
歌

唱
の

上
達

と
今

ま
で

培
っ

た
歌

声
の

維
持

。
馬

屋
上

小
学

校
講

　
師

佐
々

木
　

英
代

、
鴨

井
　

敦
子

　
　

対
象

者
全

学
年

30
名

日
　

時
①

令
和

７
年

２
月

13
日

（
木

）
13

：
30

～
14

：
30

　
　

　
②

令
和

７
年

２
月

27
日

（
木

）
13

：
30

～
14

：
30

内
　

容
・

発
声

練
習

で
声

の
出

し
方

の
指

導
　

　
　

・「
旅

立
ち

の
日

に
」

の
二

部
合

唱
の

指
導

、
歌

い
方

、
拍

の
と

り
方

の
指

導

成
　

果
腹

筋
を

使
っ

て
、

頭
声

発
声

で
声

が
出

る
よ

う
に

な
り

、
高

音
が

き
れ

い
に

な
っ

た
。

ま
た

、
拍

の
と

り
方

を
指

導
し

て
い

た
だ

き
、

声
が

揃
う

よ
う

に
な

っ
た

。
二

部
合

唱
の

と
き

の
音

の
と

り
方

の
指

導
を

受
け

て
自

信
を

も
っ

て
歌

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

■
一

般
文

化
芸

術
部

門
■

【
合

唱
】
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
8

倉
敷

市
立

目
　

標
学

習
発

表
会

に
向

け
て

、
発

声
の

仕
方

や
歌

の
基

本
を

学
び

、
自

信
を

も
っ

て
本

番
に

臨
め

る
よ

う
な

児
童

の
育

成
。

連
島

西
浦

小
学

校
講

　
師

山
下

　
典

子
対

象
者

3・
5

年
生

76
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

12
日

（
木

）
10

：
50

～
11

：
35

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

24
日

 （
木

）
10

：
50

～
12

：
30

　
　

　
③

令
和

6
年

11
月

19
日

 （
火

）
10

：
50

～
11

：
35

内
　

容
発

声
練

習
と

歌
唱

指
導

。
成

　
果

発
声

の
仕

方
や

歌
の

基
礎

か
ら

丁
寧

に
教

え
て

い
た

だ
き

、
そ

れ
を

生
か

し
て

楽
曲

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

児
童

が
楽

し
く

、
美

し
く

歌
え

る
よ

う
に

な
り

、
本

番
に

も
自

信
を

も
っ

て
臨

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

9
倉

敷
市

立
目

　
標

学
芸

会
の

全
校

合
唱

に
向

け
て

、
歌

唱
指

導
を

し
て

も
ら

い
、

歌
唱

力
、

表
現

力
の

向
上

を
図

る
。

柳
井

原
小

学
校

講
　

師
山

下
　

典
子

対
象

者
全

学
年

49
名

日
　

時
①

令
和

6
年

10
月

3
日

（
木

）
10

：
40

～
11

：
25

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

29
日

（
火

）
10

：
40

～
11

：
25

　
　

　
③

令
和

6
年

11
月

14
日

（
木

）
10

：
40

～
11

：
25

④
令

和
6

年
11

月
21

日
（

木
）

10
：

40
～

11
：

25
内

　
容

・
発

声
指

導
　

　
　

・
学

芸
会

で
歌

う
歌

の
歌

唱
指

導
成

　
果

歌
う

と
き

の
正

し
い

姿
勢

、
歌

い
方

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

4
回

の
指

導
を

通
し

て
、

歌
唱

力
、

表
現

力
が

向
上

し
た

。
10

倉
敷

市
立

目
　

標
の

び
の

び
と

楽
し

み
な

が
ら

歌
う

こ
と

が
で

き
る

。
下

津
井

東
小

学
校

講
　

師
種

田
　

光
洋

対
象

者
3・

4
年

生
12

名
日

　
時

①
令

和
6

年
10

月
21

日
（

月
）

10
：

45
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
28

日
（

月
）

10
：

45
～

11
：

30
　

　
　
③

令
和

6
年

11
月

11
日

（
月

）
10

：
45

～
11

：
30

内
　

容
歌

う
と

き
の

姿
勢

、
歌

詞
の

意
味

を
考

え
る

、
強

弱
を

つ
け

た
歌

い
方

、
伸

ば
す

と
こ

ろ
の

タ
イ

ミ
ン

グ
な

ど
。

歌
詞

に
合

わ
せ

た
振

り
つ

け
、

楽
し

み
な

が
ら

歌
う

コ
ツ

に
つ

い
て

。
成

　
果

歌
う

と
き

の
姿

勢
が

良
く

な
り

、
胸

を
張

っ
て

堂
々

と
歌

う
よ

う
に

な
っ

た
。

強
弱

や
ま

と
ま

り
を

意
識

し
て

伸
び

や
か

に
歌

う
姿

勢
が

見
ら

れ
た

。
体

を
揺

ら
し

た
り

、
笑

顔
を

見
せ

た
り

、
楽

し
く

歌
う

こ
と

が
で

き
た

。
11

倉
敷

市
立

目
　

標
学

習
発

表
会

に
向

け
た

合
唱

指
導

。
玉

島
南

小
学

校
講

　
師

佐
々

木
　

英
代

、
鴨

井
　

敦
子

対
象

者
3・

5
年

生
94

名
日

　
時

①
令

和
6

年
10

月
24

日
（

木
）

9：
35

～
11

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

11
月

14
日

 （
木

）
9：

35
～

11
：

30
　

内
　

容
歌

詞
の

発
音

、
ア

ク
セ

ン
ト

の
位

置
、

聞
く

人
に

言
葉

を
届

け
る

歌
い

方
に

つ
い

て
の

指
導

。
成

　
果

講
師

の
お

か
げ

で
、

明
る

く
美

し
い

歌
声

を
響

か
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

一
言

一
言

意
識

し
て

歌
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

12
津

山
市

立
目

　
標

歌
唱

の
基

礎
を

身
に

つ
け

、
歌

う
楽

し
さ

を
味

わ
わ

せ
る

と
も

に
、

教
員

が
指

導
の

仕
方

を
学

ん
で

今
後

の
指

導
に

生
か

す
た

め
。

高
田

小
学

校
講

　
師

鈴
木

　
英

子
対

象
者

全
学

年
94

名
日

　
時

①
令

和
6

年
10

月
18

日
（

金
）

10
：

40
～

12
：

20
　

　
　

②
令

和
6

年
11

月
5

日
（

火
）

10
：

40
～

12
：

20
　

内
　

容
・

1・
2

年
　

歌
う

姿
勢

、
立

ち
方

、
発

音
、

発
声

の
仕

方
を

指
導

　
　

　
・

3
年

　
歌

う
姿

勢
、

発
音

、
発

声
に

加
え

3
拍

子
の

ノ
リ

の
指

導
・

4
年

　
頭

声
発

声
、

鼻
濁

音
、

子
音

の
発

音
、

二
部

合
唱

の
ハ

モ
リ

の
音

程
な

ど
の

指
導

　
　

　
・

5・
6

年
　

頭
声

発
声

、
鼻

濁
音

、
子

音
の

発
音

、
二

部
合

唱
の

ハ
モ

リ
の

表
現

力
の

指
導

成
　

果
指

導
を

通
し

て
低

学
年

は
言

葉
が

は
っ

き
り

し
て

曲
の

ノ
リ

も
よ

く
な

り
、

高
学

年
は

頭
声

発
声

が
よ

り
で

き
る

人
が

多
く

な
り

二
部

合
唱

の
音

程
や

表
現

す
る

力
も

つ
き

気
持

ち
を

こ
め

て
歌

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。

13
津

山
市

立
清

泉
小

学
校

目
　

標
学

習
発

表
会

に
向

け
全

校
や

3
～

6
年

生
の

合
唱

、
5・

6
年

の
合

唱
が

き
れ

い
な

声
で

歌
え

る
よ

う
、

声
の

色
合

い
を

そ
ろ

え
、

少
な

い
人

数
な

が
ら

ボ
リ

ュ
ー

ム
の

あ
る

声
が

出
せ

る
よ

う
に

す
る

た
め

。
ま

た
、

歌
詞

の
意

味
が

伝
わ

る
表

現
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

講
　

師
鈴

木
　

英
子

対
象

者
全

学
年

41
名

日
　

時
①

令
和

6
年

10
月

25
日

（
金

）
10

：
40

～
12

：
20

　
　

　
②

令
和

6
年

11
月

1
日

（
金

）
10

：
40

～
12

：
20

内
　

容
・

全
校

合
唱

の
二

部
合

唱
「

も
み

じ
」、

3
～

6
年

生
の

二
部

合
唱

「
大

切
な

も
の

」　
・

3・
4

年
生

斉
唱

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

!」　
・

5・
6

年
生

の
二

部
合

唱
「

翼
を

く
だ

さ
い

」
の

歌
唱

指
導

成
　

果
高

い
声

は
丹

田
に

力
を

入
れ

る
と

出
し

や
す

い
こ

と
が

理
解

で
き

た
児

童
が

増
え

た
よ

う
に

思
う

。
声

も
し

だ
い

に
大

き
く

な
っ

て
き

て
、

歌
詞

の
意

味
が

よ
く

伝
わ

る
よ

う
に

フ
レ

ー
ズ

の
最

後
の

音
の

歌
い

方
も

変
わ

っ
て

き
た

と
思

う
。

14
津

山
市

立
目

　
標

・
２

分
の

１
成

人
式

に
向

け
た

歌
唱

指
導

　
　

　
・

卒
業

式
に

向
け

た
歌

唱
指

導
東

小
学

校
講

　
師

鈴
木

　
英

子
対

象
者

４
・

６
年

生
10

0
名

日
　

時
①

令
和

７
年

１
月

20
日

（
月

）
10

：
45

～
11

：
30

　
　

　
②

令
和

７
年

１
月

30
日

（
木

）
10

：
45

～
11

：
30

　
　

　
③

令
和

７
年

２
月

20
日

（
木

）
11

：
40

～
12

：
25

④
令

和
７

年
２

月
27

日
（

木
）

14
：

30
～

15
：

15
内

　
容

・
４

年
生

「
10

才
の

あ
り

が
と

う
」

合
唱

　
　

・
６

年
生

「
旅

立
ち

の
日

に
」

合
唱

成
　

果
合

唱
の

ス
キ

ル
を

学
び

、
歌

う
こ

と
の

楽
し

さ
や

合
唱

の
心

地
よ

さ
を

実
感

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
15

玉
野

市
立

目
　

標
校

内
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

る
合

唱
曲

を
中

心
に

、
基

本
的

な
発

声
法

や
歌

詞
を

大
切

に
し

た
歌

い
方

な
ど

を
身

に
つ

け
、

歌
う

こ
と

の
楽

し
さ

を
味

わ
っ

て
も

ら
い

た
い

。
八

浜
中

学
校

講
　

師
柴

田
　

久
美

子
対

象
者

全
学

年
12

6
名

日
　

時
令

和
6

年
10

月
2

日
（

水
）

9：
55

～
12

：
45

内
　

容
校

内
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

の
課

題
曲

を
、

各
学

年
で

指
導

し
て

い
た

だ
き

、
基

本
的

な
発

声
法

、
言

葉
を

は
っ

き
り

、
大

切
に

歌
う

こ
と

を
ア

ド
バ

イ
ス

し
て

い
た

だ
く

。
成

　
果

腹
式

呼
吸

、
言

葉
の

発
音

の
仕

方
な

ど
が

身
に

つ
き

、
短

い
時

間
だ

っ
た

が
歌

う
こ

と
の

す
ば

ら
し

さ
が

伝
わ

り
、

そ
の

後
の

練
習

で
成

果
が

表
れ

て
い

た
。

16
備

前
市

立
目

　
標

学
習

発
表

会
で

行
う

全
校

合
唱

に
向

け
て

、
基

礎
的

な
体

の
使

い
方

や
発

声
方

法
、

歌
う

こ
と

へ
の

苦
手

意
識

を
和

ら
げ

自
信

を
も

っ
て

本
番

に
臨

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
三

石
中

学
校

講
　

師
佐

々
木

　
英

代
、

鴨
井

　
敦

子
、

柴
田

　
久

美
子

対
象

者
全

学
年

32
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

10
日

（
火

）
14

：
55

～
15

：
45

　
　

　
②

令
和

6
年

9
月

20
日

（
金

）
14

：
55

～
15

：
45

　
　

　
③

令
和

6
年

10
月

4
日

（
金

）
14

：
55

～
15

：
45

④
令

和
6

年
10

月
8

日
（

火
）

14
：

55
～

15
：

45
内

　
容

息
の

流
れ

や
声

の
高

さ
を

合
わ

せ
た

発
声

練
習

な
ど

を
提

案
し

て
も

ら
い

、
今

回
歌

う
曲

の
言

葉
（

歌
詞

）
を

生
か

し
た

歌
い

方
や

リ
ズ

ム
や

節
の

と
ら

え
方

な
ど

技
能

と
表

現
の

両
面

の
指

導
を

受
け

た
。

成
　

果
指

導
し

て
も

ら
う

前
に

生
徒

が
日

頃
合

唱
を

行
う

際
に

困
っ

て
い

る
こ

と
を

ま
と

め
て

、
講

師
に

見
て

も
ら

っ
た

の
で

、
悩

み
が

解
消

で
き

る
よ

う
な

指
導

を
た

く
さ

ん
取

り
入

れ
て

も
ら

っ
た

。
そ

の
た

め
、

声
量

が
上

が
り

、
き

れ
い

な
響

き
が

作
れ

た
と

喜
ん

で
い

る
。

17
備

前
市

立
目

　
標

卒
業

式
で

歌
う

合
唱

に
向

け
て

頭
声

発
声

や
身

体
の

使
い

方
を

覚
え

て
ク

ラ
ス

で
美

し
い

ハ
ー

モ
ニ

ー
を

作
れ

る
よ

う
に

す
る

。
伊

里
小

学
校

講
　

師
佐

々
木

　
英

代
、

鴨
井

　
敦

子
対

象
者

6
年

生
30

名

日
　

時
①

令
和

6
年

12
月

19
日

（
木

）
14

：
15

～
15

：
00

　
　

　
②

令
和

7
年

1
月

23
日

 （
木

）
11

：
15

～
12

：
00

　
　

　
③

令
和

7
年

2
月

13
日

（
木

）
9：

15
～

10
：

00
④

令
和

7
年

2
月

27
日

（
木

）
9：

15
～

10
：

00
内

　
容

・
動

物
の

鳴
き

声
を

模
し

た
発

声
練

習
や

、
体

の
使

い
方

な
ど

手
本

を
示

し
な

が
ら

の
発

声
指

導
　

　
　

・
式

歌
に

お
い

て
歌

詞
の

発
音

を
工

夫
す

る
と

こ
ろ

や
、

リ
ズ

ム
の

取
り

方
な

ど
の

細
か

い
部

分
の

歌
唱

指
導

成
　

果
卒

業
式

に
向

け
て

回
数

を
重

ね
る

ご
と

に
自

分
た

ち
の

歌
声

が
変

化
し

て
い

く
よ

う
す

を
体

感
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

自
信

を
も

っ
て

式
に

臨
む

こ
と

が
で

き
そ

う
で

あ
る

。
18

備
前

市
立

目
　

標
合

唱
指

導
を

通
し

て
適

切
な

発
声

法
や

歌
詞

用
法

を
身

に
付

け
る

。
西

鶴
山

小
学

校
講

　
師

桑
原

　
直

美
対

象
者

３
・

４
年

生
13

名
日

　
時

①
令

和
７

年
１

月
24

日
（

金
）

９
：

35
～

10
：

20
　

　
　

②
令

和
７

年
１

月
31

日
（

金
）

９
：

35
～

10
：

20
内

　
容

１
日

目
…

発
声

練
習

を
中

心
に

適
切

な
発

声
法

を
教

え
て

い
た

だ
く

。「
あ

な
た

に
会

え
て

」
の

練
習

で
は

、
音

程
の

確
認

も
す

る
　

　
２

日
目

…
「

あ
な

た
に

会
え

て
」

の
練

習
を

中
心

に
、

表
現

に
つ

い
て

指
導

し
て

い
た

だ
く

成
　

果
き

れ
い

な
声

で
歌

う
た

め
、

体
の

ど
の

部
分

を
使

え
ば

良
い

か
丁

寧
に

指
導

い
た

だ
き

、
も

と
も

と
地

声
で

は
な

く
頭

声
で

歌
う

こ
と

が
で

き
て

い
る

子
ど

も
た

ち
だ

が
、

体
の

使
い

方
を

教
え

て
い

だ
く

こ
と

で
、

よ
り

響
き

の
あ

る
声

を
出

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
歌

詞
の

意
味

を
考

え
て

歌
う

こ
と

で
、

声
量

を
変

え
る

だ
け

で
は

な
い

豊
か

な
表

現
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

19
瀬

戸
内

市
立

目
　

標
学

習
発

表
会

で
の

全
校

合
唱

に
向

け
て

の
歌

唱
指

導
。

牛
窓

北
小

学
校

講
　

師
畑

山
　

か
お

り
対

象
者

全
学

年
62

名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

19
日

（
木

）
10

：
40

～
11

：
25

　
　

　
②

令
和

6
年

9
月

26
日

（
木

）
10

：
40

～
11

：
25

　
　

　
③

令
和

6
年

11
月

7
日

（
木

）
10

：
40

～
11

：
25

④
令

和
6

年
11

月
11

日
（

月
）

10
：

40
～

11
：

25

内
　

容
①

注
意

し
て

歌
っ

た
方

が
良

い
言

葉
。

く
ち

び
る

を
使

っ
た

歌
い

方
　

　
　

②
円

に
な

り
友

だ
ち

と
手

を
つ

な
ぎ

歌
う

。
自

然
と

笑
顔

に
な

っ
て

い
た

③
本

番
と

同
じ

よ
う

に
台

に
上

が
り

歌
う

練
習

。
講

師
が

「
い

の
ち

の
歌

」
と

い
う

歌
を

聞
か

せ
て

く
だ

さ
っ

た
　

　
　

④
隣

の
友

だ
ち

の
声

を
聞

い
て

歌
う

。
注

意
し

て
歌

っ
た

方
が

良
い

言
葉

の
確

認
成

　
果

「
す

て
き

な
友

達
」

の
歌

唱
指

導
と

口
の

開
け

方
、

く
ち

び
る

の
使

い
方

な
ど

、
わ

か
り

や
す

く
、

丁
寧

に
教

え
て

く
だ

さ
っ

た
。

20
赤

磐
市

立
目

　
標

学
習

発
表

会
や

卒
業

式
に

向
け

、
講

師
に

発
声

や
曲

想
の

と
ら

え
方

な
ど

を
教

え
て

い
た

だ
く

こ
と

に
よ

り
、

響
き

の
あ

る
き

れ
い

な
声

で
の

合
唱

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

山
陽

小
学

校
講

　
師

畑
山

　
か

お
り

対
象

者
４

・
６

年
生

14
8

名

日
　

時
①

令
和

６
年

10
月

28
日

（
月

）
14

：
40

～
15

：
25

　
　

　
②

令
和

６
年

11
月

５
日

（
火

）
13

：
50

～
14

：
35

　
　

　
③

令
和

７
年

２
月

21
日

（
金

）
13

：
50

～
14

：
35

④
令

和
７

年
２

月
26

日
（

水
）

９
：

20
～

10
：

05
内

　
容

曲
想

の
と

ら
え

方
や

発
声

に
つ

い
て

の
ア

ド
バ

イ
ス

や
指

導
を

受
け

、
講

師
と

一
緒

に
の

び
の

び
と

合
唱

す
る

体
験

を
行

っ
た

。

成
　

果
講

座
実

施
前

は
声

量
が

小
さ

く
、

地
声

で
歌

う
児

童
も

見
ら

れ
た

が
、

全
体

の
声

量
が

大
き

く
な

る
だ

け
で

な
く

響
き

の
あ

る
声

に
な

っ
た

。
ま

た
、

曲
想

を
考

え
た

り
、

お
互

い
の

声
を

聞
き

合
っ

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

歌
唱

に
メ

リ
ハ

リ
が

つ
け

ら
れ

た
。

21
真

庭
市

立
目

　
標

卒
業

式
に

向
け

て
、

教
師

は
曲

の
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

を
学

び
、

児
童

は
高

音
部

も
無

理
な

く
伸

び
や

か
に

歌
え

る
よ

う
に

な
る

。
湯

原
小

学
校

講
　

師
鈴

木
　

英
子

対
象

者
全

学
年

71
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

20
日

（
金

）
9：

40
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
16

日
（

水
）

9：
40

～
11

：
30

内
　

容
・

9
月

20
日

は
、

低
学

年
と

高
学

年
に

分
か

れ
て

の
パ

ー
ト

練
習

　
　

　
・

10
月

16
日

は
、

各
パ

ー
ト

練
習

と
全

校
に

よ
る

合
唱

指
導

成
　

果
・

児
童

の
歌

声
が

指
導

後
と

て
も

良
く

な
り

伸
び

や
か

な
頭

声
発

声
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
　

　
　

・
発

音
に

気
を

つ
け

る
こ

と
で

、
歌

詞
が

し
っ

か
り

聞
こ

え
る

歌
い

方
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た

－ 23 －



番
号

学
校

名
講

座
詳

細
22

真
庭

市
立

目
　

標
学

習
発

表
会

の
全

校
合

唱
の

歌
と

卒
業

式
の

歌
の

歌
唱

指
導

。
草

加
部

小
学

校
講

　
師

鈴
木

　
英

子
　

対
象

者
全

学
年

27
名

日
　

時
①

令
和

6
年

10
月

18
日

（
金

）
14

：
00

～
14

：
45

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

30
日

（
水

）
14

：
00

～
14

：
45

　
　

　
③

令
和

7
年

2
月

10
日

（
月

）
14

：
00

～
14

：
45

④
令

和
7

年
2

月
25

日
（

火
） 

14
：

00
～

14
：

45
内

　
容

学
習

発
表

会
の

全
校

合
唱

曲
「

世
界

が
ひ

と
つ

に
な

る
ま

で
」、

卒
業

式
の

歌
「

旅
立

ち
の

日
に

」
の

歌
唱

指
導

。
成

　
果

発
声

や
発

音
の

仕
方

、
歌

詞
を

大
切

に
歌

う
こ

と
な

ど
を

指
導

し
て

い
た

だ
き

、
歌

い
方

に
気

を
つ

け
て

歌
う

こ
と

が
で

き
た

。
み

ん
な

で
歌

声
を

合
わ

せ
る

こ
と

の
楽

し
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。
23

美
作

市
立

目
　

標
基

本
的

な
歌

唱
指

導
や

行
事

に
向

け
て

の
歌

唱
指

導
を

通
し

て
、

子
ど

も
た

ち
に

は
基

本
的

な
歌

い
方

や
歌

う
楽

し
さ

を
学

び
、

教
師

は
指

導
法

を
学

ぶ
こ

と
で

今
後

の
歌

唱
に

生
か

す
。

勝
田

東
小

学
校

講
　

師
鈴

木
　

英
子

対
象

者
全

学
年

26
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

10
日

（
月

）
13

：
40

～
14

：
25

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

31
日

（
木

）
13

：
40

～
14

：
25

　
　

　
③

令
和

7
年

2
月

21
日

（
金

）
10

：
45

～
12

：
25

内
　

容
・「

大
空

賛
歌

」
を

も
と

に
基

本
的

な
歌

唱
に

つ
い

て
の

指
導

　
　

　
・

学
習

発
表

会
の

全
校

合
唱

「
W

ish
～

夢
を

信
じ

て
」

の
二

部
合

唱
、「

勇
気

10
0％

」
の

斉
唱

指
導

・
卒

業
式

に
向

け
て

、
卒

業
生

・
在

校
生

の
歌

唱
指

導

成
　

果
・

継
続

し
て

指
導

し
て

い
た

だ
け

る
の

で
、

子
ど

も
た

ち
に

も
教

員
に

も
歌

う
と

き
の

ポ
イ

ン
ト

が
つ

か
め

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
・

現
状

を
見

取
っ

て
適

切
な

指
導

を
し

て
い

た
だ

け
た

の
で

、
1

時
間

の
な

か
で

も
歌

声
に

変
化

が
見

ら
れ

、
子

ど
も

た
ち

も
上

手
く

な
っ

た
こ

と
を

実
感

す
る

こ
と

が
で

き
た

24
美

作
市

立
目

　
標

き
れ

い
な

声
の

出
し

方
や

発
声

の
仕

方
に

気
を

つ
け

て
歌

え
る

よ
う

に
な

る
。

職
員

も
歌

唱
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

を
学

ぶ
。

大
原

小
学

校
講

　
師

鈴
木

　
英

子
対

象
者

全
学

年
13

7
名

日
　

時
令

和
6

年
6

月
20

日
（

木
）

13
：

45
～

15
：

45
内

　
容

低
、

高
学

年
に

分
か

れ
て

、
6

月
の

歌
「

Be
lie

ve
」

の
歌

唱
指

導
。

成
　

果
合

唱
を

み
ん

な
で

楽
し

み
な

が
ら

、
美

し
い

声
が

出
る

姿
勢

や
呼

吸
法

、
発

声
の

仕
方

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
自

分
と

友
だ

ち
と

一
緒

に
奏

で
る

ハ
ー

モ
ニ

ー
に

音
楽

の
す

ば
ら

し
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。
25

美
作

市
立

目
　

標
講

師
の

歌
唱

指
導

の
も

と
、

合
唱

練
習

を
行

う
。

土
居

小
学

校
講

　
師

鈴
木

　
英

子
対

象
者

全
学

年
36

名
日

　
時

①
令

和
６

年
６

月
21

日
（

金
）

11
：

15
～

12
：

00
　

　
　

②
令

和
６

年
10

月
21

日
（

月
）

11
：

15
～

12
：

00
　

　
　

③
令

和
７

年
２

月
19

日
（

水
）

13
：

15
～

14
：

50

内
　

容
・「

気
球

に
乗

っ
て

ど
こ

ま
で

も
」

の
基

本
的

な
歌

う
姿

勢
、

声
の

出
し

方
、

発
声

の
仕

方
の

指
導

　
　

　
・

ま
ち

か
ど

コ
ン

サ
ー

ト
に

向
け

「
ま

っ
か

な
秋

」「
気

球
に

乗
っ

て
ど

こ
ま

で
も

」
の

指
導

。
二

部
合

唱
で

正
し

い
音

を
出

し
、

聞
き

合
い

な
が

ら
美

し
い

ハ
ー

モ
ニ

ー
を

表
現

す
る

　
　

　
・

卒
業

式
に

向
け

て
「

あ
な

た
に

あ
り

が
と

う
」「

sm
ile

」
の

指
導

。
心

情
を

こ
め

て
友

だ
ち

と
共

に
歌

う
こ

と
成

　
果

ど
の

学
年

も
歌

う
姿

勢
や

発
音

に
気

を
つ

け
て

歌
う

こ
と

の
大

切
さ

を
理

解
し

て
い

る
。

友
だ

ち
の

声
が

一
つ

に
な

っ
た

と
き

や
異

な
る

メ
ロ

デ
ィ

が
重

な
り

合
っ

た
と

き
の

美
し

さ
や

楽
し

さ
を

感
じ

る
児

童
が

増
え

て
い

る
。

26
美

作
市

立
目

　
標

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

が
正

し
い

発
声

方
法

を
知

り
、

美
し

い
声

で
歌

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
英

田
小

学
校

講
　

師
鈴

木
　

英
子

対
象

者
全

学
年

73
名

日
　

時
①

令
和

６
年

10
月

31
日

（
木

） 
９

：
20

～
11

：
00

　
　

　
②

令
和

７
年

２
月

５
日

（
水

） 
９

：
20

～
10

：
05

　
　

　
③

令
和

７
年

２
月

25
日

（
火

） 
９

：
35

～
10

：
20

内
　

容
全

学
年

を
対

象
に

、
発

表
会

や
卒

業
式

に
向

け
て

の
歌

唱
指

導
。

成
　

果
子

ど
も

た
ち

が
正

し
い

発
声

方
法

で
美

し
い

歌
声

を
響

か
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

27
浅

口
市

立
目

　
標

卒
業

式
に

出
席

す
る

児
童

の
歌

唱
力

向
上

。
鴨

方
東

小
学

校
講

　
師

山
下

　
典

子
対

象
者

５
・

６
年

生
95

名
日

　
時

①
令

和
７

年
２

月
６

日
（

木
）

９
：

35
～

10
：

20
　

　
　

②
令

和
７

年
２

月
13

日
（

木
） 

９
：

35
～

11
：

25
　

　
　

③
令

和
７

年
２

月
27

日
（

木
） 

９
：

00
～

９
：

45
内

　
容

歌
う

姿
勢

、
心

構
え

、
発

声
の

仕
方

、
歌

い
方

の
指

導
。

成
　

果
歌

の
姿

勢
や

息
つ

ぎ
、

発
声

の
仕

方
な

ど
を

子
ど

も
た

ち
に

わ
か

り
や

す
い

言
葉

で
指

導
し

て
い

た
だ

き
、

歌
声

が
と

て
も

よ
い

方
向

に
変

化
し

て
い

っ
た

。
ま

た
、

指
導

し
て

い
た

だ
い

た
ポ

イ
ン

ト
を

子
ど

も
た

ち
も

意
識

し
て

歌
う

こ
と

が
で

き
た

。
教

師
の

立
場

か
ら

も
指

導
の

際
に

参
考

に
な

る
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
っ

た
。

28
美

咲
町

立
目

　
標

正
し

い
発

声
の

仕
方

で
表

情
豊

か
に

、
美

し
く

歌
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

美
咲

中
央

小
学

校
講

　
師

鈴
木

　
英

子
対

象
者

全
学

年
13

8
名

日
　

時
①

令
和

６
年

11
月

５
日

（
火

） 
13

：
40

～
15

：
15

　
　

　
②

令
和

７
年

２
月

26
日

（
水

）
10

：
35

～
12

：
15

内
　

容
卒

業
式

で
歌

う
曲

「
大

空
が

む
か

え
る

朝
」「

旅
立

ち
の

日
に

」
ど

ち
ら

も
二

部
合

唱
で

正
し

く
音

を
取

り
、

言
葉

を
伝

え
る

た
め

に
、

姿
勢

や
発

声
の

仕
方

、
言

葉
の

喋
り

方
を

実
演

し
て

い
た

だ
き

な
が

ら
学

ん
だ

。
成

　
果

正
し

い
発

声
の

仕
方

を
指

導
し

て
い

た
だ

き
、

子
ど

も
た

ち
が

表
情

豊
か

に
歌

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
職

員
に

と
っ

て
も

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
【

合
奏

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
市

立
目

　
標

実
技

の
習

得
、

リ
ズ

ム
、

合
奏

の
上

達
。

竹
枝

小
学

校
講

　
師

杉
本

　
賢

志
対

象
者

5・
6

年
生

11
名

日
　

時
①

令
和

6
年

7
月

8
日

（
月

）
13

：
45

～
14

：
45

　
　

　
②

令
和

6
年

10
月

7
日

（
月

）
13

：
45

～
14

：
30

　
　

　
内

　
容

器
楽

指
導

、
合

奏
指

導
。

成
　

果
演

奏
に

メ
リ

ハ
リ

が
つ

い
た

。
子

ど
も

た
ち

は
リ

ズ
ム

の
と

り
方

の
コ

ツ
を

教
え

て
い

た
だ

き
自

信
を

も
っ

て
演

奏
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
2

岡
山

市
立

目
　

標
管

楽
器

の
演

奏
の

仕
方

に
つ

い
て

学
び

、
演

奏
面

で
の

技
術

の
向

上
を

目
指

す
。

さ
ら

に
、

合
奏

を
す

る
際

に
気

を
付

け
る

こ
と

を
学

び
今

後
の

演
奏

に
生

か
す

。
高

島
小

学
校

講
　

師
原

田
　

直
郎

対
象

者
4

～
6

年
生

47
名

日
　

時
①

令
和

6
年

8
月

24
日

 （
土

）
9：

30
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
9

月
28

日
 （

土
）

10
：

00
～

11
：

00
　

　
　

③
令

和
6

年
11

月
30

日
 （

土
）

10
：

00
～

11
：

00

内
　

容
・

管
楽

器
の

基
礎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
仕

方
、

演
奏

の
つ

く
り

方
の

指
導

・
合

奏
を

す
る

際
、

メ
ロ

デ
ィ

（
カ

ウ
ン

タ
ー

メ
ロ

デ
ィ

ー
・

ブ
リ

ッ
ジ

）、
ベ

ー
ス

、
ハ

ー
モ

ニ
ー

（
伴

奏
）

を
考

え
て

曲
を

つ
く

り
出

す
方

法
　

　
　

・
舌

を
意

識
す

る
演

奏
方

法
の

指
導

成
　

果
曲

全
体

に
メ

リ
ハ

リ
が

生
ま

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

が
自

分
の

パ
ー

ト
フ

レ
ー

ズ
を

意
識

し
て

演
奏

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
他

の
曲

で
も

学
ん

だ
こ

と
を

応
用

で
き

る
よ

う
に

今
後

の
指

導
に

役
立

て
た

い
。

3
倉

敷
市

立
目

　
標

小
編

成
バ

ン
ド

の
サ

ウ
ン

ド
の

つ
く

り
方

を
知

り
、

個
々

の
楽

器
の

演
奏

技
能

向
上

を
目

指
す

。
郷

内
中

学
校

講
　

師
杉

本
　

賢
志

対
象

者
全

学
年

13
名

日
　

時
①

令
和

6
年

7
月

6
日

（
土

）
10

：
00

～
12

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

7
月

20
日

 （
土

）
10

：
00

～
12

：
00

　
内

　
容

［
6

日
］

H
rパ

ー
ト

レ
ッ

ス
ン

（
基

礎
、

フ
ラ

ワ
ー

ク
ラ

ウ
ン

楽
譜

中
よ

り
）　

　
　［

20
日

］
合

奏
レ

ッ
ス

ン
成

　
果

・
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
自

分
の

音
に

自
信

を
も

っ
て

演
奏

す
る

こ
と

が
で

き
た

　
　

　
・

バ
ン

ド
内

で
の

役
割

を
理

解
し

、
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

な
が

ら
合

奏
に

参
加

で
き

た
4

総
社

市
立

目
　

標
音

楽
発

表
会

に
向

け
た

合
奏

等
の

指
導

。
清

音
小

学
校

講
　

師
杉

本
　

賢
志

対
象

者
4

年
生

59
名

日
　

時
令

和
6

年
10

月
23

日
（

水
）

10
：

30
～

12
：

05
　

　
内

　
容

「
小

さ
な

勇
気

」
の

合
唱

指
導

と
こ

れ
か

ら
の

練
習

時
の

ア
ド

バ
イ

ス
。「

オ
ー

メ
ン

ズ
・

オ
ブ

・
ラ

ブ
」

の
各

楽
器

の
音

量
バ

ラ
ン

ス
や

楽
器

を
演

奏
す

る
と

き
の

コ
ツ

や
た

た
き

方
の

ポ
イ

ン
ト

な
ど

の
指

導
。

成
　

果
拍

に
合

っ
た

息
の

吸
い

方
、

ハ
モ

リ
の

音
量

バ
ラ

ン
ス

が
分

か
る

よ
う

に
な

っ
た

。
音

を
鳴

ら
す

と
き

の
イ

メ
ー

ジ
が

分
か

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
各

楽
器

の
音

量
バ

ラ
ン

ス
が

具
体

的
に

分
か

っ
た

。
【

吹
奏

楽
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

市
立

目
　

標
基

礎
練

習
方

法
の

習
得

と
基

礎
力

、
演

奏
技

術
の

向
上

を
目

指
す

。
桑

田
中

学
校

講
　

師
原

田
　

直
郎

　
　

　
　

　
　

　
対

象
者

吹
奏

楽
部

2・
3

年
生

28
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

1
日

（
土

）
9：

30
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
7

月
6

日
（

土
）

9：
30

～
11

：
30

　
内

　
容

・
基

礎
合

奏
の

方
法

と
実

践
指

導
　

　
　

・
吹

奏
楽

コ
ン

ク
ー

ル
に

向
け

た
合

奏
指

導

成
　

果
・

楽
器

を
演

奏
す

る
際

の
息

や
体

の
正

し
い

使
い

方
を

理
解

し
、

基
礎

的
な

演
奏

技
術

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

・
基

礎
合

奏
に

よ
る

演
奏

技
術

、
合

奏
指

導
に

よ
る

曲
へ

の
理

解
が

向
上

し
表

現
の

幅
が

広
が

っ
た

2
岡

山
市

立
目

　
標

吹
奏

楽
コ

ン
ク

ー
ル

に
向

け
て

。
ま

た
、

一
年

生
も

入
部

し
た

た
め

、
基

礎
的

な
奏

法
を

教
わ

り
、

技
術

の
向

上
を

は
か

る
。

操
南

中
学

校
講

　
師

［
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
］

磯
部

　
真

弓
　

　
　［

打
楽

器
］

仁
城

　
英

子
　

　
　

　
　

　
　

対
象

者
吹

奏
楽

部
全

学
年

17
名

（
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
８

名
、

打
楽

器
９

名
）

日
　

時
［

ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

］
①

令
和

6
年

6
月

22
日

（
土

）
9：

00
～

11
：

00
　

　
　

②
令

和
6

年
7

月
20

日
（

土
）

13
：

00
～

15
：

00
　

［
打

楽
器

］
①

令
和

6
年

6
月

8
日

（
土

）
9：

00
～

11
：

00
　

　
　

②
令

和
6

年
7

月
20

日
（

土
）

13
：

00
～

15
：

00

内
　

容
［

ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

］
基

礎
練

習
の

仕
方

、
課

題
曲

Ⅰ
「

勇
気

の
旗

を
掲

げ
て

」、
自

由
曲

「
梁

塵
秘

抄
」

［
打

楽
器

］
基

礎
的

な
た

た
き

方
、

配
置

の
仕

方
、

課
題

曲
Ⅰ

「
勇

気
の

旗
を

掲
げ

て
」、

自
由

曲
「

梁
塵

秘
抄

」

成
　

果
［

ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

］
基

礎
練

習
を

し
っ

か
り

し
て

い
た

だ
い

た
こ

と
で

、以
前

よ
り

楽
器

の
音

が
鳴

る
よ

う
に

な
っ

た
。

特
に

低
い

音
が

よ
く

響
い

て
い

る
。

コ
ン

ク
ー

ル
へ

向
け

て
、気

持
ち

の
面

で
も

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

上
が

っ
た

。
［

打
楽

器
］

奏
法

を
工

夫
し

て
い

た
だ

い
た

こ
と

で
、

曲
の

中
で

も
生

か
す

こ
と

が
で

き
、

生
徒

た
ち

で
表

現
を

考
え

て
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

仁
城

先
生

の
レ

ッ
ス

ン
を

毎
回

楽
し

み
に

し
て

い
る

様
子

が
見

ら
れ

た
。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
3

岡
山

市
立

目
　

標
本

校
に

は
吹

奏
楽

部
が

あ
り

活
発

に
活

動
し

て
い

る
が

、
校

内
の

指
導

者
は

打
楽

器
を

専
門

と
し

て
い

な
い

の
で

、
児

童
へ

専
門

的
な

指
導

を
し

て
も

ら
い

演
奏

技
能

を
高

め
た

い
。

津
島

小
学

校
講

　
師

［
サ

ク
ソ

フ
ォ

ー
ン

］
土

師
　

由
美

子
　

　
　［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
原

田
　

直
郎

対
象

者
吹

奏
楽

部
3

～
6

年
生

9
名

（
サ

ク
ソ

フ
ォ

ー
ン

４
名

、
ト

ロ
ン

ボ
ー

ン
５

名
）

日
　

時
［

サ
ク

ソ
フ

ォ
ー

ン
］

①
令

和
6

年
6

月
15

日
（

土
）

9：
00

～
11

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

7
月

6
日

（
土

）
9：

00
～

11
：

00
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
令

和
6

年
6

月
29

日
 （

土
）

9：
00

～
11

：
00

内
　

容
・

楽
器

の
持

ち
方

、
か

ま
え

方
、

姿
勢

、
音

の
出

し
方

、
呼

吸
法

、
ロ

ン
グ

ト
ー

ン
の

基
本

講
座

・
コ

ン
ク

ー
ル

曲
　

交
響

曲
「

西
遊

記
」

の
演

奏
指

導
（

曲
想

に
あ

っ
た

表
現

の
仕

方
、

音
程

合
わ

せ
、

ハ
ー

モ
ニ

ー
の

つ
く

り
方

）
成

　
果

・
専

門
家

の
音

色
を

聞
い

て
、

音
の

合
わ

せ
方

が
わ

か
り

、
美

し
い

音
を

出
そ

う
と

す
る

意
欲

が
高

ま
っ

た
　

　
　

・
基

礎
練

習
な

ど
、

演
奏

に
必

要
な

こ
と

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

4
玉

野
市

立
日

比
中

学
校

目
　

標
［

フ
ル

ー
ト

］
演

奏
技

術
の

向
上

。
［

サ
ク

ソ
フ

ォ
ー

ン
］

楽
器

に
関

す
る

基
本

的
知

識
の

習
得

と
基

礎
力

・
演

奏
技

術
の

向
上

。
講

　
師

［
フ

ル
ー

ト
］

野
﨑

　
め

ぐ
み

　
　

　［
サ

ク
ソ

フ
ォ

ー
ン

］
土

師
　

由
美

子
対

象
者

吹
奏

楽
部

全
学

年
６

名
（

フ
ル

ー
ト

２
名

、
サ

ク
ソ

フ
ォ

ー
ン

４
名

）

日
　

時
［

フ
ル

ー
ト

］
①

令
和

6
年

6
月

29
日

（
土

）
9：

30
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
11

月
16

日
（

土
）

9：
30

～
11

：
30

［
サ

ク
ソ

フ
ォ

ー
ン

］
①

令
和

6
年

7
月

6
日

（
土

）
13

：
00

～
15

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

11
月

9
日

（
土

）
9：

30
～

11
：

30

内
　

容
［

フ
ル

ー
ト

］
基

礎
練

習
の

方
法

、
練

習
の

進
め

方
と

時
間

配
分

を
学

習
。

［
サ

ク
ソ

フ
ォ

ー
ン

］
楽

器
に

関
す

る
基

本
的

知
識

と
日

々
の

基
礎

練
習

に
生

か
す

練
習

方
法

を
学

習
。

成
　

果
［

フ
ル

ー
ト

］
姿

勢
な

ど
の

基
本

的
な

こ
と

か
ら

見
て

い
た

だ
き

演
奏

技
術

が
向

し
た

。
［

サ
ク

ソ
フ

ォ
ー

ン
］

楽
器

の
組

み
立

て
方

や
リ

ー
ド

の
付

け
方

な
ど

基
本

的
な

こ
と

か
ら

見
て

い
た

だ
け

た
の

で
上

達
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

5
瀬

戸
内

市
立

目
　

標
吹

奏
楽

に
お

け
る

基
礎

の
技

術
向

上
。

楽
器

奏
法

の
正

し
い

理
解

と
日

頃
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

学
ぶ

。
長

船
中

学
校

講
　

師
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
原

田
　

直
郎

　
　

　［
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
］

松
本

　
典

子
対

象
者

吹
奏

楽
部

１
・

２
年

生
５

名
（

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

２
名

、
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
３

名
）

日
　

時
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
①

令
和

６
年

11
月

30
日

（
土

）
12

：
30

～
14

：
30

　
　

　
②

令
和

７
年

２
月

９
日

（
日

） 
９

：
30

～
11

：
30

［
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
］

令
和

７
年

２
月

15
日

（
土

）
10

：
00

～
12

：
00

内
　

容
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
基

礎
練

習
の

方
法

と
注

意
す

る
ポ

イ
ン

ト
の

確
認

。
曲

の
中

で
の

奏
法

を
個

別
に

指
導

。
［

ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

］
基

礎
練

習
の

大
切

な
こ

と
の

指
導

と
音

色
を

美
し

く
す

る
た

め
の

大
切

な
こ

と
、

曲
の

中
で

の
注

意
点

を
レ

ク
チ

ャ
ー

。

成
　

果
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
毎

回
新

し
い

知
識

が
増

え
、

楽
器

奏
法

の
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

［
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
］

時
間

が
経

つ
に

つ
れ

音
色

が
良

く
な

る
の

が
分

か
っ

た
。

こ
れ

か
ら

の
練

習
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

が
っ

た
。

6
赤

磐
市

立
目

　
標

本
校

の
指

導
者

が
で

き
な

い
楽

器
に

つ
い

て
、

専
門

の
講

師
か

ら
指

導
を

し
て

い
た

だ
き

、
演

奏
技

術
を

高
め

た
い

。
磐

梨
中

学
校

講
　

師
［

打
楽

器
］

仁
城

　
英

子
　

　
　［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
原

田
　

直
郎

　
　

　
対

象
者

吹
奏

楽
部

全
学

年
4

名
（

打
楽

器
3

名
、

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

1
名

）

日
　

時
［

打
楽

器
］

①
令

和
6

年
6

月
29

日
（

土
）

9：
30

～
11

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

8
月

24
日

 （
土

）
9：

30
～

11
：

30
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
①

令
和

6
年

9
月

8
日

（
日

）
9：

00
～

11
：

00
　

　
　

②
令

和
7

年
1

月
13

日
 （

月
）

9：
30

～
11

：
30

内
　

容
［

打
楽

器
］

基
礎

練
習

、
コ

ン
ク

ー
ル

曲
、

演
奏

会
曲

の
指

導
。

［
ト

ロ
ン

ボ
ー

ン
］

基
礎

練
習

。

成
　

果
［

打
楽

器
］

基
礎

練
習

を
学

び
、

日
々

反
復

練
習

を
す

る
こ

と
で

演
奏

技
術

が
向

上
し

た
。

ま
た

、
曲

の
な

か
で

ど
の

よ
う

に
表

現
し

て
い

け
ば

良
い

か
楽

し
み

な
が

ら
演

奏
す

る
意

欲
が

高
ま

っ
た

。
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
丁

寧
に

指
導

し
て

い
た

だ
い

た
お

か
げ

で
、

基
礎

練
習

を
通

じ
て

演
奏

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

い
、

よ
り

良
い

音
を

目
指

す
向

上
心

が
高

ま
っ

た
。

7
美

作
市

立
作

東
中

学
校

目
　

標
［

フ
ル

ー
ト

］
楽

器
を

ケ
ー

ス
か

ら
出

す
と

こ
ろ

か
ら

片
づ

け
る

と
こ

ろ
ま

で
、

フ
ル

ー
ト

の
扱

い
方

や
練

習
方

法
の

基
礎

的
な

こ
と

を
身

に
付

け
る

。
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
楽

器
の

扱
い

方
や

か
ま

え
方

、
息

の
使

い
方

、
基

礎
練

習
の

仕
方

な
ど

初
歩

的
な

こ
と

を
身

に
付

け
る

。
講

　
師

 ［
フ

ル
ー

ト
］

野
﨑

　
め

ぐ
み

　
　

　［
ト

ロ
ン

ボ
ー

ン
］

原
田

　
直

郎
　

　
　

対
象

者
吹

奏
楽

部
1

年
生

5
名

（
フ

ル
ー

ト
2

名
、

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

3
名

）

日
　

時
［

フ
ル

ー
ト

］
①

令
和

6
年

7
月

15
日

（
月

）
10

：
00

～
12

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

７
月

26
日

 （
金

）
10

：
00

～
12

：
00

　
　

［
ト

ロ
ン

ボ
ー

ン
］

①
令

和
6

年
7

月
26

日
（

金
）

9：
00

～
11

：
00

　
　

　
②

令
和

6
年

11
月

17
日

 （
日

）
9：

00
～

11
：

00

内
　

容
［

フ
ル

ー
ト

］
楽

器
の

各
部

の
名

称
、

組
み

立
て

方
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

、
片

付
け

方
と

い
っ

た
扱

い
方

の
基

本
や

、
楽

器
の

持
ち

方
、

姿
勢

、
構

え
方

と
い

っ
た

演
奏

に
関

す
る

基
礎

的
な

内
容

。
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
1

回
目

は
楽

器
の

構
え

方
や

音
の

出
し

方
、

練
習

の
心

構
え

に
つ

い
て

。
2

回
目

は
音

の
響

き
に

つ
い

て
。

成
　

果
［

フ
ル

ー
ト

］
生

徒
は

講
座

を
楽

し
み

に
し

て
お

り
、

練
習

に
励

ん
だ

。
丁

寧
に

楽
器

を
扱

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
音

が
出

せ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

で
、

そ
の

後
も

熱
心

に
練

習
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
［

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

］
講

師
の

お
手

本
と

な
る

響
き

を
目

標
に

練
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
、本

に
書

か
れ

て
あ

る
こ

と
や

Y
ou

T
ub

e
か

ら
は

イ
メ

ー
ジ

で
き

な
か

っ
た

音
色

や
音

の
広

が
り

な
ど

が
良

く
わ

か
り

、
練

習
に

前
向

き
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

な
っ

た
。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細

8
矢

掛
町

立
矢

掛
中

学
校

目
　

標
部

活
動

が
平

日
3

日
、

休
日

1
日

（
半

日
）

の
た

め
、

効
率

よ
く

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

す
る

た
め

に
専

門
の

先
生

に
ご

指
導

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
、

本
物

の
芸

術
に

触
れ

る
こ

と
で

さ
ら

に
主

体
的

に
学

び
を

深
め

ら
れ

る
力

を
つ

け
た

い
た

め
。

講
　

師
［

フ
ル

ー
ト

］
野

﨑
　

め
ぐ

み
　

　
　［

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

］
林

　
環

　
対

象
者

吹
奏

楽
部

全
学

年
4

名
（

フ
ル

ー
ト

2
名

、
コ

ン
ト

ラ
バ

ス
2

名
）　

　

日
　

時
［

フ
ル

ー
ト

］
①

令
和

6
年

6
月

8
日

（
土

）
13

：
30

～
15

：
10

　
　

　
②

令
和

6
年

7
月

21
日

（
日

）
9：

00
～

10
：

40
［

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

］
①

令
和

6
年

6
月

27
日

（
木

）
15

：
30

～
16

：
20

　
　

　
②

令
和

6
年

7
月

22
日

（
月

）
10

：
00

～
11

：
00

　
　

　
③

令
和

6
年

8
月

6
日

（
火

）
10

：
00

～
11

：
00

内
　

容
［

フ
ル

ー
ト

］
楽

器
の

組
み

立
て

、
片

付
け

方
法

。
指

使
い

。
息

の
入

れ
方

や
、

構
え

方
の

基
礎

・
基

本
を

手
本

を
し

な
が

ら
の

指
導

。
［

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

］
楽

器
の

手
入

れ
方

法
や

弓
の

使
い

方
な

ど
、

基
礎

・
基

本
を

徹
底

的
に

ご
指

導
い

た
だ

い
た

あ
と

、
応

用
と

し
て

曲
練

習
。

成
　

果
［

フ
ル

ー
ト

］
正

し
い

奏
法

を
マ

ス
タ

ー
し

、
日

々
の

練
習

に
さ

ら
に

身
が

入
り

着
実

に
力

を
つ

け
て

い
る

こ
と

を
実

感
し

た
。

［
コ

ン
ト

ラ
バ

ス
］

正
し

い
奏

法
を

マ
ス

タ
ー

し
、

主
体

的
に

練
習

に
打

ち
込

み
着

実
に

力
を

つ
け

て
い

る
こ

と
を

実
感

し
た

。
【

器
楽

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
県

立
目

　
標

弦
楽

合
奏

の
鑑

賞
を

通
し

て
弦

楽
器

の
音

色
や

響
き

を
感

じ
、

練
習

し
て

い
る

曲
を

弦
楽

器
と

合
奏

す
る

こ
と

で
音

の
重

な
り

や
美

し
さ

を
味

わ
う

。
岡

山
盲

学
校

講
　

師
小

池
　

満
里

子
、

林
　

環
対

象
者

小
・

中
・

高
等

部
17

名
日

　
時

令
和

6
年

9
月

6
日

（
金

）
8：

50
～

12
：

40
　

　
　

内
　

容
・

弦
楽

器
の

演
奏

を
鑑

賞
し

、
授

業
で

練
習

　
　

　
・

楽
器

を
弦

楽
器

と
一

緒
に

演
奏

　
　

　
・

弦
楽

器
の

楽
器

紹
介

、
実

際
に

楽
器

に
触

れ
る

成
　

果
弦

楽
器

の
生

演
奏

は
視

覚
障

が
い

の
あ

る
児

童
・

生
徒

に
は

と
て

も
良

く
、

演
奏

を
楽

し
む

姿
が

み
ら

れ
た

。
合

奏
で

は
、

自
分

の
音

だ
け

で
な

く
弦

楽
器

の
重

み
あ

る
音

が
入

っ
て

く
る

こ
と

に
よ

り
曲

に
厚

み
が

出
て

と
て

も
良

い
演

奏
に

な
っ

た
。

【
演

劇
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

市
立

目
　

標
自

己
表

現
が

苦
手

な
児

童
の

心
の

開
放

を
目

指
し

、
9

月
に

行
わ

れ
る

「
山

南
祭

」
で

堂
々

と
演

奏
や

発
表

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

山
南

学
園

講
　

師
大

岩
　

主
弥

対
象

者
5・

6
年

生
84

名
日

　
時

①
令

和
6

年
6

月
21

日
（

金
）

10
：

55
～

12
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
6

月
26

日
 （

水
）

8：
55

～
10

：
30

　
　

　
内

　
容

・
個

人
で

楽
し

む
ゲ

ー
ム

、
学

年
ご

と
に

2
チ

ー
ム

に
分

か
れ

て
の

ゲ
ー

ム
、

ク
ラ

ス
で

周
り

を
感

じ
て

息
を

合
わ

せ
る

ゲ
ー

ム
　

　
　

・
姿

勢
と

殺
陣

の
指

導
　

　
　

・
演

劇
的

要
素

を
取

り
入

れ
た

ゲ
ー

ム

成
　

果
最

初
は

緊
張

し
て

い
た

子
ど

も
も

ゲ
ー

ム
を

通
し

て
心

が
解

放
さ

れ
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
希

望
し

て
い

た
殺

陣
指

導
を

入
れ

て
い

た
だ

き
「

型
」「

か
け

声
」「

切
り

方
、

切
ら

れ
方

」
を

役
者

に
な

り
き

っ
て

体
験

で
き

、
他

学
年

の
子

と
も

自
然

と
会

話
が

で
き

て
い

た
。

【
映

像
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細
1

岡
山

市
立

目
　

標
映

像
の

編
集

と
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
。

大
元

小
学

校
講

　
師

横
山

　
千

秋
対

象
者

6
年

生
14

3
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
10

日
（

火
）

8：
50

～
12

：
35

　
　

　
内

　
容

・
映

像
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
に

つ
い

て
　

　
　

・「
編

集
」

と
は

ど
う

い
う

こ
と

か
　

　
　

・
映

像
で

発
信

す
る

た
め

に
大

切
な

こ
と

成
　

果
編

集
と

は
、

見
る

人
に

伝
え

た
い

こ
と

が
伝

わ
る

よ
う

に
整

理
す

る
こ

と
だ

と
聞

き
、

作
文

や
ス

ラ
イ

ド
発

表
も

含
め

子
ど

も
た

ち
に

大
切

に
し

て
ほ

し
い

考
え

方
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

映
像

を
発

信
す

る
責

任
や

覚
悟

に
つ

い
て

も
話

を
し

て
も

ら
っ

た
の

で
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
に

も
つ

な
が

っ
た

。
【

写
真

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
市

立
目

　
標

夏
休

み
課

題
「

私
の

好
き

な
み

つ
の

風
景

」
の

作
品

づ
く

り
の

た
め

に
、

Ch
ro

m
eb

oo
k

を
使

っ
た

基
本

的
な

写
真

撮
影

の
仕

方
と

編
集

の
仕

方
に

つ
い

て
知

る
。

御
津

小
学

校
講

　
師

清
水

　
健

夫
対

象
者

5・
6

年
生

51
名

日
　

時
令

和
6

年
7

月
18

日
（

木
）

8：
55

～
12

：
25

内
　

容
写

真
撮

影
の

際
の

見
方

、
考

え
方

（
何

を
、

ど
こ

か
ら

、
光

と
影

）、
手

ブ
レ

を
防

ぐ
構

え
と

シ
ャ

ッ
タ

ー
操

作
、

編
集

の
仕

方
に

つ
い

て
実

技
を

交
え

て
指

導
。

成
　

果
子

ど
も

た
ち

に
と

っ
て

初
め

て
写

真
の

撮
り

方
や

撮
影

の
心

構
え

を
指

導
し

て
い

た
だ

き
、

と
て

も
新

鮮
に

受
け

止
め

て
い

る
よ

う
す

が
、

授
業

や
感

想
か

ら
読

み
取

れ
た

。
子

ど
も

た
ち

の
夏

休
み

の
課

題
が

楽
し

み
で

あ
る

。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
【

デ
ザ

イ
ン

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
和

気
町

立
佐

伯
小

学
校

目
　

標
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
取

り
組

ん
で

い
る

「
ポ

ス
タ

ー
の

題
字

レ
イ

ア
ウ

ト
」

に
つ

い
て

、
指

導
助

言
を

も
ら

い
、

注
目

の
集

め
方

に
つ

い
て

考
え

る
。

ま
た

、
本

校
で

運
営

し
て

い
る

SN
S

の
写

真
に

つ
い

て
、

構
図

な
ど

を
学

び
、

相
手

を
意

識
し

た
写

真
撮

影
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
講

　
師

山
下

　
リ

ー
ル

対
象

者
4

～
6

年
生

30
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

4
日

（
水

）
10

：
45

～
11

：
30

　
　

　
②

令
和

6
年

9
月

27
日

（
金

）
10

：
45

～
12

：
20

内
　

容
・

ポ
ス

タ
ー

の
題

字
や

写
真

の
構

図
に

つ
い

て
参

考
例

を
も

と
に

、
視

線
の

集
ま

り
方

や
伝

わ
る

イ
メ

ー
ジ

を
学

習
・

実
際

に
制

作
し

た
ポ

ス
タ

ー
に

題
字

を
あ

て
は

め
な

が
ら

自
分

た
ち

の
思

い
を

字
や

写
真

に
表

す
成

　
果

学
ん

だ
こ

と
を

生
か

し
て

SN
S

上
で

作
品

を
発

信
し

た
。

児
童

か
ら

は
写

真
を

撮
る

と
き

に
構

図
と

い
う

言
葉

が
聞

か
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

【
現

代
詩

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
市

立
蛍

明
小

学
校

目
　

標
自

分
の

思
い

や
考

え
を

言
葉

で
表

現
す

る
こ

と
に

苦
手

意
識

を
も

っ
て

い
る

児
童

が
多

い
た

め
、

表
現

力
の

向
上

を
図

る
一

環
と

し
て

詩
の

授
業

を
行

い
、

自
分

の
思

い
を

表
現

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

や
開

放
感

を
味

わ
わ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
講

　
師

中
尾

　
一

郎
対

象
者

1・
3・

4
年

生
46

名
日

　
時

①
令

和
6

年
9

月
9

日
（

月
）

9：
45

～
11

：
35

　
　

　
②

令
和

6
年

9
月

12
日

（
木

）
9：

45
～

11
：

35

内
　

容
草

野
心

平
「

春
の

う
た

」
や

他
校

の
同

じ
学

年
の

児
童

が
書

い
た

詩
を

読
み

、
多

様
な

表
現

方
法

と
そ

の
お

も
し

ろ
さ

を
味

わ
い

、
五

感
を

は
た

ら
か

せ
な

が
ら

詩
を

作
成

。
そ

し
て

、
作

成
し

た
詩

を
共

有
し

、
友

だ
ち

の
書

い
た

詩
の

良
さ

を
見

つ
け

、
自

分
の

詩
を

直
し

た
り

付
け

た
し

た
り

し
て

完
成

さ
せ

た
。

成
　

果
・

詩
に

親
し

み
を

も
ち

、
学

ん
だ

こ
と

を
生

か
し

て
自

主
学

習
で

詩
を

書
く

児
童

も
い

た
。

ま
た

、
日

記
な

ど
で

身
の

回
り

で
感

じ
た

こ
と

を
短

い
文

章
で

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

比
喩

を
使

っ
て

表
現

す
る

な
ど

、
全

体
的

に
言

葉
で

表
現

す
る

力
が

伸
び

自
分

の
思

い
を

率
直

に
表

現
し

心
を

解
放

し
た

児
童

も
見

ら
れ

た
。

2
赤

磐
市

立
豊

田
小

学
校

目
　

標
詩

を
書

い
た

り
、

読
ん

だ
り

、
音

読
発

表
し

た
り

す
る

活
動

を
通

し
て

、
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
が

自
分

の
表

現
に

自
信

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

地
域

の
詩

人
、

永
瀬

清
子

さ
ん

に
愛

着
を

も
て

る
よ

う
に

す
る

。
講

　
師

中
尾

　
一

郎
対

象
者

3
年

生
20

名
日

　
時

①
令

和
6

年
7

月
16

日
（

火
）

10
：

45
～

12
：

15
　

　
　

②
令

和
6

年
9

月
3

日
（

火
）

14
：

00
～

15
：

30

内
　

容
・

講
師

の
詩

の
朗

読
か

ら
、

五
感

を
使

っ
て

詩
を

読
ん

だ
り

書
い

た
り

す
る

こ
と

を
学

ん
だ

。
ま

た
、

読
み

方
（

音
読

）
の

工
夫

の
仕

方
を

学
ん

だ
・

講
師

の
添

削
を

も
と

に
、

自
分

の
詩

を
推

敲
し

て
書

く
体

験
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

・
原

稿
用

紙
へ

の
清

書
の

仕
方

を
学

び
、

原
稿

用
紙

に
正

し
く

詩
を

書
く

こ
と

が
で

き
た

成
　

果
令

和
6

年
9

月
13

日
に

、
参

観
日

で
子

ど
も

た
ち

が
つ

く
っ

た
詩

を
保

護
者

に
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

後
日

、
永

瀬
清

子
詩

の
コ

ン
ク

ー
ル

に
出

品
す

る
。

【
話

し
方

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
岡

山
県

立
目

　
標

特
別

支
援

学
校

知
的

障
害

部
門

高
等

部
「

職
業

」
の

授
業

で
「

マ
ナ

ー
講

座
」

と
し

て
実

施
。

校
内

・
現

場
実

習
や

卒
業

後
の

社
会

生
活

に
生

か
す

た
め

の
基

本
的

な
マ

ナ
ー

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
西

備
支

援
学

校
講

　
師

中
村

　
恵

美
対

象
者

知
的

障
害

部
門

高
等

部
全

学
年

37
名

日
　

時
①

令
和

6
年

9
月

9
日

（
月

）
9：

30
～

11
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
9

月
12

日
（

木
）

13
：

00
～

14
：

00

内
　

容
・

職
業

生
活

を
送

る
う

え
で

の
土

台
と

な
る

「
あ

い
さ

つ
」「

話
し

方
」「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
」

に
つ

い
て

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

な
ど

を
交

え
な

が
ら

学
習

・
ハ

キ
ハ

キ
と

話
す

た
め

の
発

声
練

習
や

お
辞

儀
の

練
習

に
取

り
組

ん
だ

成
　

果
学

習
後

、
学

校
生

活
や

実
習

の
面

接
に

お
い

て
、

学
ん

だ
こ

と
を

意
識

し
な

が
ら

取
り

組
む

姿
が

見
ら

れ
た

。
2

岡
山

市
立

目
　

標
課

題
探

求
学

習
で

地
域

に
出

た
と

き
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

す
る

と
き

、
面

接
入

試
な

ど
で

自
信

を
も

っ
て

時
と

場
に

応
じ

た
言

動
が

で
き

る
よ

う
、

作
法

や
言

葉
遣

い
を

学
習

す
る

。
山

南
学

園
講

　
師

中
村

　
恵

美
対

象
者

7
～

9
年

生
14

5
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

3
日

（
月

）
13

：
50

～
14

：
40

　
　

　
②

令
和

6
年

7
月

16
日

（
火

）
8：

50
～

10
：

40
内

　
容

時
と

場
に

応
じ

た
あ

い
さ

つ
の

仕
方

、
生

き
て

い
く

う
え

で
の

心
の

も
ち

方
を

学
ん

だ
。

成
　

果
「

笑
声

」
笑

顔
で

あ
い

さ
つ

を
す

る
と

い
う

こ
と

を
7

～
9

年
の

高
等

部
の

生
徒

全
員

が
学

習
で

き
た

こ
と

で
、

日
常

の
あ

い
さ

つ
が

よ
り

明
る

く
、

元
気

な
も

の
に

変
わ

っ
て

い
く

と
思

う
。

3
岡

山
市

立
目

　
標

6
月

19
日

～
21

日
に

実
施

す
る

職
場

体
験

に
向

け
て

マ
ナ

ー
や

話
し

方
に

つ
い

て
学

び
、

職
場

体
験

で
の

活
動

に
生

か
す

。
上

南
中

学
校

講
　

師
中

村
　

恵
美

対
象

者
2

年
生

67
名

日
　

時
①

令
和

6
年

6
月

4
日

（
火

）
8：

55
～

9：
45

　
　

　
②

令
和

6
年

6
月

10
日

（
月

）
14

：
40

～
15

：
30

内
　

容
・

敬
語

の
使

い
方

や
電

話
対

応
に

つ
い

て
実

演
を

交
え

て
実

施
　

　
　

・
お

客
様

と
の

や
り

と
り

を
想

定
し

た
実

演
を

交
え

て
実

施
成

　
果

職
場

へ
の

電
話

対
応

や
事

前
訪

問
に

お
い

て
、

マ
ナ

ー
の

基
本

で
あ

る
思

い
や

り
の

気
持

ち
を

も
っ

て
相

手
に

接
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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番
号

学
校

名
講

座
詳

細
4

岡
山

市
立

目
　

標
職

場
体

験
に

向
け

て
の

マ
ナ

ー
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

円
滑

に
す

す
め

る
た

め
の

話
し

方
や

ふ
る

ま
い

を
学

ぶ
。

富
山

中
学

校
講

　
師

中
村

　
恵

美
対

象
者

2
年

生
11

0
名

日
　

時
令

和
6

年
10

月
7

日
（

月
）

13
：

40
～

14
：

30
内

　
容

・
第

一
印

象
を

良
く

す
る

た
め

の
あ

い
さ

つ
と

お
辞

儀
の

仕
方

　
　

　
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
心

得
と

実
践

成
　

果
第

一
印

象
を

良
く

す
る

た
め

に
笑

顔
で

話
す

こ
と

が
大

事
と

い
う

こ
と

を
教

わ
り

、
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
で

実
践

で
き

た
こ

と
で

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
5

倉
敷

市
立

目
　

標
職

場
体

験
に

向
け

た
マ

ナ
ー

と
礼

儀
を

学
ぶ

。
西

中
学

校
講

　
師

中
村

　
恵

美
対

象
者

2
年

生
31

2
名

日
　

時
令

和
6

年
9

月
27

日
（

金
）

14
：

00
～

15
：

00
内

　
容

・
あ

い
さ

つ
の

仕
方

（
笑

顔
と

笑
声

）　
　

　
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

　
　

　
・

お
辞

儀
の

仕
方

　
　

　
・

電
話

の
か

け
方

　
　

　
・

事
前

訪
問

成
　

果
職

場
体

験
に

役
立

つ
実

践
的

な
礼

儀
作

法
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
「

マ
ナ

ー
は

思
い

や
り

」
と

い
う

こ
と

を
意

識
し

て
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

6
備

前
市

立
目

　
標

正
し

い
言

葉
遣

い
や

ボ
リ

ュ
ー

ム
に

つ
い

て
T

PO
を

わ
き

ま
え

て
使

え
る

よ
う

に
し

た
い

。
備

前
中

学
校

講
　

師
中

村
　

恵
美

対
象

者
1

年
生

10
2

名
日

　
時

令
和

6
年

7
月

11
日

（
木

）
8：

50
～

11
：

40
内

　
容

あ
い

さ
つ

の
大

切
さ

、
声

の
ト

ー
ン

、
表

情
な

ど
で

与
え

る
印

象
が

変
わ

る
な

ど
。

成
　

果
聞

き
方

、
相

づ
ち

に
よ

り
心

の
距

離
が

縮
ま

り
、

お
と

な
し

い
生

徒
が

楽
し

ん
で

自
己

紹
介

を
楽

し
ん

で
い

た
。

【
多

文
化

理
解

】
番

号
学

校
名

講
座

詳
細

1
瀬

戸
内

市
立

目
　

標
総

合
的

な
学

習
の

時
間

で
韓

国
の

文
化

に
触

れ
る

た
め

。
牛

窓
西

小
学

校
講

　
師

曺
　

永
姫

対
象

者
5・

6
年

生
13

名
日

　
時

①
令

和
6

年
9

月
19

日
（

木
）

13
：

30
～

15
：

30
　

　
　

②
令

和
6

年
10

月
3

日
（

木
）

13
：

30
～

15
：

30
内

　
容

・
サ

ム
ル

ノ
リ

の
体

験
　

　
　

・
プ

チ
ェ

チ
ュ

ム
の

練
習

成
　

果
韓

国
の

歌
と

踊
り

を
通

し
て

、
韓

国
の

文
化

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
対

話
型

鑑
賞

法
】

番
号

学
校

名
講

座
詳

細

1
華

鴒
大

塚
美

術
館

目
　

標
博

物
館

学
芸

員
資

格
取

得
に

励
む

学
生

を
対

象
に

実
施

。
作

品
を

楽
し

む
こ

と
、

対
話

型
鑑

賞
法

を
通

し
て

培
わ

れ
る

観
察

力
・

思
考

力
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

に
つ

い
て

実
践

を
と

お
し

て
理

解
し

、
そ

の
魅

力
を

知
る

。
ま

た
「

み
る

を
楽

し
む

！
ア

ー
ト

ナ
ビ

岡
山

」
の

活
動

を
と

お
し

て
社

会
に

お
け

る
人

々
の

学
び

に
対

す
る

意
欲

と
そ

の
活

躍
に

接
す

る
こ

と
で

、
生

涯
学

習
に

つ
い

て
も

考
え

る
。

講
　

師
片

山
　

眞
里

、
板

東
　

美
都

子
、

山
田

　
真

理
子

、
磯

田
　

敏
子

、
金

万
　

純
子

、
藤

井
　

和
子

、
石

川
　

祐
子

対
象

者
大

学
生

51
名

日
　

時
令

和
6

年
12

月
12

日
（

木
）

10
：

50
～

12
：

20
　

　
内

　
容

・
対

話
型

鑑
賞

法
に

つ
い

て
の

説
明

　
　

　
・

所
蔵

作
品

を
用

い
て

ア
ー

ト
ゲ

ー
ム

　
　

　
・

対
話

型
鑑

賞
（

2
作

品
）　

　
　

・
グ

ル
ー

プ
、

個
人

、
全

体
で

の
ふ

り
返

り

成
　

果
最

初
は

気
恥

ず
か

し
さ

か
ら

か
発

言
は

緩
や

か
だ

っ
た

が
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
積

極
的

に
な

り
会

話
の

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
が

生
ま

れ
た

。
ま

た
、

ふ
り

返
り

の
時

間
で

は
、

グ
ル

ー
プ

で
個

々
の

考
え

を
聞

き
入

れ
な

が
ら

、
全

体
を

ま
と

め
あ

げ
て

い
た

。
学

生
た

ち
は

「
自

己
の

相
対

化
」「

他
者

理
解

」
の

気
付

き
が

あ
っ

た
よ

う
で

、
実

際
に

そ
の

よ
う

な
意

見
も

あ
が

っ
た

。
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学校出前講座講師所感

井藤　侃山（伝統文化部門／尺八）
　講座では最初に質問をします。「尺八を吹いたことがある
人」「音を聞いたことがある人」「見たことがある人」。次に
尺八の音を出します。「ドレミファソラシド」「救急車が通り
過ぎる音」「幽霊が出そうな怖い音」、次第に子どもたちの興
味が高まるのを感じます。その後に、今吹いた尺八の特徴や
楽器の説明をします。
　体験では、すぐに音を出す子もいますが、多くの子はすぐ
に音が出ません。休憩を兼ねて、音の出た子にはみんなの前
で披露してもらいます。そして、「どうしたら出ましたか？」
と質問し、出ない子の参考にしてもらいます。
　最後に、質問と感想を発表してもらい、多くの子が手を挙
げてくれます。子どもたちの表情は、生き生きとして好奇心
に満ちています。そして、私は、講師としての喜びと学校出
前講座の取組の素晴らしさを実感しています。

吉野　和江（伝統文化部門／華道）
　室町文化体験学習の一環で、華道の出前講座をさせていた
だいています。はじめに、生け花の起源を説明し、その上で、
児童・生徒一人ひとり、実際に生け花を体験してもらいます。
　牛乳パックにオアシスという吸水スポンジを詰め、花・枝・
葉を思い思いに挿してもらいます。少し手を入れ、枝や葉は
向きを変えたり、同じ色合いの花は離したりすると、ちょっ
としたことでガラリと印象が変わり、一本一本が生き生きと
見えてきたりします。「最初は難しいかなと思ったけど、素
敵に仕上がり、大満足です」と、明るい声が上がり、私もう
れしくなります。
　出前講座での体験を通して花を愛でる心がさらに育ち、花
のある暮らしがより身近になればと思います。

大岩　主弥（一般文化芸術部門／演劇）
　演劇は一人で表現するものではないので、俳優訓練に使わ
れるシアターゲームを体験していただきながら、コミュニ
ケーションや表現の技術を学んでもらいました。
　２日目には希望があり、日本の文化の一つ「殺陣」の授業
も行いました。準備としてあらかじめ新聞で刀を作っていた
だき、刀での戦いを体験していただきました。
　２日間の授業を終え、普段積極的に授業に参加しない子が
楽しそうに参加していたとお話をいただきました。子どもた
ちにとって、学びが自発的で楽しいものになればと考えてい
る私にとって大変嬉しいお話でした。
　人は一人では生きていけません。
　今回の体験を経て、生まれた国への興味が広がり、他者と
素敵なコミュニケーションを紡いでいってほしいと願ってい
ます。

中村　恵美（一般文化芸術部門／話し方）
　県内の中学校で職場体験の事前講習として話し方やマナー
のお話をしています。
　コロナ禍を経て、自己表現が苦手になっていたり、大きな
声を出しにくくなっていたりする生徒さんが多いと感じま
す。講座では感じたことを声に出してリアクションしてね！
とお願いしています。最初は恥ずかしがっていても、先生や
同級生が前に出てあいさつやお辞儀のモデルになると段々
ノッてきてくれます。「第一印象は６秒で決まる」「お辞儀の
角度は30度」そして最後のロールプレイングでは同級生を応
援する姿もみられます。
　毎回、子どもたちの素直さや発想の柔軟さにこちらが驚か
され、学ばせていただいています。「マナー＝思いやり」を
伝えるなかで、一人ひとりの感じ方を大切にし、先生方にも
生徒の魅力を再発見していただけたら嬉しいです。
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